















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──これはゲームです。




　俺おれがこの異い世せ界かいに転移させられる時、最初にそう言われた。

　ああ、そうだろうよ。

　魔ま法ほうや特とく殊しゆスキルやモンスターが普ふ通つうに存そん在ざいして、念じればステータス画面が出るような世界、ゲーム以外の何ものでもねぇよ。

　そんな場所に放ほうり込こまれて、俺はゲームに付き合わされるのか。

　ざけんな。

　放り込んだのはどこのどいつだ。

　神か、悪あく魔まか。いや、悪魔だな。

　舗ほ装そうされていない道、土と獣けものの匂においがする森、近くを流れる川の音。

　ここが日本だとしても、いきなりそんな場所に放り込まれたら危き険けんだ。

　右も左も分からない状じよう況きようで、何をしろってんだ。持ち物は家の鍵かぎとサイフとスマホくらいで、そんなもん異世界で何の役にも立ちゃしねぇ。

　何をしていいのかさっぱり分からず、途と方ほうにくれて道ばたに座すわりこんでいると、おさらいのように頭に声が響ひびいた。




　──これはゲームです。




　転移させられる時に聞いた時と同じ声。

　このゲームの仕組みとやらが、もう一度頭の中に流れ込む。




　──魔ま王おうを倒たおせばクリアです。




　そのルールは初めて聞いたぞ。




　──魔王を倒せば、どんな願いでも叶かなえられます。

　──元の世界に戻もどりたければ、戻しましょう。

　──この世界の支配者になりたければ、叶えましょう。




　俺をこの世界に放り込んだクソ野や郎ろうは、要はエサで釣つろうとしているわけだ。

　元の世界に帰りたければ、必死で頑がん張ばれと。




　──ただし魔王の数は限られています。




　その条件を耳にして、俺はようやく真ま面じ目めに考えるようになった。




　──魔王の数は、この世界に転移させた人間の数よりも少ないです。




　ああ、ようやく理解した。

　そういうゲームってわけだ。

　この古くさいＲＰＧみたいな世界は、箱庭ってわけだ。

　世界そのものは重要じゃない。

　ゲームとは、俺たちの競争そのもの。

　限られたパイを奪うばい合あうゲーム。




　誰だれよりも早く魔王を倒すか──

　──魔王を倒せる者を減らすか。




　てことは、俺以外にもこの世界に転移させられたヤツがいるわけだな。

　そいつらと〝魔王の奪い合い〟をする。

　その様子をどこか高いところから眺ながめて笑う神様か悪魔様がいる、最高に胸むな糞くそ悪わるいゲームに参加させられたってわけだ。

　何でも願いが叶うって報ほう酬しゆうも、真実かどうか定かじゃない。

　とりあえず分かっていることは──




　ここは異世界。

　そして俺以外の転移者プレイヤーは全員敵ってことだ。




　こんなゲームで死んでたまるか。

　絶対に生き残って、元の世界に帰るんだ。

　……そりゃ、元の世界に帰ってどうするとか、明確な理由はないけどよ。

　けど、こんな理り不ふ尽じんなクソゲーで死にたくはない。

　だから俺は勝つ。

　他の連中を蹴け落おとし、裏うら切ぎり、地じ獄ごくに落としてでも。

　──そんなことを考えていた矢先。

「なぁ、そこの人！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　遠くから走ってくる姿すがた。

　Ｔシャツにジーパン、スニーカーというどこにでもある服装。

「ケガしてるのか!?　水は足りてるか？　腹はら減ってないか？　あ、そうだ、このへん強いモンスターがいるから、すぐに逃にげた方がいいぞ！」

　敵であるはずのそいつは、俺を見てすぐに駆かけ寄よってきたんだ。

　俺と同い年くらいの男。

　心の底から俺を心配している顔だ。

　数多くのクソ野郎を見てきた俺には分かる、これは本心から俺を気にかけている。

　──バカだろ、こいつ。

　なんで敵のこと心配してんだよ。




　後からその事を訊きいたら、アイツはこう答えたんだ。

「そりゃライバル同士ってことくらい分かってたよ。だけど、君が困こまってそうな顔してたから」
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　俺が今までツルんできた連中は、悪い奴やつかバカな奴か悪くてバカな奴しかいなかった。

　だけどコイツは違ちがった。

　自分にリスクがあることを承知で、それでも俺に手を差さし伸のべたんだ。

　そんなヤツと会うのは、初めてだった。




　だから俺はコイツと旅をすることにした。

　コイツを──木きの下したケンジを元の世界に帰してやりたくなったんだ。




　ただの気まぐれだよ。

　ゲームなんだから、プレイスタイルくらいは自分で選んでもいいだろう？

　リスクくらいは受け入れてやるからさ。
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　風を除よける壁かべに囲まれた家の中で、明るい照明の下で、温かいスープを飲む。

　異い世せ界かいに転移させられて、これがどれほどありがたいことか──実際に享きよう受じゆして初めて分かった。

「うまい……！」

　ケンジなどは涙なみだを流してスープの味を嚙かみしめている。

　スープだけじゃない、テーブルにはパンや肉料理が大量に並ならんでいる。皿から漂ただよう匂においは、俺おれたちが元いた世界と何も変わらない。

「ナオト、食べないの？」

「あ、ああ」

　スープの皿を覗のぞき込こみながら、俺は答える。

　湯気を立てる木の匙さじから少しずつスープを胃の中に流し込む。野菜と肉が溶とけてドロドロになった味。空すきっ腹ぱらがどんどん満たされて、全身が幸せを感じている。

　──毒は入ってない、と思う。

　それを確かく認にんしてから、俺はテーブルの向かいに座すわっている女性を見た。

　年は二○歳さい前後。金きん髪ぱつで柔にゆう和わな表情をしている彼女は、メシを頰ほお張ばる俺たちを楽しそうに眺ながめている。

　軽く念じると、彼女の簡かん易いステータスが表示された。




　フリーダ　冒ぼう険けん者しやギルド員LV2　HP20/20




　念じるだけで、この世界の住人なら誰だれでも簡かん単たんな情報が得られる。

　しかし今日は職業まで表示されることも知った。

　俺とケンジは無職だから表示されないので、ひとつ賢かしこくなったぜ。

「本当にありがとうございます、フリーダさん！」

　腹を満たしたあと、ケンジはテーブルに手をついて頭を下げた。

　俺もそれに倣ならって頭を下げる。

「助かったよフリーダさん。あのままだったら、俺たち行いき倒だおれてた」

　本当に、マジで死にかけたんだ。

　レベル１の状態で異世界に放り込まれたら、まずどうすればいいのか──そんなマニュアルなんてどこにもないので、とりあえず生きるのに精せい一いつ杯ぱいだった。
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　他の転移者プレイヤーと鉢はち合あわせしないかビクビクしながら、モンスターに襲おそわれて、死にかけながら撃げき退たいして──

　そんなことをやっていたら、俺もケンジもレベルが上がった。

　弱いモンスター程度なら軽く倒せるくらい強くなり、心に余よ裕ゆうが生まれた。

　それでも死にかけた。

　だって地図も食料もテントもない状態で、どうやって生きろってんだよ。

　街への看かん板ばんもなければ、自じ動どう販はん売ばい機きもない。

　いくら強くたって衣食住の問題は解決しないんだよ。元の世界だって、銃じゆうやミサイル持ってても、山の中にひとりで放置されたら意味ないだろ？

　動物を狩かって肉を食べようとしたものの、俺もケンジも生肉の調理法なんて知らない。中まで火が通らずに腹を壊こわした。山菜だってどれが食べられるのか分からない。

　服も汚よごれ、腹を壊して死にかけていた俺たちを救ってくれたのが、フリーダだった。

　倒れていた俺たちを馬車に乗せ、この〝城じよう塞さい都と市しゲオルン〟まで運んでくれた。

　それだけでなく、宿の手配やこうしてメシまで食わせてくれる。

　紛まぎれもない命の恩人だ。

「おおぉ……ありがとうございます……！　ありがとうございます……！」

　マジ泣きしているケンジ。

「あ、あの、そんなに大げさに感謝しなくてもいいのよ……？　あのまま放っておいたら死んじゃうと思ったから、当然のことをしたまでよ」

　オロオロと慌あわてるフリーダ。

　若じやつ干かんタレ目ぎみの瞼まぶた、鼻はな筋すじは高く、唇くちびるも艶つややか。金髪だが白人ではなく、かといって黄色人種でもない。

　俺たちの美的感覚で考えれば、相当な美人だ。

　香こう水すいの匂いが漂う肌はだ。

　本やテレビで見たことがある、革かわと布で編まれた中世ヨーロッパ風の服の奥おく──

　おそらくかなりの巨きよ乳にゆうだ。

　この異世界にも下着はあるらしいが、それでも押おさえきれていない。鷲わしづかみにすれば俺の手のひらに余るサイズ、Ｅ、いや、Ｆカップか……？

　……そういやこっちの世界に来て、一度も女とヤッてないな。

　ま、ケンジとずっと二人だったし、生きるのに必死でオナニーすらしてない。めちゃくちゃ忙いそがしい時って性せい欲よく湧わかないしな。

「あ、あの……どうしたんですか、こっちを見つめて」

　しまった、見すぎた。

　こっちの世界に来て初めて出会った住人だし、それに──

「ああっ、すいません！」

　なんでケンジが謝る。

「フリーダさん、すごく美人で……つい見とれてしまって」

　お前も見てたのかよ！

　いや、まぁ、そりゃそうだろうけどよ。

「でも、美人とかそういうのはどうでもよくて……あの、この世界──いや、こっちの方に来て、初めて出会った人がこんなに優やさしくて、それが嬉うれしくって……」

　たどたどしく説明するケンジ。

　本当にバカ正直というか、なんというか……。

　けど、こっちにもケンジの嬉しさは伝わってくる。味方が誰もいない異世界で、こんな美人に優しくされたら、誰だって恩義を感じるよな。

　だから──

「なぁ、フリーダさん」

　俺は慎しん重ちように、しかしケンジのように正直に尋たずねた。

「なんで俺たちを助けた？　本当に善ぜん意いってだけで宿代やメシ代を払はらってくれるのか？」

「……ナオト？」

「何か理由があるんだろ？　俺たちに恩を売って、何をさせようってんだ？　俺たちはこの都市には初めて来たから、満足にパシリもできねーぞ？」

「おいナオト！　フリーダさんになんてこと言うんだ！」

　怒おこるケンジの顔を見るに、どうやら本当にフリーダが善意一○○％で俺たちを助けたと思ってやがる。

　そんなわけねーだろ。

　ここは魔ま物ものや魔ま王おうがいる世界だぞ。

　現代日本よりずっと治安が悪いに決まってる。そんな世界で善意のみで人を助けるバカがどこにいるってんだ。

　──ま、俺の隣となりにいるんだけどよ。

「……もちろん、善意ですよ」

　フリーダは少し困こまった顔をして、そう答えた。

「ただ、見返りはいただくつもりです。私とあなた方、両方が幸せになれるような」





　　　　＊






　宿には風ふ呂ろもあった。

　数日ぶりに熱い湯で身体からだをさっぱりさせたが、服は汚れたまま。

　洗せん濯たく機きなんて洒落しやれたものは存そん在ざいしない。この世界の洗濯は魔ま法ほうを使うらしいが、それができる魔ま導どう士しに依い頼らいすると金がかかるのだとか。

　仕方ないので汚れた服を脱ぬぎ、今日は下着一枚まいで寝ねることにした。

「いやぁ、本当に良かった。フリーダさんに助けてもらえて」

　ベッドの上に腰こし掛かけるケンジも上半身裸はだかだ。

　俺よりずっとガタイが良く見えるのは、レベルアップのせいじゃない。高校の頃ころはサッカー部の部長で、キーパーをやっていたという。

　サッカー部なんてチャラチャラした奴やつばかりだと思ってたけど、こういう純じゆん朴ぼくなのもいるんだなぁ……。

「ナオトも明日、一いつ緒しよに冒険者ギルド行くんだぞ？　フリーダさんの力になろう」

「分かってるよ。冒険者ギルドは俺たちにとっても必要な場所だ」

　フリーダが何を考えて俺たちを助けたのかといえば、戦力が欲ほしかったからだ。

　この城塞都市ゲオルンは規き模ぼの割に冒険者──つまり何でも屋が少ないらしい。

　デカい街だからこそ雇こ用ようが多いので、みんな正規の兵士になってしまうんだそうだ。おかげで何でも屋、フリーターが集まらないのだとか。

　人手不足はどこの世界でもあるもんだ。

「団体に所属するのは悪い事じゃねえ。フリーダさんへの恩返しってのもあるが、まずはこの世界のルールを勉強しないとな」

「魔王を倒す前に犯罪で捕つかまりたくはないもんね」

　笑うケンジだが、魔王を倒せるくらいレベルを上げてしまえば、もはや彼を捕まえられる存在はいなくなるんじゃないか。

「犯罪に関してもそうだけど、金の流れとか権けん力りよく者しやの名前とか、知っておいた方がいい情報はたくさんあるんだぞ。この世界で揉もめ事ごとを起こすより、公こう権けん力りよくに協力させた方が魔王の情報も得やすいだろ？」

「あ、そうか……魔王の居場所や移動手段も手に入れないと、なのか」

　ケンジはバカだが、バカではない。

　俺の言ったことをすぐに飲み込み、理解できる。

「さっすがナオト！　頭いいね！」

「必死なんだよ、俺も。無事に元の世界に帰りたいし」

　敵は魔王だけでなく、他の転移者もいる。

　そいつらに出だし抜ぬかれないために、知っておいた方がいい情報は山ほどある。

　手を前にかざし、ステータス画面を出す。

　俺の眼前に現れる黒い文字列には、現在の状態が克こく明めいに記されていた。




　桐きり谷たにナオト　LV5　HP25/40　MP11/11

　バフ　なし　　デバフ　なし

　STR11　DEX16　VIT10　INT9　AGI12　LUC9

　スキル　なし




　ノート一ページに収おさまるくらい簡単な情報。

　ＨＰやＭＰはともかく、このＳＴＲとかＶＩＴとかいう単語は見覚えがある程度。おそらく「STRENGTHちから」の略なんだと思うが、この数すう値ちが上がれば具体的にどうなるのか、だいたいの事しか分からない。

　ステータス画面には余白がまだある。

　ここには新しいスキルとかが書き込まれるのだろうか。

　俺は自分のステータス画面を消すと、今度はケンジの方に向かって念じる。

　するとケンジのステータスが表示された。




　木きの下したケンジ　LV24　HP140/178　MP74/89




　見えるのは、これだけ。

　俺自身に見えていたＳＴＲだのといった情報はない。おそらく詳くわしいステータスは自分にしか見えないようになっているのだろう。

　相手の能力を探さぐるのも〝ゲーム〟のうち、ってか。

「にしても、俺はレベル５なのに、ケンジは24かぁ……」

「いやぁ、そこはしょうがないじゃないか」

　最初は二人ともレベル１だった。

　出くわしたミミズのようなモンスターと必死に戦って、経けい験けん値ちを得て、俺はレベル２になった。

　そしてケンジがレベル８になった。

　次は巨きよ大だいなネズミのようなモンスターと戦い、前よりも楽に勝てた。そして俺はレベル５に、ケンジがレベル24になったわけだ。

「いいかケンジ。お前の〝ギフト〟のこと、もう誰にも言うなよ。フリーダさんにもだ」

「わ、分かってるよ」

　俺は念入りに釘くぎを刺さしておく。

　ケンジが異い様ような速度でレベルアップしているのは、この〝ギフト〟のおかげだ。

　異世界に転移させられた俺たちに与あたえられた、武器。

　プロの格かく闘とう家かが鍛きたえ上あげた肉体で戦うのを観るのは楽しいが、素人しろうとがヘッピリ腰ごしで殴なぐり合あう姿すがたなんて誰が観たってつまらない。だから武器を与え、よりバイオレンスな展てん開かいになるように仕向ける。

　その武器が、この〝ギフト〟なんだろう。

　この世界で生きていくための特別な能力だ。

　ケンジのギフトは〝成長〟。

　文字通り桁けた違ちがいの量の経験値がもらえるってわけだ。

　シンプルすぎる能力だが、だからこそ強い。

　レベルに上限があるのか知らないが、速そつ攻こうでカンスト近くまでレベル上げすれば魔王も倒せるはずだ。まぁ魔王を倒すのにどれだけのレベルが必要なのか分からないが。

　コツコツ時間さえかければ、必ず最強になるギフト。それがケンジの強み。

　だからこそ、危き険けんだ。

　他の転移者がケンジのギフトに気づいたら、どうするか明白だ。

　きっとあらゆる手を使ってでもケンジを封ふうじる。殺されるだけならまだしも、その力を悪用される可能性だってある。

　コイツは単たん純じゆんだから、きっとすぐに騙だまされるだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、分かってるよナオト。だから僕ぼくは君のギフトの正体は訊きかない」

　真しん剣けんな目で頷うなずくケンジ。

「僕は噓うそが苦手だからさ、きっと誰かに『ナオトのギフトは何だ!?』って訊かれたら、答えちゃいそうな気がするんだよね。そしたらナオトも困るでしょ？」

　──ったく、このバカが。

　本当にこんな正直で、この世界を生き残れるのかねぇ。

「いや、いいよ、教えてやる」

　逆に教えておかないと危険な気がしてきた。

　コイツに背せ中なかを預けて戦うために、ある程度こちらも腹を割らないとな。

「俺のギフトの能力はな──」





　　　　＊






　深夜。

　俺は宿屋を出て街へ繰くり出だした。

　よく眠ねむれなかったのは、普ふ段だんは夜型だからだろう。

　反対にケンジは明日の支度を済すませると一いつ瞬しゆんで眠ってしまった。きっとめちゃくちゃ疲つかれていたんだろう。俺だって疲れているが、なぜか目は冴さえていた。

　城塞都市ゲオルンとやらは大きな街だ。

　夜でもあちこちの酒場の灯あかりがついており、道では酔よっ払ぱらいが肩かたを組んで歌っている。その酔っ払い相手に客引きをするボーイがいて、偉えらそうなオッサンと若わかい女が腕うでを組んで歩いている。

　駅前の繁はん華か街がいってところか。

　俺にとっては馴な染じみが深い。もともと実家がそんな場所にあったからな。

　だから、どういう所に行けばどういう手合いがいるのかだいたい分かる。

　これは能力とかスキルとかではなく、長年の経験によるカンだ。

　外国だろうが異世界だろうが、街の雰ふん囲い気きは変わらない。イイ奴、悪い奴、そういう人間の匂いのようなものも同じだ。

「ヒヒ……！　おい兄ちゃん、どうした」

「道に迷ったのか？」

　だから俺はあえてそういう奴らがいる場所まで赴おもむいた。

　華はなやかな店の裏うら手て、行き止まりになっている路地。

　初めてこの街に訪おとずれて、右も左も分からない旅人を装よそおい──いや本当に右も左も分からないんだけどな。とにかく、そういう頭の悪そうな動きをしながら、うっかり迷い込んでしまうのだ。

「珍めずらしい服着てんなぁ、兄ちゃん」

　路ろ地じ裏うらにいたのは、四人の男女。前に三人、後ろにひとり。

　全員が武器を持っており、革の鎧よろいを身につけている。鎧の下も革製品だろうか。どいつもこいつも総じて汚きたないが、今の俺の服よりはマシだ。

「脱ぎな」

　俺の退路を断つように、背はい後ごに立つ男。

　ナイフを抜き、端たん的てきに用件を言う。

　やはり、慣れている。脅おどしの言葉より刃は物ものを見せるだけで伝わることを知っている。

「やっぱりこっちの道で正解だったわ。本当にいやがった」

　あまりにも目もく論ろ見み通りすぎて、笑いがこみ上げる。

　が、別に俺が予想するまでもない。人ひと気けのない場所に集まる奴らは、誰かの目に留まったらヤバい事をやろうとしている。

　俺がわざと通りかからなくても、きっと他の誰かを襲っていただろう。

「おい兄ちゃん、聞こえたか？　公用語は話せるか？」

　背後からナイフの男が近づいてくる。

　俺はそいつを見ながら、軽く念じた。




　ボガード　冒険者LV9　HP77/80　MP9/11




　レベル９か。俺より４つ上だな。

　特筆すべき点はそのくらいか。見た目は売れない芸人を百発殴ったようなツラだ。幸せな人生を送っているようには見えない。

　続いて正面に立つ奴ら。




　ゲノ　冒険者LV9　HP81/81　MP0/0

　ドニスン　冒険者LV7　HP70/71　MP30/32

　パメラ　冒険者LV8　HP71/77　MP24/24




　全員、俺よりレベルが上か。

　なるほど、つまり一いつ般ぱん人じんを四人がかりで襲える程度のチンピラなら、この程度のレベルなわけだ。この世界の一般人の強さがなんとなく理解できた。

　つまり俺はまだ一般人レベルなんだな。

　一方ケンジは強い。こんなチンピラなど片かた手てでねじ伏ふせられるほどには。

　だが、俺だって戦えないわけじゃないんだ。

「なぁ兄ちゃん、本当に聞こえ──がっ！」

　顔を近づけてきたナイフ男のアゴを摑つかむ。

「お前よ……さっきから口が臭くせぇんだよ」

「てめ……！」

　手にしたナイフを俺に刺そうとするチンピラだが、その手が止まった。

　音を立てて地面に落ちるナイフ。

　俺が手を離はなすと、チンピラはその場に尻しり餅もちをついた。

「あ……」

　何もできずに座りこんでいる男を見ながら、俺は彼のナイフを拾う。うん、よく研とがれてるじゃないか。これで武器ひとつゲット。

　百均のナイフと違って、戦闘用のナイフは刃物店でも高くつくだろう。ナイフ代が浮ういたな。

「おい！　てめ……何しやがった!?」

　三人組の方が怒ど鳴なる。

「魔法……じゃねぇよな!?」

「多分、そうなんだろうな」

　俺もこれが魔法なのかは知らない。たぶん魔法の一種だとは思うが。

　ギフトの詳しい原理には興味ない。それが使えれば充じゆう分ぶんだ。

　俺はナイフ男をもう一度見た。




　ボガード　冒険者LV3　HP1/12　MP0/1




　死んではいないが、もう戦えないだろう。

　なにせ６レベル分の経験値を吸すっちまったからな。

　俺のステータスを見ると、レベルが５から８に上がっている。一気に３レベルとはなかなかオイシイな。低レベルだからこその恩おん恵けいだろう。

「よし、次はどいつだ？　来いよ？」

　指をクイと動かして挑ちよう発はつする。

「……の野や郎ろう！」

　ハゲのオッサンが長ちよう剣けんを抜いて斬きりかかってきた。

　俺はその剣を避よけもせず、肩を斬られた。

「ってぇな！」

　ゲームの世界っつっても、俺は生身の人間だ。斬られれば血が出るし、血が流れ続ければ死に至いたる。

　だが──

「おごっ!?」

　俺は先ほどの男と同じように、剣使いの顔を摑む。

　すると手を通してソイツの力が俺に流れこんでくるのを感じる。

　痛いたみがどんどん引いていき、傷きずが塞ふさがる。

　やがて完全に傷が癒いえると、俺は手を離した。

　地面に倒れたオッサンが痙けい攣れんして動かなくなる。




　ドニスン　冒険者LV1　HP2/10　MP0/1




　これが俺のギフト──〝吸きゆう魔ま〟の力。

　やっぱり街の近くの弱いモンスターと、そこそこの強さを持った人間とじゃ吸えるＨＰや経験値の量が違う。腹いっぱいになるまで食べた気分なのに、いくらでも入る。




　桐谷ナオト　LV11　HP90/90　MP33/33




　レベル11か。これでこのチンピラ共より強くなったわけだ。

　さて、次は──

「ひ、ひぃぃぃぃぃっ！　な、なんだコイツやべぇ！」

　手にしたナイフを捨すてると残った男が俺を突つき飛とばして逃にげる。

　追いかけようと思ったが、やめだ。あいつの経験値よりも、落としていったナイフの方が価か値ちがあるだろう。

　これで動けなくなったチンピラは二人。

　どちらも泡あわを吹ふいて気絶している。

　武器だけでなく、服もいただこうか。俺とケンジでちょうど二着分だ。異世界で生きるためには、このシャツとズボンと靴くつじゃ動きにくいしな。

　で、あとは──

「──ひっ」

　最後に残った、女。




　パメラ　冒険者LV8　HP71/77　MP24/24




　フリーダに比べて、浅黒く汚い肌。

　上半身は革かわ鎧よろいに身を包んでいるが、下はホットパンツのような短いズボン。そこから見える足はスラリとしていて、アスリートのようだ。

　顔は──そこそこ可愛かわいいじゃん。

「パメラっていうのか」

「な……なんでアタシの名前……!?」

「まぁいいじゃん。で、お前どうすんの？　俺を殺そうとしたわけだし」

「こ、殺そうとなんてしてないよっ！　ちょっと金をもらえれば……！」

「でも抵てい抗こうしたら殺す気だったんだろ？」

「それは……！」

　正直な女だ。ゴロツキには向いてないくらいに。

「お、お願い、命だけは助けて……！」

　パメラとかいう女は武器を捨てて両手を広げる。

　ゆっくりこっちに近づく彼女に、俺はナイフを持ったまま歩み寄る。その身体から僅わずかに薬品の匂いがしたのを、俺は嗅ぎ逃さない。

「助けて欲しかったらさぁ、それなりの見返りがあってしかるべきだよな？」

　俺はパメラの腰を抱だいた。

　アバラが浮き出るほど痩やせた胴どうに手を回すと、すかさず尻のベルトからポーチを探る。胴に見合わず大きな尻に提げていたのは、複数の小こ瓶びん。薬の類たぐいだろう。

「反はん撃げきの機会でも窺うかがってたのか？」

「ち……違うよ。それはただの回復薬で、使ったところでどうこう──あっ」

　近づいてみると、さっきよりブサイクに見えた。

　死の恐きよう怖ふに怯おびえているからだ。

　もっと可愛くするために、俺はパメラの唇を強引に奪うばう。

「ん──」

　柔やわらかい感かん触しよくのさらに奥へ舌をねじ込む。

　抵抗は一瞬だけだった。俺が舌を絡からませると、すぐにされるがままになった。粘ねん液えきがぴちゃぴちゃと音を立て、快感が脳のうを掻かき乱みだしてくれる。

「んんっ……」

　彼女が使っている薬なのか、それとも香水なのか。甘あまい匂いが髪かみから漂う。

　すでにパメラは目がうつろになっており、俺の舌を受け入れるどころか自分から貪むさぼるようになっていた。

「なに……これ……あんた…………キス……上手すぎ……っ！」

　レロレロと舌先で遊びながら、彼女のズボンのホックに手をかける。

　丸い尻を撫なでながらズボンを下げ、汚れたショーツの中に手を入れた。太ふと股ももの間はすでに湿しめっており、指が滑なめらかに動く。

「へぇ……キスだけで濡ぬれちゃったんだ」

「だって、こんなに上手いの……初めてで……」

　表情だけでなく、声まで可愛らしくなってきた。

　そうそう、それでいい。強引にヤるのは趣しゆ味みじゃねーんだ。

　やっぱ俺だけじゃなく、相手も気持ちよくならねーとな。

「あっ…………」

　股またの間から指を引き抜くと、粘液が糸を引いていた。

　感じやすいのは体質か？

　だが──都合が良い。

「悪いがこっちは溜たまってんだ。なにせこの世界に来てから一度もヌいてねーからな」

「こ……この世界……？」

「ま、いいからホレ」

　パメラの肩を摑み、壁に押しつける。

　意図を理解したのか、彼女は壁に手をついて丸い尻を突き出した。

　暗い路地に注がれる僅かな月の明りが陰いん影えいを浮うき彫ぼりにする。ロクなもの食ってないせいか肌はがさがさだが、尻の感触は柔らかい。革鎧で覆おおわれているから胸むねの大きさは分からないが、この尻は絶品だ。

　俺はズボンを下ろすと、その割れ目の中央に思い切り突き入れた。

「んあっ……！」

　肉壁を割って入る感触。

　股こ間かんから脳に伝わる快楽物質。

　ああ、そうだ──これこれ。久しぶりの感触だ。

「あっ…………あっ…………！」

　声を出さないように我が慢まんするパメラ。

　腰を尻に打ち付ける音が壁に反はん響きようする。

「なに……これ…………!?　お、大き…………っ！」

「へへ、よく言われんだ」

　たまに大きすぎて痛いって言われることもあるが、パメラの中はちょうどいい具合だ。相当ヤリ込んでるせいだろうが、今はありがたい。

　熟うれた果実のようなグジュグジュの肉にく穴あなが俺の下か腹ふく部ぶを優しく擦こすり上あげ、打ち付けられた尻肉が弾はずむ。竿さおの根元を吸われているような感触は、我われを忘わすれさせるほど。

「す、すごい、コレ、あっ、あっ、大き……ああっ！」

　パメラも俺の動きに合わせて腰を振ふり出だした。

　前後だけでなく、回転させるように動く尻が俺のモノを離さない。

　良いポイントを見つけるたびに入口が締しまる。それに合わせて少しだけ腰を引くと、追いかけるように腰を突きだしてくるのが可愛らしい。

「やっ、ああっ、あっ、あっ、あ……っ！」

　ていうか、意外とキモチイイ……！

　あ、やべ、久ひさ々びさだからすぐ出そう！

「あ…………ああっ！　やっ、もっと優しく……！」

　こみ上げる快感と戦いながら腰を打ち付ける。

「くっ……出るっ！」

　が、やはり本能には勝てず、その快感を我慢せずに吐はき出だした。

　のけぞりそうになるほどの気持ち良さが俺の一いち物もつを怒ど張ちようさせ、溜まったものを中に全て吐き出してしまった。

「やっ、大きい…………！　あああああああっ！」

　背中を反らして震ふるえるパメラ。

　……くそっ、俺としたことが一回しかイカせられなかった。

　けど、やっぱナマでするのは気持ちいいな。

　それにこの女からも〝吸魔〟のギフトで経験値が──

　ん？

「あ……っ」

　腰を引くと、二人の汁しるが混ざり合ったものが地面に垂たれた。ずるずると壁によりかかったまましゃがみ込むパメラの尻を眺めながら、俺はあることに気づく。

　小さく念じ、ステータス画面を呼よび出だした。




　桐谷ナオト　LV14　HP122/122　MP51/51

　バフ　なし　　デバフ　なし

　STR27　DEX30　VIT25　INT29　AGI28　LUC9




　レベルが上がったせいか、吸魔による上昇率は下がっている。次のレベルまで必要な経験値が増えたからだろう。

　しかしたった三人から吸っただけで、倍以上までレベルアップしたのは嬉しい誤ご算さんだった。加えて武器に防具に、性欲処理用の穴まで手に入った。

　だが、見るべきはそこではない。

　ステータスの下部。




　スキル　短たん剣けんマスタリ［Ｅ］　錬れん金きん術じゆつ［Ｅ］

　シャドウバイト




　こんなスキル、今までなかった。

「短剣……？　錬金術……？　あとこの〝シャドウハイド〟って」

「え……？」

　倒れていたパメラがこちらを見る。

「なんで……アタシのスキル知ってんの……？」

　その質問で全てを理解した。

　俺はこの女のスキルを吸ったのか。

　俺の〝吸魔〟のギフトは、ただ敵から体力や経験値を吸うだけじゃない。

　吸い方によっては、対象が持つスキルも手に入れられるってわけだ。

　今まで殺したモンスターや、そこで転がってる男たちのスキルが吸えなかったということは、もう手段はひとつしかない。

　てことは普ふ通つうにレベルアップしても覚えられないスキルもいただけるのか？　ケンジが持っていないようなスキルですら──

「ねぇ…………もっと……」

　気がつけば、パメラがまだ萎なえていない俺のモノを握にぎっている。

「お願い……もっとして…………こんなに大きいの初めて……」

「いやお前、自分の立場分かってんのか……？」

「なんでもするからぁ…………」

「……いいけどよ。お前レベル１になってるからな。もう悪さできねーぞ？」

「え、マジ……？」

　結局その後、コイツのねぐらに行って朝までヤリまくった。

　タマの中がカラッポになるまで射しや精せいしてきたが、初回に吸った経験値とスキル以上のものはいただけなかった。

　だが、今夜の収しゆう穫かくは大きい。

　ケンジと一緒にこのクソゲーをクリアすると決めたものの、その攻こう略りやく方ほう法ほうが分からずに悩なやんでいたんだ。

　単純にレベルを上げればいいケンジとは違い、俺のギフトは能力の全てを把は握あくできていなかった。なにしろ転移される時に得た情報は「敵の力を奪う」というざっくりしたものだったから。

　けど、これなら俺も強くなれる。

　それに──地味に役立ちそうなスキルも覚えたしな。





　　　　＊






　翌よく日じつから、俺とケンジは冒険者ギルドに行って晴れて〝冒険者〟になった。

　まぁ誰でも登録できるから、そんな偉い称しよう号ごうでもないんだけどな。

　ステータス画面にもちゃんと「職業　冒険者」と記されるようになったし。

　これはゲームだ。

　ゲームってのは目標があった方がプレイしやすい。最近のゲームはみんなそうだろ。次に何をすればいいのか教えてくれる。

　魔王を倒すという大きな目標はあるものの、そのために何をすればいいのか分からない状じよう況きようで、何かの仕事に就ついているというのは本当にありがたい。

　冒険者の仕事も、割と楽だった。

　毎朝ギルド本部に出向いて、フリーダに挨あい拶さつ。彼女が選んでくれた初心者用のクエストを受けて、街の外でそれをこなして戻もどってくる。報ほう酬しゆうがその場で支し払はらわれ、また翌日まで休む。

　完全に日ひ雇やといの労働者だが、それと大きく違う点はたくさんある。

　まず受けるクエストのほとんどがモンスターの討とう伐ばつ。

　他の人間はどうだか知らないが、俺たちはモンスターを倒すとレベルアップする。

　一週間も討伐クエストを続けていれば、俺だってそこそこの経験値はもらえる。冒険者になった当初は14だったレベルも、今じゃ20を超こえた。

〝成長〟のギフトがなくても、転移者は一般人より早くレベルアップする体質になっているらしい。

　そしてケンジはというと、もうレベル50に到とう達たつしていた。

　ゲオルン周辺でケンジに勝てるモンスターはもう存在しない。片手で簡単にあしらえるほどの強さを得てしまった。

「おーいナオト！　今日はこのへんにして帰ろう！」

　自分の数倍の大きさはある獣けもの型がたモンスターの死体を背せにして、あいつは手を振る。

　どれだけ強くなっても、人ひと懐なつっこい笑顔は変わらない。

「僕おなか減っちゃったよ。レベルアップすると消費カロリーも増えるのかな」

「お前もともとよく食べるじゃねーか」

「レベルが上がると傷と一緒に疲れも消えるんだ。だけどおなかは減るんだよね」

「あー、分かる。変な感覚だよな」

　現実世界との差さ異いはあまり感じない。だからこそこういう小さな変化が楽しくて、よく情報共有をしている。

　ケンジも俺もシャツを脱ぎ、この世界に即そくした革の服を着るようになった。

　魔法がかけられているせいで破れにくく汚れもつかず、革靴もとても歩きやすい。俺はまだ使えないが、魔法というのはとても便利な代しろ物もののようだ。

「今日の晩ばんごはん、どうしようか。〝潮しお風かぜ亭てい〟でいいかな？」

「たまには違う店にしようぜ。ギルドで肉がうまいレストラン教えてもらったんだ」

　街に戻りながら、俺たちは今夜の予定を話す。

　最初は右も左も分からなかったゲオルンの街だが、行動範はん囲い内にある地理くらいは把握できた。

　今も顔を上げると、城塞都市という名に恥はじない巨大な壁がそびえ立っている。三○階建てのビルくらいの高さだろうか。円形の壁が街を覆っており、それが魔物の侵しん入にゆうを防いでいるのだという。

　野球場の中にモデルハウスが立ち並んでいる写真をネットで見たことがある。ちょうどそんな感じで街を壁が守っているのだ。

　壁の入口を守る衛兵に挨拶をして街中に入ると、まず冒険者ギルドを目指す。

　剣と靴が彫られたレリーフは世界共通の印なんだとか。

「あっ、おかえりなさい！」

　役所のような建物に入ると、入口近くの受付でフリーダがイスから立ち上がる。

　長い金髪と豊かな胸を揺ゆらしながら、カウンターを出てこちらに走ってきた。

「今日も討伐おつかれさまでした！　首しゆ尾びはどうだった？」

「バッチリですよ！　依頼されたブルリザード、討伐してきました！」

　ガッツポーズをするケンジ。

「ありがとう！　ウチのギルドじゃなかなか倒せる人がいなくって！　ケンジさんやナオトさんみたいな強い人が冒険者になってくれて、本当に助かるわ！」

　フリーダが俺たちをスカウトした理由が、それらしい。

　強い俺らが人手不足の冒険者ギルドで働けば、彼女の評価も上がるというわけだ。俺たちも報酬がもらえるし、その金で彼女に借りた宿やど賃ちんも返せた。

　なにより、ケンジが生き生きとしている。

　丸わかりなんだよ、フリーダの前にいる時のツラが。

「はいこれ、今日の報酬よ」

　フリーダが俺たちにそれぞれ小さな革かわ袋ぶくろをひとつ渡わたしてくれる。

　中を開けると、銀貨が数枚。確かこの国の通貨で一万八○○○ゴッツ。これで宿賃とメシ代を払って、三分の一くらい残る。およそ一ゴッツ一円と換かん算さんしていいかな。

「……安いな」

　俺は正直な感想を口にする。

「おいナオト！　フリーダさんに失礼だろ！」

「いやだってよ、ブルリザードってめちゃくちゃデカかったろ。あれ倒してこれだけって割に合わなくね？」

　たった今フリーダも言ってたじゃないか。ギルドでもなかなか倒せる人がいないって。ていうかこの街にアレ倒せるやついるのかってレベルの強さだったぞ。

　それなのに一日暮くらすのがやっとの賃ちん金ぎんって──

「もしかして冒険者って人気ない職業……？」

「い、いえ、違うの、それには理由があって」

　慌てて弁解するフリーダ。

「冒険者にもランクがあるのよ。あなた達はまだ冒険者になりたてだからブロンズランク、つまり最低ランクってこと。ランクが上がれば基本報酬も増える仕組みなの」

「じゃあ、どうやったらランク上がるんだ？」

「審しん査さが必要なの……ギルド長の」

「審査してもらうにはどうすればいいんだ？　早くランク上げたいんだけど」

「おいナオト、いい加減にしろよ」

　ケンジが俺の肩を摑む。

「フリーダさんが悪いわけじゃないだろ。ギルドの仕組みなんだから」

「……まぁ、そうだけどよ」

　俺はともかくケンジはレベル50なんだぞ。どう考えてもブロンズに甘んじていい強さじゃないはずだ。

「ごめんなさいナオトさん。できるだけ早くランクアップできるよう、私からも審査をお願いしてみる。今の実績なら必ず通ると思うから」

　頭を下げるフリーダ。

「……悪いフリーダさん、俺もちょっと言い過ぎたよ」

「ううん、しょうがないわよ。言うだけの働きはしてると思うから」

　異世界でもお役所仕事に振り回されるわけか。市民や下したっ端ぱだけが損をするのは、どこでも同じなんだなぁ……。

「ただ、ランクが上がればもっと危険な依頼が来るかもしれないわ。それでも大丈夫？」

「あのデカいトカゲよりも強いモンスターと戦うのか……」

　俺はケンジと顔を見合わせ、笑う。

「むしろドンと来い、ですよ！」

　ケンジにとっては、もはや強いモンスターなどエサにしかならない。

　より強いモンスターを狩って、より経験値を得られれば魔王を倒しやすくなる。

　そのためにも、早くランクを上げなくては。





　　　　＊






　相手より早く魔王を倒すゲーム、というルールは把握している。

　しかし現状、俺たちのプレイは至し極ごく真っ当なものと言えよう。ギルドの依頼を受けて金を稼かせぎ、レベルを上げて着実に強くなる。能力的にはチートのはずなのに、やっているプレイはごく普通だった。

　もちろんやろうと思えば、別の方法も取れただろう。

　しかしケンジは今のやり方が好きなようだ。

　コツコツと真面目に働き、一歩一歩進む正せい統とう派はプレイ。そう考えると〝成長〟のギフトはアイツに一番合っている能力なのかもしれない。なにしろ努力が確実に実を結ぶのだから。

　実を言うと、俺もこの生活が嫌きらいなわけではない。

　クソみたいな現実から離れ、異世界で気楽に過ごせるのは気持ちがいい。

　適度な運動、後あと腐くされのない人間関係、ほどよい刺し激げき──

　溜まった時は稼いだ金を使って娼しよう館かんに行った。この世界にもヤクザみたいな組織があるようで、おかけで風ふう俗ぞく嬢じようの管理もしっかりしている。

　そこで俺は〝吸魔〟のギフトを存ぞん分ぶんに使った。

　狙ねらいは元冒険者の娼婦。

　ケガや金銭的事情で冒険者を辞やめざるを得なかった女を指名した。

　レベルこそ低かったが、スキルはなかなか面白いものを持っていた。さらに鍛えているせいか、テクニックが上手な女が多かった。もし〝吸魔〟のスキルがなくても、元冒険者の娼しよう婦ふを指名しただろう。

　レベルは25だが、そんなわけでスキルは豊富になった。

　この世界のスキルは自動的に発動するパッシブと、念じて発動させるアクティブの二種類に分かれており、それらを習得するには熟じゆく練れん度どが必要らしい。つまりどんなものでも使い込めば習得できるのだ。

　ケンジも長剣スキルと回かい避ひスキルをいくつか覚えたし、俺も短剣スキルと回避スキル、それから潜せん伏ぷくスキルを習得できた。このあたりも努力が確実に実を結ぶ世界だ。

〝吸魔〟のギフトはその努力を跳とび越こえるチート能力なんだけどな。

「……ん？」

　自分のステータス画面を見ながら今後の計画を考えていた、ある休日。

　その日は冒険者の仕事を休んで、疲れを癒いやしたり装そう備びを整えようとケンジと話していた。だから俺も娼館巡めぐりのついでに買い物でもしようと街をぶらついていたのだが……。

　市場を歩いているケンジと──フリーダ。

　俺たちを助けてくれた時と同じ私し服ふくを着て、仲良く二人並んで買い物をしている。自然体のフリーダと、ガチガチに緊きん張ちようしながら、それでも嬉しそうなケンジ。

「あー……」

　声をかけようとして、やめた。

　傍はた目めに見ても仲が良さそうだし、俺が行ってケンジの邪じや魔まはしたくない。

　そういや何日か前から「フリーダさんの好物って何だろう？」とか「フリーダさんって彼氏いるのかな？」って訊いてたな。

　ま、美人だし優しい人だと思うよ。

　それにこの世界に来て最初に優しくしてくれた人だしな。

　ケンジなんてコロッとほだされるだろうよ。

　それはまぁ、別にいいんだけど──







「なぁ、今日フリーダさんと一緒だったよな？」

　その日の夜、宿屋の部屋でケンジに訊いてみた。

「あ、なんだナオト、見てたの？　なんで言ってくれないんだよ」

「いやー、邪魔しちゃ悪いと思ったんだけど」

「そうなの？　声くらいかけてくれても良かったのに」

　なんでコイツ、こんなに嬉しそうなんだ？

「ケンジ、お前今日フリーダさんと遊んでたんだよな？　メシは？」

「さっき一緒に食べて、別れてきたんだよ」

「はぁ!?」

「え……僕、何か悪いことした？」

「そりゃお前……！」

　しただろ、と反射的に言おうとして、止やめる。

　落ち着け俺。コイツとは住む世界がもともと違うんだ。

　そうだよ、最初のデートでセックスまで持ち込まない奴もいる。時間をかけて何度もデートして親交を深める健全な関係、うん、それが普通なんだよ。

　恋れん愛あいの形は人それぞれ──

　むしろケンジがそんな肉にく食しよく獣じゆうだったらビビるわ。

「で、どうだった、フリーダさん」

　無理矢理話題を変える。

「うん、相変わらず綺き麗れいな人だった。日本人じゃないのに、日本人っぽい雰囲気っていうのかな。一緒にいると落ち着いて、とっても話しやすいし」

　あんなに緊張していたケンジがそこまで言うなら、おそらく彼女の方から話題を合わせてくれたんだろう。

　気配りのできる、優ゆう秀しゆうなギルド員だ。

　だが実際にケンジのことはどう思っているのだろう。

　ケンジのレベルは50。おそらくこの街でもコイツに勝てる奴は滅めつ多たにいない。冒険者ギルドにしてみれば〝優秀な顧こ客きやく〟か、あるいは〝優秀な下した請うけ〟のどちらかだ。

　フリーダはどちらだと思っているのか。

　魔王を倒すのが最終目的だが、できればケンジには幸せになってもらいたい。

　俺もここでずっとブロンズランクの仕事をするわけにはいかないしな。

　そのためには──俺が見極める必要がある。





　　　　＊






　相変わらずブロンズランクの仕事が続く日ひ々び。

　ケンジは喜んでモンスターを狩っているが、もう何日もレベルアップしていない。このあたりのモンスターの経験値じゃ足りないんだ。

「今日もおつかれナオト！」

　しかしコイツは不満も言わずに戦い続ける。

「ケンジ。お前、魔王を倒すっていう当初の目的忘れてないよな？」

　一度そう尋ねてみたのだが、

「当たり前だろ。だけど今こうしてモンスターの被ひ害がいに困ってる人がいるんだから、それを無む視しして最短ルートなんて行けないよ」

　まったくもって勇者みたいな答えを返された。

　いや、勇者のフリをしているわけじゃなく、ケンジはもとからこういう奴なのだ。

　実際モンスターのせいで困っている人がいるから、冒険者ギルドに討伐依頼が来るのだ。

　今日討伐したモンスターはいくつもの畑を荒あらして、土地を殺した毒キノコのような奴だ。直接殺された人はいないが、こいつのせいでいくつもの農家が立ちゆかなくなっている。

　そういう人のために戦うのは、悪いことではないさ。

　だが、いつまでも留まっていい仕事でもない。

　ケンジの強さなら、もっとデカいことができるのに。

　それを訴うつたえるために、俺は行動に出た。

　といっても、大それたことをしたわけではない。

　ただ食事に誘さそっただけだ。







「乾かん杯ぱい。おつかれさまッス」

「ふふ、おつかれさま」

　発はつ泡ぽう酒しゆのジョッキを合わせると、フリーダは一気にそれを飲んだ。

　半分ほど飲んだところで、泡のついた口の周りをナプキンで拭ふく。

　酒場のテーブルには冒険者がいつも食べるような量重視の肉料理が所ところ狭せましと並べられている。本当はもっと小こ洒落じやれた店にでも招待したかったのだが、この街にそんなレストランは数えるほどしかない。なにより金がない。

「本当にいいんですか、こんな店で」

「あら、私いつもこういうお店で食べてるわよ」

「だからこそ、もっといい店にしたかったんスけどね」

「ふふ、お気持ちだけもらっておくわ」

　人懐っこい笑みのフリーダ。

　噂うわさでは冒険者ギルドでも一、二を争う人気の職員なんだとか。しかしギルドの冒険者がいくらコナをかけても効果なしだという。

　そんなフリーダだが、ケンジとは遊ぶわけだ。本気でケンジの人ひと柄がらに惚ほれたのか、あるいはただの〝いい人止まり〟か──おそらく後者だな。

「それで、訊きたいことって何かしら？」

「ああ、わざわざすみません。どうしても時間をかけて教えて欲しいことがあるんです」

「なぁに？」

「魔王って、どうやったら倒せます？」

「……え？」

　フリーダの目が丸く見開かれる。

　完全に不意をつかれた顔だ。

「魔王って、何人もいるんでしょ？　それを倒せばモンスターの被害も少しは収まるんじゃないですか？」

「いや、それはそう……なんだけど……ええ……魔王討伐……？」

「そんなに驚おどろくようなことなんですか」

「だって、勇者様じゃあるまいし、そんなこと考える人なんていないわよ。だって魔王なのよ？　自然災害にも匹ひつ敵てきするほどの魔ま力りよくを持ってるって言われてるし──」

「つまり普通の人なら、倒すとか考えすらしないレベルってことですか」

「それは魔王だし──」

　それが普通の感覚なのかもな。俺たちだって「アメリカの大統領をブッ殺す」なんて言い出したら、正気を疑うたがわれるよな。

「でも俺は、ケンジならそれができると思っている」

「ケンジさん……」

　その名前を出すと、フリーダの顔色が変わる。

「あいつの力なら、いつか必ず魔王を倒せる。だから一番近くに住んでる魔王の情報を教えて欲しい。ケンジが魔王を倒して、この国を平和にしてやるよ」

「……ダメ、それはダメよ」

「なんでダメなんだよ」

「それは……」

　口ごもるフリーダ。

　その表情はまるで魔王を倒されたらマズいと言っているかのようだ。

「ま、言いたくないならいいですよ。すいません」

　強くなってしまった語調を和やわらげ、頭を下げて酒のボトルを差し出す。

「この店で一番上等な酒を頼たのむつもりでしたけど、俺は二番目に勧すすめられたこっちの方が好きですね。飲んでみてください」

「え、ええ……あ、本当だ、飲みやすいわね」

「でしょ？　サッパリしてて肉料理のこってりした口当たりを流してくれるんです」

「ナオトさん、詳しいのね」

　微笑ほほえむフリーダにもう一杯勧める。

　元の世界で飲むいい酒に比べたら劣おとるが、コンビニで買える酔えるだけの安酒よりはるかに美う味まいと思う。しかも値ね段だんはこっちの方が安い。元の世界に戻れるなら、何本か持って帰りたいほどに。

「訊きたいことはまだあるんです。この街の名物とか──」

　当あたり障さわりのない話題に変えて、俺たちは食事と会話を楽しんだ。

　魔王のこと以外はなんでも答えてくれるフリーダだが、終始俺を値ね踏ぶみするような視し線せんを向けていたのが気になった。

　その目はもう開かなくなっているが。

「……すー…………」

　テーブルに突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てるフリーダ。

「フリーダさん？」

　呼びかけてみるが、返事はない。

「ったく、しょうがないな。家まで送りますよ」

　代金を置くと、彼女の身体を持ち上げる。レベルアップの恩恵で、人ひとりくらいなら軽かる々がると運べるようになった。ＳＴＲの数値はこういう時に役に立つわけか。

　それから、こないだ手に入れたスキルもな。

　錬金術［Ｅ］でも作れるじゃないか──

　無む味み無む臭しゆうの睡すい眠みん薬やく。







　スキルってやつは、一度覚えたら身体と脳に刻きざみ込こまれるらしい。

　俺はロクでもない暮らしばかり送っていたが、今までナイフで誰かを刺したことなんてなかった。しかし一度〝短剣マスタリ〟を覚えたら、まるで長年愛用していたかのように刃物が手に馴染む。

　錬金術もそうだ。薬の効果が見ただけで分かるし、どの薬を混ぜると何が出来上がるのかも知っている。

　そのスキルを利用して、睡眠薬でフリーダを眠らせたあとは、酔った彼女を介かい抱ほうするフリをして自宅まで運んだ。フリーダの家の場所を知ったのも、隠おん密みつスキルで尾び行こうしたことがあるからだ。

「んっ……」

　彼女を自室のベッドに寝かせると、俺はさっそく隣に座る。

　上着のボタンを外し、ゆっくりと脱がせた。形のよい胸をブラジャーが圧あつ縮しゆくするように押さえ込んでいる。そのホックを外すと、ピンク色の乳ち首くびが姿を見せた。

　手のひらに余るほど大きな胸を優しく弄もてあそびながら、スカートのボタンも外す。傷ひとつない綺麗な太股と、しなやかなふくらはぎ。

　服の上から想像した通りの、エロい身体だ。

　異世界だからか？　こっちじゃ嗅かいだことのない香水の匂いだ。それに娼館の女とは違い、肌にハリがあって手に吸い付くようだ。

　俺は舌なめずりをすると、ショーツに手をかける。

　露あらわになった茂しげみに指先で触ふれると、フリーダがようやく反応した。

「あ……っ」

　眠ったままじゃ濡れていないのも当然。

　が──入口をくすぐるように撫でると、身体自体が応えてくれる。

「んっ……！」

　身をよじらせるフリーダ。いい感触だ。

　この世界の仕様と薬品なら、錬金術スキルで媚び薬やくを作ることも可能だ。だけど俺はそうする気にはなれない。
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　やっぱり女は──自分の手で堕おとさないとな。

「はぁ……ん…………え……なに…………？」

　フリーダが目を覚ますころには、すでに下半身はぐっしょり濡れていた。

「やだ……え……？　ナオトさん……？」

　自分がおかれている状況に気づいたフリーダ。

　全ぜん裸らに剝むかれ、全身を愛あい撫ぶされれば身体の違い和わ感かんに気づくだろう。

「なに……やぁ……っ！」

　身をよじって逃げようとするが、俺は彼女の身体を抱きしめて離さない。薬の効果はまだ続いているはずだ。意識が朦もう朧ろうとして、俺が摑まなくても逃げられないはず。

　それに先ほどから腰がヒクヒクと動いているぞ。

　股の間の入口だけでなく、その奥まで開いている。

　粘液が俺の指を滑すべらせてくれる。花びらの奥の管、ざらざらした肉の壁の内側。そこを優しく擦る。距きよ離りにして一センチにも満たない移動で、フリーダの身体は大きく動く。

「あっ、あ……っ！」

　身体をよじる。

　両手から巨乳がこぼれそうになる。

　下だけでなく、上も丹たん念ねんにほぐしてゆく。

　乳首の先せん端たんを擦り、つまみ、舐なめる。俺の舌が乳首から鎖さ骨こつに、そして首くび筋すじに向かって這はいずるたびに、フリーダの口から甘い声が漏もれる。

「あん……やだ…………っ！」

　しかしこの女、異様に感度がいいな。

　媚薬の類はいっさい使っていないのに、この乱れよう。

　もともと感じやすい体質なのか──あるいは、そういう身体にさせられたか。

　どのみちスキモノってことだ。

　それなら俺も遠えん慮りよせずにヤラせてもらう。

「フリーダさん。挿いれるぜ？」

「や……」

「本当に嫌いやなら、逃げていいんだぞ？」

「ん……っ……！」

　俺は彼女から手を離す。

　そして自分のズボンを脱ぎ、屹きつ立りつしたモノを露わにした。

「ほら……いいだろ？」

　彼女の手を導き、俺の一物を握らせる。その大きさと熱さに驚くフリーダ、肯定こそしないが逃げようともしない。

「挿れるぜ」

　無言を承しよう認にんととった俺は、フリーダに覆おおい被かぶさると躊躇ためらわずに挿そう入にゆうした。

「あ……あああああっ！」

　入口から奥まで、優しく肉をかき分ける。

　粘液でぐしょぐしょに柔らかくなった襞ひだが肉の棒ぼうを舐めしゃぶるようだ。こんなに感じやすい身体なのに、処しよ女じよのようによく締まる。

　やべぇ、キモチイイ……！

　だがそれは彼女も同じようだ。

「あっ！　あんっ！　ああっ！」

　とろけそうな声をあげてフリーダが腰を動かす。

　うつろな目は快楽に抗あらがえない証しよう拠こ。

「や……あっ……きもち……い…………っ！」

　魔法やスキルなど一切使っていない。俺自身のテクニックでよがっている。

　が、俺と目が合った途と端たん、その目に光が戻った。

「ど……どうして…………？」

　何の理由だろうか。

　フリーダを抱いた理由か、それとも強引な方法をとった理由か。

　分からなかったので、両方の理由を答えた。

「アンタに興味があったんだよ。初めて会った時からな」

「そんな……っ！」

「見た目だけじゃないぜ？」

　俺はフリーダに挿入したまま、身体を起こす。

　ピストン運動を止め、彼女の狼狽うろたえる姿を上からじっくりと眺める。

「俺たちを冒険者ギルドに誘った時から怪あやしいと思ってたんだ」

「さ、さいしょ……から……？」

　腰を小こ刻きざみに揺らしながら、肉の穴を突く。指のように細かく動かしつつＧスポットを探り、ゆっくり中からさする。

「ああっ……！」

　どうもこの異世界、セックスのテクニックも中世のようだ。

　頭の悪い冒険者はただ挿れて出すだけ。女を愉たのしませるという事を知らない。

　当然のようにポルチオ性感帯なども知らなければ、日本が誇ほこる四十八手だって伝わっていない。

　だからこうして、ちょっと敏びん感かんなところを擦りつつ、腰の位置を変えるだけで娼館の女ですら演技を忘れて感じていた。

　もしもこの世界で生まれていたら、きっと〝性技マスタリ［Ａ］〟くらいはもらえたんじゃないだろうか。

「正直に言えよフリーダさん。どうして俺たちをギルドに誘った？」

「そ……それはっ…………ああんっ！」

　尋じん問もんしながら突き入れる。

　痛みには耐たえられても、快感には耐えられない。

　何度か刺激するだけで、フリーダは簡単に答えてくれた。

「それは……強い人が…………ギルドに欲しかった……からっ……！」

「ああ、確かにそう言ってたな。俺とケンジの強さが欲しかった、ってのは分かるさ」

　事実、俺たちはギルドの救世主のような扱あつかいだ。

　どんなクエストでも難なんなくこなし、勝てないモンスターはいない。ケンジがフリーダと一緒に歩いていても、他の冒険者のやっかみがないのはそれが理由だ。

　でもな──

「じゃあ、どうして初対面の時から俺たちが強いことを知ってたんだ？」

「……それは」

　他の冒険者のように筋きん肉にくがあるわけでもない。一目で分かる強い武具を装備しているわけでもない。魔法すらかかっていない、みすぼらしい服の若わか者もの二人。

　それがレベル20を超えているチート野郎だって、どうして分かったのか。

「答えなくてもいいぜ。もう分かってる」

　その理由は、さっき吸わせてもらった。

　フリーダの蜜みつ壺つぼに挿入した瞬しゆん間かん、俺は〝吸魔〟を発動させた。

　そして俺の脳のう内ないに、新たなスキルが書き込まれるのを感じたのだ。




　──鑑かん定てい眼がん［Ａ］。




　いや、すげぇぞこのスキル。

　今まで簡単にしか分からなかったステータスが、より細かく見えるんだ。




　フリーダ　冒険者ギルド員LV2　HP20/20

　STR1　DEX2　VIT1　INT4　AGI2　LUC4

　スキル　鑑定眼［Ａ］　事務マスタリ［Ｃ］




　まるで自分のステータスのように丸わかりだ。

　さらにスキル一いち覧らんの下の方に、もっと細かく情報が載のっている。

　生まれ故こ郷きようから今までの職歴、身体の弱点、好きなもの嫌いなもの──これらの情報は履り歴れき書しよのように簡かん略りやく化かされたプロフィールとして表示される。

　とはいえ、なかなか詳しく教えてくれる。

　たとえば男性遍へん歴れきとか──

「へぇ……フリーダさん、ギルド長と付き合ってんのか」

「な……どうして……それを……!?」

「見えるんだよ、鑑定眼［Ａ］ならな」

「うそ……私のスキルじゃ、そこまでは……！」

　へえ、どうやら同じスキルでも、俺の方がより詳しく見えるのか。これも転移者用のシステムってことなのかな？

　まぁいい、こっちに不利な条件じゃないからな。

「ギルド長って、あの人だろ？　四○代くらいのオバサン。アンタそっちの趣味があったのか。どーりで男の冒険者がいくら口く説どいてもなびかなかったわけだ」

「…………っ！」

「そのギルド長とグルになって、俺たちをハメてくれたってわけだ。いつまでもブロンズランクに留めておけば、安い給料でコキ使えるからなぁ！」

「そんな……つもりじゃ……あっ！」

　悪い雌めすにはオシオキが必要だ。

　俺はさらに腰の動きを速め、同時に陰いん唇しんの上部にある蕾つぼみを手で刺激する。

「あああああああっ！」

　二つの性感帯を責められ、フリーダは大きく身体をのけぞらせた。

「や……やめ……やめてぇっ！　おかしくなっちゃう！」

「じゃあ俺が言った事を認みとめるんだな!?」

「み……認めるからぁっ！　だから……あっ、ダメ、イキそう……！」

「いいぜ！　イッちまえっ！」

　強く、深く腰を突き出す。

　肉にく棒ぼうで一番奥を抉えぐるようにかき回し、同時に乳首の先端を羽毛のように柔らかく撫でる。中と外を責められたフリーダは耐えきれず、電でん撃げきに撃うたれたかのようにビクビクと痙攣した。

「あ、ああああ─────っ！」

　普段の理知的な顔はどこにもない。

　一匹ぴきの雌犬のようにヨダレを垂らし、目には何も映うつっていない。予想外の快楽に脳の処理が追いついていないんだ。

　ババァにはこんな真ま似ねできないだろ。

「はぁ…………はぁ……あっ」

　まだ屹きつ立りつしたモノを穴から引き抜くと、もう一度大きく震える。

　汗あせと汁を垂らしながら脱だつ力りよくするフリーダは、涙を流していた。

「あ……あなた…………な、何者……なの……？」

「鑑定眼じゃ見えなかったか？」

　そりゃそうだろう。俺のテクはスキルでもなんでもない。経験で培つちかった俺自身の技なんだから、ステータスに記き載さいされないだろう。

「けど俺はお前のあらゆるものが見える。いつどこでギルド長と密みつ会かいしてるか、どんな会話をしているかもな」

「っ……！」

　これはハッタリだ。そんなに詳しいことは分からない。

　しかし今のフリーダには覿てき面めんに効いている。

「バラされたらギルドが大変なことになるかもな？　ギルド長、確か結けつ婚こんしてたし」

「お願い、それはやめて！」

　身体を起こそうとするフリーダだが、まだ腰に力が入らないらしく、ヨロヨロと倒れそうになる。そんな彼女を抱き留め、耳元に囁ささやいた。

「心配すんな。俺たちの給料を払ってくれる組織だ。潰つぶしたりはしねーよ」

「…………」

「だけど安い報酬はカンベンしてくれよ。このままじゃいつまで経たってもその日暮ぐらしの生活だ」

　俺はフリーダの揺れる乳ちちを摑み、僅かに力を込める。

「──娼館へ行く金も馬ば鹿かにならねぇ。言いたいこと、分かるよな？」

　フリーダの表情は複雑だった。

　俺の言いなりになりたくないという恐怖と──

　言いなりになれば、またこの快感を味わえるかもしれないという期待。

　そういう女を、俺は今まで何人も見てきた。

　共通するのは──全員女って点くらいだ。

「綺麗にしろ」

　俺はベッドの上に立ち、フリーダの眼前に股間を突き出した。

「…………はい」

　目を閉とじて、舌を這わせるフリーダ。

　ぴちゃぴちゃと水音を立てて、竿から根元まで舌が踊おどる。

　俺は彼女を見下ろしながら、深い充じゆう足そく感かんに浸ひたっていた。





　　　　＊






　冒険者ギルドは役所のような造りになっており、冒険者は中に入ると掲けい示じ板ばんに目を通し、めぼしいクエストを受付のカウンターで伝え、仕事をもらうシステムになっている。

　しかし俺たちは新米ということもあり、フリーダが直接依頼を出してくれた。こういうケースは特とく殊しゆなクエストを請うけ負おう上位の冒険者でもある。

　最初は新米だった俺たちだが、今じゃ特殊なクエストを受けられる身分になった。

「すごいよナオト！　プラチナランクだって！」

　免めん許きよ証しように似た冒険者認にん定てい証しようをしげしげと見つめるケンジ。

「ブロンズランクから六つも飛んで、一気に最上位だって！　そんなのアリ!?」

「それだけの実力があるってことだろ。ま、俺はひとつ下のゴールドだがな」

　本来の実力からいえばそんなものだろう。

　それでも仕事は変わらない。ケンジに難むずかしいクエストを依頼するなら、それに俺も同行するだけの話。ルールとしてはそれでもＯＫなんだそうだ。もちろん死んだら自じ己こ責せき任にんという形になるが。

「基本報酬五○万ゴッツ!?　噓だろう!?」

「ブロンズが八○○○ゴッツだったからな。ランクの差ってデカいな」

　俺はゴールドだから三五万ゴッツ。それでもオイシイ仕事だ。

「おいケンジ。浮かれるのもいいが、それだけ危険な任務を任せられるってことだぞ？　魔王を倒す前にモンスターに殺されるかもだぞ」

「大丈夫だよ」

　ケンジは自信に満ちた返事をする。

「ナオトがいれば負ける気がしないんだ」

「……だーかーら、そうやって人を全面的に信用するなっつってんだろうが」

　本当にこの男は危あぶなっかしい。

　俺が裏うら切ぎったらどうするつもりなのかね。

「高ランクのクエストは、それだけこの世界の人にとって脅きよう威いってことだろ？　それをクリアすればより多くの人が助かるってことだ。魔王を倒すのは最さい優ゆう先せん事じ項こうだけど、だからといって今まさに困っている人を見過ごせないんだ」

　真面目に語るケンジを見ていると、こっちが恥ずかしくなる。

　これはゲームだ。

　いずれ別れる世界の住人なんか気にしたって仕方がないだろう。

　──だが、コイツは気にするんだよな。

　そういうヤツなんだよ。

　まったく……。

「あ……」

　その時、冒険者ギルドのロビーでフリーダに出くわした。

　俺を見て、すぐに目を逸そらす。

「フリーダさん！」

　ケンジは元気よく手を振り、彼女のもとへ走っていった。

「ありがとうございます！　おかげで僕、プラチナランクになれましたよ！　フリーダさんがギルド長に掛かけ合あってくださったって、ナオトから聞きました！」

「え、ええ……ケンジさん、とても強くなったもの」

「本当に助かりました！　僕、これからもがんばりますから！　また一緒にごはん食べに行ってくれますか？」

　フリーダはケンジの身体ごしに俺を見る。

　目を伏せて唇を嚙みしめる。

　やがてニッコリと笑顔を作って、

「ええ、もちろんよケンジさん。これからもよろしくね」

　ケンジと握あく手しゆをした。

「今の僕たちがいるのも、フリーダさんのおかげです！　ぜひまた──」

「おいケンジ。そろそろ行こうぜ。お前これから新しい武器買うって言ってただろ」

「あ、そうだったそうだった──しまった、サイフ宿に忘れてきた」

「しょうがねーなぁ」

　頭を掻くケンジを軽く小こ突づく。

「取って来いよ。あとで市場で合流だ」

「うん、分かった。それじゃフリーダさん、また！」

　手を振って冒険者ギルドを出ていくケンジ。

　その後ろ姿を見送りつつ、俺はフリーダに近づいた。

「フリーダさん」

　肩を抱き寄せ、耳元で囁く。

「あいつが戻るまで、ちょっと付き合ってよ」

　このギルドの内部構造もだいたい理解した。

　いつどの部屋が空あいているか、もう頭に入っている。

「そこの空き部屋でさ、いつものようにヌいてくれるだけでいいから」

「…………わかり……ました」

　金にも雌にも不自由しなくなった。

　そろそろ魔王への道を進むための、現実的な計画を立てる時期だな。

　──悪いな、ケンジ。

　お前はフリーダのことを好きかもしれないが、この女はお前の良心につけこんで利用したクズだ。

　そんな女は俺のオナホ代わりがちょうどいい。

　これからの未来に想いを馳はせながら、俺は便利な肉にく奴ど隷れいを伴ともなってギルドの空き部屋に入るのだった。
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　冒ぼう険けん者しやギルドの計らいでブロンズランクからプラチナランクに格上げされた結果、俺おれたちの生活は劇げき的てきに変わった。

　基き本ほん報ほう酬しゆうが上がって裕ゆう福ふくな暮くらしができるかと思いきや、そう簡かん単たんにはいかない。なにしろ生活の基本はいつもの宿屋だ。自じ宅たくを買ってメイドを雇やとったりするだけの稼かせぎはもらえるが、そこは謙けん虚きよな日本人、馴な染じみの宿のサービスで充じゆう分ぶんだ。

　代わりに食生活は少し良くなった。城じよう塞さい都と市しゲオルンのあらゆるレストランで、異い世せ界かいならではの食事を楽しんだ。モンスターの肉なんて向こうじゃ絶対に食べられないし。

　それから装そう備び。この世界の服の良し悪しはブランドではなく、純じゆん粋すいな性能で決まる。歩きやすい魔ま法ほうが付加された服や靴くつは、値ね段だんが上がるほど効果が高まる。俺に付加魔法のスキルがあれば、もっとイケてる服も買えるんだけどな。

　そして最後に、レベル。

　ケンジは一気に80まで上がった。

　やはり街の近辺に住むモンスターじゃ経けい験けん値ちが足りなかったんだ。いくら雑ざ魚こを倒たおしてもケンジにとって何のメリットにもならない。

　しかしプラチナランクのモンスターは違ちがう。都市どころか国ひとつを揺ゆるがすレベルの凶きよう悪あくなモンスターを相手にさせられる。

　昨日戦ったのは、山に住むドラゴン。繁はん殖しよく期きでエサを欲ほつしているらしく、一回の食事で家か畜ちくを一○○匹ぴき喰くらうと言われている。

　例えるなら大型トレーラー並なみの大きさのドラゴンを、ケンジは難なんなく狩かった。その鱗うろこや牙きばを剝はぎながら、俺も一気に数レベル上がったのを実感した。

　そして今日は──

「よし、これでどうかな？　たぶん完全に動きは止まってるはず」

「おっ、悪いなケンジ」

　プラチナランクの依い頼らいだ。

　都市の西に位置する大森林に巣くう巨きよ大だいガエルを退治して欲ほしいとのこと。なんでも身体からだから分ぶん泌ぴつされる毒が森の一割わりほどを浸しん食しよくしているのだとか。

　で、その巨大ガエルが目の前に転がっている。

　死んではいない。両手両脚を切り落としているが、生きている。

　さらにケンジのスキルによって全身をマヒさせている。長ちよう剣けんの強打によって頭をうちつけるスタン技だ。

「さて、と──」

　俺はそのカエルに近づき、手で触ふれた。

　次の瞬しゆん間かん、毒が手から全身に伝わる。

「うおっ…………！」

　吐はきそうなほど気持ち悪い。全身によくないものが回っているのが感覚で分かる。

　触さわっただけで手が変色する。あと数秒も触れば腐くさり落おちるだろう。

　だが──俺の手は元通りになる。

　レベルアップによって全回復したからだ。

　毒が浸食するよりも早く〝吸きゆう魔ま〟のギフトで経験値を吸すう。そしてバンバンレベルアップするという作戦だ。

「なんか悪いなケンジ。俺ばっかりレベルアップして」

「何言ってんだよ。早く僕ぼくに追いついてくれよ」

　これは俺だけのレベリングだ。〝成長〟のギフトがあるケンジがモンスターを弱らせ、その経験値の全てを俺が吸う。ケンジが言うには、ネトゲとかでもよく使われる手らしい。

　殺してしまっては経験値が吸えない。殺した時点で経験値が分配されてしまうからだ。俺だけが経験値を吸うためには、殺さないギリギリのラインで留とどめておく必要がある。

　ケンジのレベルが80なのに対し、最初俺は30前後だった。しかし何匹ものモンスターから吸ったおかげで今は50を超こえた。ケンジがプラチナランクになった当時のレベルにアッという間に追いついた。

「追いつくだけじゃ役には立てねーからな……今日も研究させてもらうぜ」

　俺は毒ガエルに短たん剣けんを突つき立たて、傷きずをつける。

　その傷口に指を入れた。

　うーん……何も変化はない。

　俺は傷口を広げ、さらに奥おくまで手を入れる。

　すると毒に浸食されていた腕うでが、さらに高速で浸食されはじめる。このカエルの血液そのものが毒なんだろう。

　が、やがて浸食が止まる。




　毒耐たい性せい［Ｓ］




　俺のスキル欄らんにその文字がパッと表示された。

「ナオト！　吸えたのか！　腕が綺き麗れいに戻もどってるよ！」

「ああ、バッチリだぜ！　〝吸魔〟のギフトの使い方、分かってきた！」

　おかしいと思ったんだよ。

　セックスでしかスキルが吸えないって、判定あいまいすぎるだろ。体力や経験値は触れるだけで吸えるのに、スキルは性器同士を合わせないとダメってことはないはずだ。

　だったらセックスに近い行こう為い──肉体をより深く結合させるか、粘ねん膜まくによる接せつ触しよくか、あるいはその両方でもいいのでは、と考えたんだ。

　推すい測そくは当たった。どうやら体内に俺の身体の一部を挿そう入にゆうすればいいらしい。

　さらに人間だけじゃなく、モンスターからも奪うばえると分かった。




　アシッドバリア　ポイズンミスト　跳ちよう躍やく［Ａ］




　カエルが持っているスキルは多種にわたっていた。こいつは人間じゃ絶対に覚えられないだろう。プラチナランクのモンスターにはこういう利点もあるのか。

「ケンジ、他のモンスターにも試してみたい。この森を探たん索さくしていいか？」

「ああ、いいよ！　もう依頼は終わったし、帰り道に狩っていこう！」

　どのスキルがいつ役に立つのか分からない。吸えるスキルに上限があるようには見えないし、ここは覚えられるものは片かたっ端ぱしから覚えていこう。

　それに俺には〝鑑かん定てい眼がん〟がある。有用なスキルを持っていなさそうなモンスターも見分けられるはずだ。

「ケンジ、道中のメシも任せてくれ。こないだ覚えた調理スキルでモンスターも食材にしてやるぜ」

「おおっ、すごいなぁ！　どこで覚えたの？」

「あー、それはまぁ、色いろ々いろだ」

　俺のギフトのことを、ケンジはあまりよく知らない。性交によってスキルを吸えることは言っていないからだ。だから今まで俺がスキルを手に入れたのは偶ぐう然ぜんだと思ってる。

　今回の実験でそれが偶然じゃないと判明したわけだが、それをセックスに結びつける発想力は──まぁ、ないと思っていいだろう。あいつ童どう貞ていだしな。







　鑑定眼で有用なモンスターを発見しては狩る時間が続いた。

　片っ端から奪うつもりだったが、重ちよう複ふくするようなスキルを持つモンスターは避さけつつ、肉や皮が高たか値ねで売れるモンスターは優ゆう先せん度どを高くして狩った。

　今の基本報酬だったら当分は金に困こまらないはずなんだが、そこは人のサガ、ついつい金目の物を持っているモンスターを無む視しできない。

　そうして数十ものスキルを手に入れつつ、料理スキルを駆く使しして夜営をしていた時だった。

「……ナオト、聞こえた？」

「ああ」

　巨大な鳥の肉を頰ほお張ばっている俺たちの耳に、女性の悲鳴が飛とび込こんだ。

　距きよ離りにして数百メートル。

　レベルで感覚も強化されているようだが、日本の都会とは違い、ここは静かな森林。人の叫さけび声ごえなんて普ふ通つうの人間でも聞こえる。

　俺が立ち上がった時には、すでにケンジは駆かけだしていた。

「おい、待てよ！」

　と言ってみたものの、ケンジが待つはずがないのは分かってる。

　誰だれかのピンチなのに足を止めるような奴やつじゃないのだ。

　正義のヒーローから数秒遅おくれて現場へ駆けつけると、もう事態の半分は収しゆう束そくしていた。

　五メートルほどの大きさの人間。鑑定眼で見てみると〝オークロード〟という種族だった。それが五体ほど群れをなして声の主を襲おそっていた。

　過去形なのは、五体のうち三体はケンジの剣けんが両断していたからだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　残る二体のオークを前に、ケンジの背せは誰かをかばっている。

　人間の冒険者──女が二人。

　どちらも少女と言ってもいい若わかさだ。

　オークの強さに気け圧おされたのか、その場にへたりこんでいる。

　鑑定眼を使わずにステータスを見ると、こう表示された。




　アリア　神官LV24　HP141/252　MP257/301

　ユノ　剣けん士しLV20　HP137/298　MP4/23




　神官と剣士。回復役と前衛のコンビってところか。

　先に目に入ったアリアという女は、赤色の長ちよう髪はつ。白い僧衣に守られてはいるが、肉付きの良い尻しりの形はごまかせない。さらにフリーダよりも巨きよ乳にゆうで、形も崩くずれていない。胸むねと尻を支える胴どうはややムッチリとしているが、その方が自然だ。

　顔もいい。よく開いている目は強気に見えるが、怯おびえを隠かくせていない。鼻も小さく、アゴのラインも引ひき締しまっている。

　異世界も人が住んでいる以上、顔の美び醜しゆうはある。このアリアという神官は日本のアイドルなんて目じゃないほどの美形だ。少なくとも俺たちの基準では。

「だ……大丈夫です、でも、オークが……」

「僕に任せて！　その間に、治ち療りようなり逃にげるなりして！」

「は、はいっ！」

　ケンジの指示を受け、アリアの表情から怯えが消えた。

　持っていた杖つえを地面に立て、呪じゆ文もんを口にする。

「〝硬魔障光壁キルケンテイクス：一ア式ム：金剛ブラウ〟！」

　彼かの女じよの周囲に魔法の壁かべが出現した。身を守るための魔法かスキルなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、なんて言ったんだ？　ありゃ何語のスキルなんだろう。

　ドーム状のバリアの中央で、アリアはさらに右手に力を込めた。

「〝治癒ヒール〟──」

　手から発せられた白い光が、もうひとりの少女の傷を癒いやす。これは誰でも分かる単たん純じゆんなスキル名だ。

　こちらのユノという少女は剣士という職業だった。しかし今は自じ慢まんの刀を落としてうずくまっていた。あのオークにやられたのだろう。

　彼女は──頭の上に耳が生えていた。

　やや吊つり気味の目め尻じりと、治ち癒ゆ魔ま法ほうに呻うめく口から見える牙のような八や重え歯ば。ボブカットのような髪の毛の先せん端たんは変色していて、人毛には見えない。

　酒場でたまに見たことがある、獣じゆう人じんという種族だ。

　言われてみればあの細身の体型はネコのように見える。アリアよりさっぱりした顔立ちで、好みが分かれそうだが、俺は爽さわやかで可愛かわいいと思う。

　傷はユノのほうが深い。

　前衛としてアリアを守った結果だろう。しかしそのユノが倒れている以上、アリアもまとめてオークの餌え食じきになるのは明白だ。

　俺たちが近くにいなければ、今ごろは頭からボリボリ食べられていたはず。

「いたたた……」

　アリアは神官という職業なだけに、回復魔法に長たけているようだ。

　が、回復は遅おそい。アリア自身の能力なのか、ユノの傷が深いせいか。

「おい、ちょっと診みせてみろ」

　ケンジがオークと戦っている間に、俺は鑑定眼でユノの傷口を注ちゆう視しする。ステータスだけでなく、細かい状態も見られるのが［Ａ］の便利さだ。

　手足よりも腹はらの傷が深しん刻こくだ。内ない臓ぞうが破は裂れつしている。

「おっし、任せな」

　俺はユノの腹に触れると、力を込めてスキル名を口にする。

「〝細さい胞ぼう修しゆう復ふく〟」

　そのまんまの意味のスキル。

　先ほど巨大なスライムから奪ったもので、能力は超強力な回復だ。魔法で燃やさないかぎり、いくら斬きってもくっつくスライムが持っていた能力だからめちゃくちゃ強い。

「あ……うわっ、痛いたくないよ！」

　すぐに効果は表れ、ユノの目に光が戻った。

「噓うそ……私よりも強力な治癒魔法を……？」

　アリアがびっくりしている間に、ケンジが戻ってきた。

　囲んでいた五体のオークは全て死体になっていた。このレベル帯だと経験値もスキルも美お味いしくないので、俺も興味はなかった。

「もう大丈夫だよ」

　剣を鞘さやに収おさめるケンジは、彼女たちの目にどう見えただろうか。

「あ……ありがとうございます！」

「助かったよっ！　ボクたち、ここで死ぬかと思った！」

　泣き出しそうな顔で頭を下げる二人。

　ま、たまにはこういう人助けもいいだろう。

「いいんですよ、頭を上げてください。困った時はお互たがい様さまですから」

　お決まりの文句を口にするケンジ。

　少女たちは何度も何度も頭を下げる。

「ねぇアリア、もしかしたら」

「……ええ、そうですね。彼らなら──」

　そして顔を上げると、互いに顔を見合わせて、同時に頷うなずいた。

「あ、あのっ、お二人にお願いがございます！」







　とりあえず俺たちのホームタウンである城塞都市ゲオルンに連れて行くことにした。

　アリアもユノも違う街の出身らしく、初めて来る都市に右う往おう左さ往おうしていたが、なんだか昔の俺たちを見ているようで微笑ほほえましかった。

　今度は俺たちが案内する番だ。

　疲ひ労ろうしている彼女たちを宿で休ませ、そこから一番近い酒場で夕食をとる。代金は先ほど狩りまくったモンスターの皮一枚でお釣つりが出るほど。

「もともと、こっちの冒険者ギルドに依頼するつもりだったんだよ」

　肉のタレがついた指を舐なめながら、ユノが語り出す。

「ボクの村を取り戻して欲しいんだ」

「村……？　何があったの？」

　とりあえず話だけでも聞こうと、ケンジが身を乗り出す。

　俺はその隣となりでユノを見る。

　観察眼を使おうと念じると、抵抗レジストされた。ユノに限らず、ある程度の強さを持つ人間にはこのスキルは使えないようだ。素すの抵てい抗こう力りよくがスキルを拒こばむ。

　ま、それもそうか。そんなホイホイ手の内を暴けるようじゃ、それこそチートだ。

　気づかれないように丸まる裸はだかにするには、観察眼［Ｓ］くらい高位の目を手に入れるか、あるいは抵抗できない状態にするか──

　っと、そんな話はどうでもいい。今はユノだ。

「ボクの村は、魔ま族ぞくに占せん拠きよされちゃったんだ。魔ま王おうの部下が居い座すわってて、みんな散り散りになっちゃった」

「魔族……？　モンスターじゃなくて？」

「うん、魔族」

「ナオト、ナオト」

　隣で俺の袖そでを引くケンジ。

　何を訊ききたいのか、その目で察した。

「あー、〝魔族〟っていうのはな、人間みたいな知能のある奴らだ。意思があって、明確に人間を滅ほろぼそうとしている種族だよ。逆に知能のない獣けものみたいなやつは魔ま物もの、モンスターとか呼よばれてる」

「なるほど、つまり悪い奴らってわけだ」

「飲み込みが早くて助かるぜ」

　実際、俺も知識だけで見たことはないけどな。魔族っていうのはかなり高レベルの存そん在ざいらしく、人間の街の周辺にはいない。魔ま王おう城じようの近くに住んでる、貴き族ぞくみたいなもんか？

「で、その魔族がどうしてユノの村を占拠したの？　なんでわざわざ村を？」

「それは……ボクの村が、代々聖せい剣けんを守ってる村だから」

「ほー、聖剣ねぇ」

　まぁ、異世界なんだからそういう武器もあるだろうよ。

　今もこうして着ている服の魔ま力りよくには驚おどろいている。本当にこれ一着で戦せん闘とうも就しゆう寝しんもできるくらい優すぐれものなんだ。

　一般冒険者が着る服ですらこれなんだから、魔族が狙ねらっている聖剣はどれほどの魔力が込められているのか──

「聖剣は魔王すら斬れると言われています。その力を恐おそれた魔王が、部下を放って村を占拠したんです」

「占拠なんだ。破は壊かいとか、滅めつ亡ぼうとか、そういうんじゃなくて」

　ケンジがアリアに放った質問はいいところを突いている。

「はい……魔族ですら、いいえ、魔王ですら聖剣には手を出せなかったみたいで。だから安置所を見張るしかなかったようなんです」

　それほど強い剣ってことか。

　それを使えば、ケンジも簡単に魔王を倒せるようになるだろうか。

　うん、なるだろうな。その聖剣の切れ味、試してみたい──

「分かった、助けに行こう」

　俺の思考時間よりも早く、ケンジが立ち上がる。

　コイツに相談した時点で、断るという選せん択たく肢しがないのはわかりきっていた。







　実のところ、俺もユノの村を救いに行くのは賛成だった。

　そろそろゲオルンの冒険者ギルドでは物足りなくなってきたのだ。プラチナランクの依頼を受けてレベル上げをするより、モンスターの上位版である魔族と戦った方が効率がいいと思っていた。

　それに村には聖剣がある。ケンジの強さに聖剣が合わされば、もう魔王なんて簡単に倒せるんじゃないだろうか。魔王のレベル次第だが──

　ゲオルンを出て西に行き、初めて二人と出会った森を迂う回かいしてさらに西へ。ユノの村があるという場所までは、およそ四○○キロ。だいたい東京から大おお阪さかくらいの距離か。

　自動車ならその日のうちに辿たどり着つくが、そんな便利な代しろ物ものはない。移動スキルを駆使すれば行けるかもしれないが、アリアとユノがいないと道が分からない。

　そんなわけで馬車で旅をしつつ、ケンジと一いつ緒しよにレベル上げをしていたのだ。

「はっ！」

　ケンジの剣が馬型のモンスターを一いつ閃せんする。

「やぁっ！」

　その隣でユノが二ふた振ふりの刀を振り回し、別の馬型モンスターを切きり刻きざむ。ケンジより素早く見えるが、一いち撃げきが軽いのかなかなかモンスターを倒せない。

　後ろ足で蹴けり飛とばそうとするモンスターだが、その攻こう撃げきをユノが避けると同時に、ケンジが死角から斬る。

「す、すごいっ！　やっぱり師し匠しようにはかなわないな！」

「アハハ、師匠はやめてくれよ」

　倒れるモンスターよりも、ケンジの技量に感かん嘆たんしているユノ。

　同じ剣士として、ケンジに憧あこがれるのは分かる。それに動機はどうあれ、話を聞いてすぐに引き受けてくれた善ぜん人にんだ。恩義もあるのだろう。

「魔族との戦いのために、ボクも強くなるよ！　だからじゃんじゃん鍛きたえてね！」

「う、うん、できるかぎりのことはするよ」

　強気なユノに気圧されるケンジ。どっちの立場が上なんだか。

「……よし、そろそろ完成だ」

　俺とアリアはそんな二人を眺ながめつつ、昼飯の支度をしていた。

　野営地に作った簡かん易いかまどでスープを作りつつ、別の焚たき火びで肉を焼く。

「意外と手先が器用なんですね、ナオトさん」

　野菜を切る俺を見て、アリアが微笑む。

「自じ炊すいは最近覚えたんだ。こういう暮らしだと便利だな」

　調理スキルと野営スキルは〝吸魔〟のギフトで奪ったものだが、ある意味戦闘スキルより役に立っている。元の世界に戻っても、このスキルはなくなって欲しくないな。それに料理ができる男はモテるし。

「ユノも生き生きしてますね。私と会った時は、死んだような目をしていたのに」

「こっちも生き生きしてるよ。今まで野や郎ろう二人だけの旅だったからな。やっぱり女の子との旅は雰ふん囲い気きがガラッと変わるな」

「まぁ」

　クスクス笑うアリア。

　実際、女が混じるとテンションが違うんだよな。かといって男だけの旅が悪いわけではない。どっちも楽しいんだけど、別物なんだよ。

「ところでアリア、ちょっと訊きたいんだけど」

「なんでしょう？」

「アンタはユノと同じ村の出身なのか？」

「あ……いいえ、違います」

「じゃどうしてユノと一緒に旅をしてたんだ？」

「それは──私も冒険者として旅をしていたんですけど、その途と中ちゆうで偶然会ったんです。彼女の事情を聞いて、なんとかしてあげたくて……でも、私だけの力じゃ無理だから」

　服の胸の辺りを握にぎりしめ、語るアリア。

　一応、筋すじは通っている。

　もっと詳くわしく知りたいが、鑑定眼は効かないだろう。剣士のユノにすら効かなかったのだから、神官という魔法職に就ついているアリアにはほぼ無効化されると思っていい。

　実のところ、俺はユノの話を完全に信じたわけじゃない。

　フリーダのように、何らかの手段でケンジの強さに目をつけて、騙だまして利用しているんじゃないかと思っている。

　俺は戦略とか全然分からないが、ケンジの強さはすでにチート級だと分かる。あいつと俺が力を合わせれば、国ひとつくらい滅ぼせると思う。ゲームとはいったものの、バランスはめちゃくちゃだ。

　だから、憎にくい相手がいる組織、支配したい国、滅ぼしたい島──そんなものを壊こわすために俺たちの力を利用する奴だって、きっと現れる。

　フリーダの時は、たまたまその目的が良い方に向かったってだけだ。

「師匠！　何か武器を振るコツとかあるの!?」

「いや、コツっていうか……ごめんね、教えられることはほとんどないんだ。僕たぶん君ほど多く戦ってないから」

「てことは天てん賦ぷの才能!?　すごーい！　じゃ、せめて見て盗ぬすませてよ！」

　ああやってケンジにくっついていると、仲の良い兄妹きようだいのようだ。よく懐なついたネコのようにじゃれているユノが俺たちを騙すかどうか──

　いや、女は全て、例外なく噓をつく。

　魔族から村の聖剣を取り戻す？　実はユノが魔族で、聖剣をエサに転移者プレイヤーを炙あぶり出だそうとしているかもしれない。

　魔王側が転移者の情報を持っていてもおかしくないんだ。こんなチート能力者、世界のどこかで目立つ騒さわぎを起こしているに決まっている。どこの魔王だって情報くらい集めているだろう。

　俺はクズ野郎だから利用するのもされるのも慣れている。

　だがケンジは違う。あんなに純粋なバカを騙すのは許せない。正確には、あいつを騙して利益を得てほくそ笑んでいる人間の存在を許せない。

　このクソみたいなゲームで、俺を信用してくれた男だ。

　悪意に晒さらされずにクリアして欲しいだけなんだ。

　だから──







「あ……っ…………！」

　その日の夜──

　人数分張ったテントのうち、三つは灯あかりが消されていた。まだランプの灯りが点ともっているのは俺のテントのみ。

　その中で俺とユノは繋つながっていた。

「やっ…………あ、あっ……！」

　俺の下で快感に喘あえぐユノ。

　脱ぬぎ散ちらかした服はテントの中に捨すてられ、汚よごれたマットの上で俺たちは汗あせだくで抱だき合あいながら激はげしく乱みだれていた。

　一突きごとに肉壁がきゅぅっと締まる感覚は、まるで俺の一物を摑つかんでいるみたいだ。

「ああっ……あん…………やだ……あっ」

　あばらが浮うき出でるほど細い体たい軀くだが、どこを触っても敏びん感かんに反応してくれる。

　小さな胸の先端を指でこするたびに甘あまい声が漏もれ、同時に腰こしを揺すってやればそれに合わせて彼女も腰を振る。

　処しよ女じよの証あかしである出血も、すぐに愛液と混ざって流れた。

　痛くなかったはずだ。挿いれる前に充分ほぐしたし、スキルで思考能力も奪った。

　蝶ちようのようなモンスターが持っていた〝幻げん惑わく粉ふん〟というスキルがある。敵の意識に作用する毒の粉を撒まく技なのだが、これに毒ガエルが持っていた〝ポイズンミスト〟をある分量だけ混ぜると、強力な媚び薬やくになる。

　娼しよう館かんで多くの女とヤッたおかげで、錬れん金きん術じゆつスキルも［Ａ］になった。それを利用してスキルの毒も調合できるようになったのだ。

「なん……で…………？　ナオト……」

　完全に洗せん脳のう状態にあるわけではない。

　もともとユノも動物並のカンで俺を避けていたフシはあった。その反動でケンジに懐いていたのかもしれない。

　だが一度テントに連れ込んでしまえば、この媚薬が脳のうを蕩とろけさせてくれる。

　そうなったら距離を縮ちぢめるのは楽だ。

　数分も話せば、こうして無抵抗で俺の肉にく棒ぼうを受け入れてくれる。

「やっ…………あ…………」

　今じゃ気持ちいい場所を探さぐろうと自分で腰を動かす始末。数分も結合していればコツが分かったらしく、自分の肉にく襞ひだに俺のモノをこすりつけようと身をよじる。

「あっ、あっ、あっ……」

　媚薬には頼たよりたくなかったが、これは大正解だ。

　奥おく手ての処女を手っ取り早く籠ろう絡らくするためには便利な代物だ。これを使わなければ、あと数時間、あるいは数日かかったかもしれない。今はそこまで待っていられないんだ。

「気持ちいいか、ユノ？」

「きもち……い…………」

　ろれつが回っていない舌に、俺は自分の舌を絡からませる。

「んっ……ん……」

　ユノは両手を回して俺の背せ中なかを抱きしめた。

　ぎゅっとしがみつきながら、舌を貪むさぼるユノ。

　もう媚薬の効果は薄うすれている。

　あとはユノの素質だ。初めてなのにこれほど感じる女は初めてだ。痛みがなければこんなものか。

「やぁ……もっと……」

　顔を上げると、物もの欲ほしそうな顔をしてユノがねだる。

　そんなユノの顔を見ながら、強く念じた。




　ユノ　剣士LV31　HP117/481　MP30/30
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　スキル　長剣マスタリ［Ａ］　軽防具マスタリ［Ａ］　回かい避ひ［Ｂ］

　　　　　クラックスラッシュ　ビーストプライド　ダンサーウォーク

　　　　　絶対回避　サードアイ　縮しゆく地ち　ウォークライ






　見える。

　快楽でドロドロに溶とかされた今のユノなら鑑定眼が効く。

　スキルの下に書かれている簡易プロフィールは──




　種族：獣人　　　　出身：カルドスパード村

　家族構成：父、母、姉、姉、兄、兄、兄

　男性経験：一人




　ん？　いたって普通のプロフィールだ。

　てことはユノが言っていたことは真実──？

　騙していたわけではなく、本当に俺たちの力を求めていたのか。

「ごめんな、お前のこと疑うたぐってた」

「……あ…………」

　俺の謝罪ももう聞こえていないか。

　もう無意識に腰を振っている。身体を起こした俺にしがみつき、座すわった姿し勢せいのまま器用に身体を上下に振る。剣士の強さと獣人のしなやかな体軀が成せる業わざか。

「んん……もっとぉ……もっと……」

　キスをせがみながら何度も震ふるえるユノ。もう五回は絶ぜつ頂ちように達している。それなのにまったく疲つかれずに俺の一物を下の口でしゃぶり続ける。

　謝罪代わりに付き合ってやるが、こりゃ朝までかかりそうだな。

　せめて隣のテントで寝ねているケンジとアリアに聞こえないよう、気をつけよう。次は周りの音を遮しや断だんするスキルを持っているモンスターか人間を探さがすとするか──







　ユノの村、カルドスパードには馬車でおよそ一週間ほどかかるそうだ。

　日本の道と比べてはいけない。あまり舗ほ装そうされていない道を馬車でゆっくりと進む上、少女二人の修行もしなくてはならない。

　足手まといになるから俺たちだけで充分だと言っているのに、彼女たちはついて行きたがる。だったら戦力になるまで鍛えよう、と提案したのはケンジだった。

「師匠！　ボク強くなった!?」

「うん、最初の倍は強くなったんじゃないかな！」

　今日は俺たちが最初に出会った森で、毒ガエルを狩る訓練だ。レベル50から俺たちが依頼で狩りまくったカエルは、レベル30くらいの彼女たちにとっては格好のレベル上げ相手だった。

　なにしろ普通の格かく闘とう技ぎみたいに手合わせしても強くならない世界だからな。一緒にモンスターを倒すのが一番の修行ってわけだ。

「アリアもとっても強くなったね。腕わん力りよくでも街の剣士より上だと思うよ」

「ええ……それって、褒ほめてます？」

「いや、本当に強くなったって」

　二人の後ろでむくれるアリア。

　実際、彼女も強くなった。ＳＴＲの数すう値ちはゲオルンの冒険者よりも上だ。以前、俺に絡んできたチンピラ三人分くらいの腕力はある。

　レベルアップ速度は俺たちに比べて緩ゆるやかだが、ケンジという万能戦士が盾たてになっているおかげで強いモンスター相手に安全に成長することができた。

　俺もレベル70を超えたし、ケンジは[image: ]に到とう達たつした。今まで出会ったどのモンスターだろうと楽勝だ。

　これならユノの村も取り戻せるだろう。

　彼女には本当に悪いことをした。疑ぎ惑わくの目を向けてしまった。

　どんなに詫わびても仕方がないことだから、行動で返すしかない。ユノの村を取り戻し、魔族の支配から解き放つ。そして聖剣を取り戻すのだ。

　しかし、そう考えると一番目的が分からないのが、アリアだ。

　なぜ彼女はこの旅についてくる……？
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　この世界はゲームだ。

　転移される前に、僕の頭にそんな声が響ひびいたんだ。

　だけど僕にはこの世界がゲームとは思えなかった。そこに住む人たちには心があって、命を大事にしているじゃないか。

　川に映うつる情けない僕の顔と、ステータス。




　木きの下したケンジ　冒険者LV121　HP2610/2775　MP701/789




　これだけレベルが上がっているのに、僕は自分に自信が持てない。

　この世界が本物だとしても、ゲームの存在がなくなったわけじゃない。

　僕はバカだ。

　ナオトに指し摘てきされるまでもなく、誰かを無条件で信じてしまう。

　だから他人を出だし抜ぬくゲームとか、本当に苦手なんだ。

　誰よりも早く魔王を倒すイス取りゲーム──他人を蹴け落おとすことができない僕は、とにかく自力でイスを奪いに行くしかない。

　僕の〝成長〟のギフトはそのためにもらったものだと思っている。

　早く、速く、疾はやく──

　成長して、強くなって、魔王を倒せばゲームクリア。

　レベルアップさえすれば、あとは魔王の居場所を突き止めて突とつ撃げきするだけ。

　──そんな簡単なゲームなのに、僕の歩みは遅い。

　レベルが上がったところで、金がもらえるわけじゃない。食事がポンと出てくるわけじゃない。馬車を調達できるわけでもない。

　結局のところ、ナオトがいなければ僕は何もできないんだ。

　サッカー部にいた時と同じだ。個人技が上手くても、協調性がなければチームには必要ない。僕は幸いチームメンバーに恵めぐまれていたけど、そうじゃない奴だっているだろう。

　今回の旅だってそうだ。

　本当はもっと強い敵を探してレベルアップしなくちゃいけないのに、ユノの村を救うなんて寄り道をしている。無視して強くなれば、早く魔王を倒せるはずなのに。

「……ケンジさん？」

「え、あっ、な、なに!?」

　振り向くと、アリアが隣にいた。

　密みつ着ちやくするほど顔を近づけている。そんなに近くに来るまで気づかなかったのか。

「ご、ごめんなさいっ、顔色が悪かったから、病気にでもなったのかと」

「あ、ううん、違うんだ、ちょっと考えごとをしてて！」

　否ひ定ていしながら、少しアリアから距離をとる。

　こんなに綺麗な顔を見つめていると、恥はずかしくてまともに話せない。

　異世界って美人が多いよなぁ。フリーダさんもそうだけど、特に女性はみんな魅み力りよく的てきだと思う。冒険者ギルドのみんな、元気にしているかな……。

「顔が赤くなってますよ？　本当に大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫、本当に大丈夫だから！」

「そうですか……」

　僕の気持ちを察してくれたのか、アリアもそれ以上追及しようとしなかった。

「悩なやみごとなら、なんでも話してくださいね。これでも神官ですから、誰かの懺ざん悔げを聞くのは慣れています」

「う、うん……」

「それから──もし私たちがご迷めい惑わくであれば、いつでも言ってください」

「えっ？」

「見ず知らずの私たちのために、魔族と戦おうなんて考える人はいません。善ぜん意いにも限度というものがあります。ケンジさんの強さは知っていますけど、それでも──」

「ああ、いや、違うんだ。そういうことじゃないんだ」

「そういうこと……？」

　強さなんてどうでもいいんだ。

　どれだけ敵が強くても関係ない。レベルアップすればいいんだから。

「……本当は、こんなことしてる場合じゃないんだ。僕はもっと強い敵と戦わなくちゃいけないんだ」

「もっと強い……？　魔族より強い敵、ですか？」

「うん、魔王」

「魔王……!?」

「たぶん、君たちの感覚ではすごく無む謀ぼうなことなんだろうけどね。だけど僕たちには、そうしないといけない理由があるから」

　アリアは絶句していたが、僕が本気だと悟さとると静かに頷いた。

　この世界では、それだけでも奇き跡せきに近いのだろう。魔王を倒すなんて、普通の人にとって夢物語の領りよう域いきなんだ。

「じゃあ、私たちを助けたのは……」

「理り屈くつで考えれば、寄り道なんだと思う」

「そう……ですか」

　寂さびしそうな顔をするアリア。

「でも、できなかった」

　僕は正直に気持ちを話す。

「寄り道だとしても、敵が魔王より強かったとしても、聖剣なんてないとしても、助けたいと思っちゃったんだ。その気持ちに噓はつけない」

「ケンジさん……」

　この世界はゲームだと言われた。

　だけどそこに住む人を助けたいって思うのは、人として当然じゃないか。

　けっして寄り道じゃない。僕はそう信じている。

「──私も同じです」

「え？」

　アリアの言葉に、顔を上げる。

「私もユノを助けたくて、一緒に行動することにしたんです。彼女、あんなに可か哀わい想そうな境きよう遇ぐうなのに、誰も助けてくれなかったから。でも私はレベルが低くて、ひとりじゃ助けられませんでした」

　アリアの声は震えていた。

　悔くやしさが混じっているからだろうか。

「冒険者になったのは、困っている人を助けたかったからです。なのにユノを助けられるだけの力がなくて、少しヘコんでいたんです」

「……ユノはそう思ってないよ」

「そうですか？」

「アリアが助けてくれるまで、ひとりぼっちだったんだろ？　そんな時に君が手を差さし伸のべてくれたんだ。その気持ちに力やレベルは関係ないよ」

「ケンジさん……」

　うん、やっぱり無む駄だじゃない。

　こうして同じ気持ちを持つ同志と仲間になれたじゃないか。







　この世界はゲームだ。

　だけどそこに住む人たちには心があり、感情がある。

　そう感じるのは、女を抱いた時だ。あっちの世界の女体となにひとつ変わらない気持ち良さと面めん倒どうくささ。娼館で生きる女と、それを管理する男の社会。どの世界でも同じ。

　みんな欲よく望ぼうのままに行動する。性せい欲よくだろうと正義感だろうと同じだ。

　だとするとアリアの欲望はなんだ。

　そんなことを考えながら夜を迎むかえ、再び野営の準備をする。

　ちょうど晩ばんメシの支度をしている時、彼女たちの会話が耳に入ったのだ。

　俺は野菜を切る手を止め、川の方に意識を向ける。

「──〝集音〟」

　コウモリ型のモンスターからもらった、一時的に聴ちよう覚かくを上げるスキル。初めて使うが、距離と音量を意識的に調節すれば、クリアに会話が聞こえる。

　川が流れる音を消して、近くで洗せん濯たくをする二人の声に集中する。

『──アリアが助けてくれるまで、ひとりぼっちだったんだろ？　そんな時に君が手を差し伸べてくれたんだ。その気持ちにレベルは関係ないよ』

『ケンジさん……ありがとう。私、ケンジさんと会えて良かった』

　──ああ、ケンジの言葉が身に染しみる。

　俺もそうだった。このクソゲー世界に放り込まれて、周りをいかにして出し抜くか考えていたときにケンジと出会ったんだ。

　アイツの本心からの言葉に、俺は救われたんだ。

　実力が伴ともなっていないだけで、アリアも同じってわけか。

　──彼女の言葉を信じるならな。

「っ……」

　声が出そうになるのを、なんとか抑おさえる。

　ったく、集中が切れちまったじゃねーか。

「んっ……ん…………」

　キャンプ用のイスに座る俺の股こ間かんに顔を埋うずめているユノの頭を摑む。

　口をすぼめて俺のモノをしゃぶるユノ。せっせと頭を動かすその姿すがたはモンスターと戦っている時より真ま面じ目めに見える。

「んくっ…………んっ…………ふむ……ッ……！」

「お、おいユノ」

「ぷぁ……ん……どしたのナオト？　気持ち良くなかった？」

　口を離はなして顔を上げるユノは、すでに発情した目をしている。

　尋たずねながらも竿さおを握り、先端をペロペロと舐める姿は肉食動物のようだ。

「いや、気持ちいい……けど、少しゆっくり頼たのむ」

「ん、分かった……はむ」

　再び竿を深くくわえこむユノ。

　たった二日仕し込こんだだけで、こんなに上手になるとは。レベルアップに伴って性技まで上達してやがる。

　本当はあの夜だけで終わりにするつもりだったんだ。

　無実のユノを犯したのは悪かったと思っているし、ケンジにも懐いていたから引きずりたくないと思っていたのに──なんと、ユノの方から求めてくるようになった。

　あの夜の快感が忘わすれられず、毎まい晩ばん俺のテントにやってくる。

「ん……んむ…………」

　獣人の舌はネコのようにザラザラしているかと思いきや、人間と変わらなかった。ヌルヌルした粘ねん性せいのある感かん触しよくがカリ首から根元まで丹たん念ねんに愛あい撫ぶしてくれる。

　同時に根元を手でしごかれると、陰いん嚢のうから精液がこみ上げてくる。

　もう少しこの快感を味わっていたかったが──

「そろそろ出すぞ……っ！　ケンジとアリアが帰ってくる……」

「ん……っ……いいよ……出して……」

　上うわ目め遣づかいで俺を見るユノ。

「ッ……！」

　その目にさらに快かい楽らく中ちゆう枢すうが刺し激げきされ、俺は我が慢まんせずに射しや精せいした。

　ユノの頭を押おさえつけ、咥こう内ないにぶちまける。さらに射精の余よ韻いんが収まらないうちにユノは尿によう道どうに残った汁しるに吸い付き、先端を舐めてくれる。

「ん……っ」

　俺の精液を全て嚥えん下げすると、ユノは立ち上がる。

　イスに座る俺の手を握り、自らの股間に導いた。

「ね…………もっと……」

　服の上からでも分かるほどグショグショに濡ぬれている。

　俺のをしゃぶっている間、ずっと興こう奮ふんしていたのか。

「ったく、しょうがねーな」

　すでに晩メシの下ごしらえは済すんでいる。

　ケンジとアリアが戻ってくるまでに、俺たちもどこか人目につかない場所へシケこむとするか……。





　　　　＊






　そこからさらに二日も西に進めば、ユノの故こ郷きようカルドスパード村が見えてくる。

　近くまで来れば、なんとなく村の位置が分かった。

　なぜなら山の向こうからも視し認にんできる魔力の光が立ち上っていたからだ。真っ赤な塔とうのように見える光は、魔法バリアの類たぐいだろう。

　これだけ派は手でなバリアを張っていれば、近づく人間はいないだろう。防ぼう御ぎよと威い嚇かくの意味がある光ってわけだな。

　その光を目指して進み、途中で道から外れて山に登る。

　レベルアップのおかげか、登山もまったく疲れない。魔法が付加された靴も足に負ふ担たんをかけないし、なにより回復魔法と疲労軽減のスキルが山ほどある。

　平地を歩くのと変わらない速度で山の中ちゆう腹ふくまで行き、そこからカルドスパード村を一望できる場所まで移動する。

「──〝望遠〟」

　鳥型モンスターから奪ったスキルで、肉眼でも遠くまで見える。

「どうだいナオト？　何が見える？」

「あー、あれが魔族か。人間は……見える範はん囲いではいない。つーか多分村には誰ひとりいないと思うわ」

「そこまで分かるの？」

「なんとなくな」

　人間がいないと思ったのは、そこら中に転がってるガイコツのせいだ。人じん骨こつが山になって村の中央広場に積み重なっている。

　その骨ほねの山を作り出したのが、魔族だ。

　人間と同じ、二足歩行の生き物だ。

　ただし肌はだの色が違う。絵本に出てくる赤あか鬼おにや青鬼のようだ。肌の色は人間と異なるが、その他はまったく同じと捉えていいだろう。

　体格も個人差があるようで、風船のようなデブだったり、身長三メートルを超える巨きよ人じんだったり、翼つばさを生やして浮いている奴もいる。

「強さは──あー、こりゃ結構強いな」

　魔族のレベルは50前後。

　アリアとユノが正面突とつ破ぱで勝つには、少し工夫が必要だな。

「お前ら、こんな奴らにあのレベルで挑いどもうとしてたのかよ……」

「当たり前だろ、ボクの故郷なんだぞ」

　ユノは憎ぞう悪おに満ちた目で村を眺めている。

　あの積み重なった骨の中に、彼女の家族もいるかもしれないわけか。

「ん……？」

　村の住民だけじゃない。

　骨の山の周囲に鎧よろいや服が散らばっている。革かわや鉄の鎧に混じって、スニーカーのようなものが見えるんだ。

　転移者だろうが、この世界でも命はひとつ。

　うっかりすれば俺もあのスニーカーの持ち主と同じ運命を辿るってわけだ。

「ケンジ、ここはきちんと作戦を立てよう」

「へー、ナオトの口から作戦なんて頭良さそうな単語が出るなんて」

「うるせーぞユノ」

　軽口を叩たたけるくらいには落ち着きを取り戻したってわけか。

　昨日の夜、あんなに寂しそうにセックスをねだっていたのは、そういう事情もあったのだろう。誰だって明日死ぬかもしれない戦いに挑む前はそうなるのかもしれない。

「それで、作戦はどうするんですか？」

　アリアも杖を握る手に力が入っている。

　彼女たちのレベルと比べれば明らかだが、人間が魔族と戦うのは無謀にも等しい行為だ。ケンジがいなかったら、俺も躊ちゆう躇ちよしたかもしれない。

　村でたむろしている魔族なら楽に倒せるが、そいつらを統率しているボスみたいな奴はいるんだろうか。いるとしたら、そいつのレベルは？

　もう少し情報が欲しいが──

「俺が囮おとりになる」

　それが誰にとっても楽な選択肢だろう。

「村にいる奴らは俺が相手にするから、ケンジはその間にボスを探して叩く。ユノとアリアは村を探して生せい存ぞん者しやがいないか調べる。それでどうだ？」

「あの……それってナオトさんが一番大変じゃないですか？」

「いや、アリアだって危き険けんがないわけじゃないぞ。潜ひそんでる魔族に襲われるかもだ。そん時は俺の方に連れて来てくれればいい」

「本当に大丈夫なのかナオト？」

「むしろそれが俺にとって一番オイシイんだよ」

　アリアやユノたちには恐きよう怖ふの対象に見えるかもしれない。逆にケンジにとっては雑魚だ。

　だけど俺にはオイシイ経験値と、まだ見ぬスキルを持っている可能性がある獲え物ものだ。

「ボスはここからじゃ視認できないけど、ま、ケンジなら倒せるだろ」

　すでに転移者がひとり犠ぎ牲せいになっていることは言わない。

　そいつがどんなギフトを持っていたか知らないが、そいつは聖剣の存在を知っていたことになる。ここで逃げてあいつらを余よ裕ゆうで倒せるまでレベルアップしている間に、他の転移者に横取りされるかもしれないからだ。

「信じてるぜケンジ」

「……ああ、ユノの村を取り戻そう」

　長剣を抜き、刀身を見つめるケンジ。

　──これは誰もが得をする戦いだ。

　後ろめたいことが何もない、純粋な戦闘ってのは胸が高鳴る。
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　ナオトの作戦は上手くいった。

　彼がスキルを使ってモンスターのような大声を出して魔族の注意を引き付ける。

　村に残っていた一○体以上の魔族がナオトの方に向かっていった。スキルの詳しよう細さいは聞かされていないが、音だけじゃなく、気持ちも操あやつる魅み了りよう系けいの技なんだろう。

「ケンジさん！　よろしくお願いします！」

「師匠、頼んだよ！」

　アリアとユノは二人一組になって村を捜そう索さくしにいった。

「ああ、僕に任せて！」

　僕は無人になった村の広場を通り抜け、聖剣の安置所へ向かう。

　探すまでもなく、広場の奥にパルテノン神しん殿でんのような様相の建物があった。明らかに何かの儀ぎ式しきをするような場所の屋上から、赤い光が立ち上っている。

　ユノが言うには、あの光は魔法バリアになっていて、狙そ撃げきなどを防ぐのだとか。

「う……」

　広場の中央で、ナオトが言っていた骨の山を見る。

　戦争の爪つめ痕あとを本やネットなどで目にしたことはあるが、実際に見るとその凄せい惨さんさが伝わってくる。あの頭ず蓋がい骨こつのひとつひとつが、以前まで笑って生きていた人間なんだ。

　魔族は肌の色が違うだけで人間と同じ姿をしている。だから斬ることに少しだけためらいがあったが、この骨の山を見て決心がついた。

「ホホホホホ！　また人間が来たのね！」

　神殿の前に浮いている、魔族。

　姿形は人間の女性と変わらない。美しい顔をしており、二○代後半のモデルと形容すればいいだろうか。ただし肌は青白く、目は邪じや悪あくな赤い光を放っている。

　裸はだかに近い服と、その身体に注意を向けさせるような大量のアクセサリ。

　神話に出てくる女神のようだ。

　ただし、邪悪な方の。




　フェーデルリンツ　LV100　HP4700/4700　MP???/???




　ステータス画面にはこう表示されていた。

　レベル[image: ]以上の敵と戦うのは初めてだ。

「しかしお前からは他の人間とは異ことなる匂においが──ああ、そうよ、前にこの村にやってきた女によく似ているわ！　我われらを滅ぼすと息いき巻まいていた、あの女よ！」

[image: ]

　フェーデルリンツは骨の山の近くにある衣服を指さした。

　スニーカーと……破れたシャツ。

　まさか──

「確かに不思議な力を持っていたけど、この私の魔力には抗あらがえなかったようね。部下たちに徹てつ底てい的てきに犯させたあと、見せしめのために性欲処理用の便器として飼い慣らしてやったわ」

　僕たち以外の転移者が来ていたのか。

　聖剣を使えば魔王を倒せる、とでも聞いたのだろう。

　このゲームから脱だつ出しゆつするために、誰よりも早く聖剣を奪おうとしたんだ。

　だけどギフトで経験値をより多く稼げる僕がようやくレベル[image: ]だ。他の転移者はもっとレベルが低いはず。レベル[image: ]のフェーデルリンツには……。

「便器の役目をがんばれば生かしてやる、と言われて、必死に腰を振ってたっけ！　あのザマは今思い出しても笑えるわぁ！　殺される寸すん前ぜん、『約束が違う』とピーピー泣なき喚わめいていた姿とか、オナニーのオカズにピッタリだった！　アハハハハハ！」

　高笑いをする魔族。

「……もういい」

　僕は剣を構え、小さくスキルを口にする。

「〝スピードブースト〟──〝闘とう剣けん気き〟──〝マジックレジスト〟──〝プロテクション〟──〝逢おう魔ま歩ほ法ほう〟──」

　今まで習得したバフ系スキルを全て自分にかける。

　身体がどんどん軽くなり、逆に内側から重い力がこみ上げてくる。

「僕はお前を人間とは思わない。遠えん慮りよなく斬る」

「人間ですって……!?　この私を人間だと思ったの……!?　この──！」

　フェーデルリンツの周囲にドス黒いオーラが渦うずを巻いて集まる。

　その渦は彼女の手に巻き付き、武器のように変化する。

「潰つぶれろぉっ！」

　渦巻くオーラが僕に向かって放たれた。

　速い──が、対たい処しよできる。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　僕の剣がオーラを弾はじき飛とばす。バッティングセンターよりも楽勝だ。

「なっ──!?」

　フェーデルリンツが怯ひるんだ瞬間、僕はその懐ふところに飛び込んだ。

　二○メートルほどの距離を一いつ瞬しゆんで詰つめる。走りながら突きだした剣を、彼女の胴に突つき刺さそうとして──

「ちいっ！」

　空気の球体のようなものが僕を押し返す。

　フェーデルリンツの身体の周囲にバリアのようなものが張られており、それが僕の突とつ進しんを弱めたらしい。

「小こ賢ざかしい、人間がぁ！」

「小賢しいのは、そっちだぁっ！」

　ありったけの力を込めて、僕は剣を振り抜く。

　目に見えない壁のようなものが斬れた感触。同時にフェーデルリンツの周囲で何かが弾けて消えたのが分かる。

「な……魔王様から教わった魔ま導どう障しよう壁へきを……!?」

　手が痺しびれる。

　なんて硬かたさのバリアだ。だけど、それはもう斬った。

　残るは何ものにも守られていない、フェーデルリンツの本体──

「たぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ユノと、彼女の村の人たちと、殺された転移者の女性の分まで力を込めて、僕は上じよう段だんから剣を振り下ろした。
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〝叫きよう声せい〟というスキルで魔族どもを連れ出した後は楽勝だった。

　集まった魔族全員に麻ま痺ひ毒どくのブレスを吐くだけ。それでほぼ全ての敵が動けなくなる。あとはそいつらをひとりずつ殺していくだけだ。

　格かく闘とうスキル、特に爪つめを硬こう質しつ化かさせるスキルは役に立つ。

　セックス以外でスキルを奪うためには、対象の肉体の中に俺の身体の一部を入れる必要がある。だから俺の爪で直接体内に手を入れればいい。

「が…………っ！」

　浅黒い肌の鬼みたいな魔族が、臓ぞう物もつを抜かれて絶命する。

　死ぬ前に全てのスキルはいただいた。

　ついでに経験値もがっぽりいただくぜ。

「た……助けて…………助けてくれ……」

「人間の言葉が喋しやべれるのかよ。いっちょまえに命いのち乞ごいか」

　巨人のようにデカい魔族のくせに、情けない。

　俺はそいつの胸に遠慮なく爪を刺し、奥の心しん臓ぞうを握りつぶす。

「ぎゃああああああっ！」

「この村の人間も、そうやって命乞いをしたんだろうが。苦しんで死ね」

　人間の姿をしているから殺すのに抵抗があると思ったが、そうでもなかった。あの骨の山を見れば、むしろ怒いかりをもって殺したくなる。

　それに可愛い女の子の魔族ならともかく、全員ムサい野郎ばかりだ。まったく同情する気なんて起きないね。

　そうして、もう一○体ほど殺したところだろうか。

　そろそろスキルも重複してきた。

　ステータスを開いて覚えたスキルを確かく認にんするが……なんじゃこりゃ。

　変な名前のスキルがあるが、これはなんて書いてあるんだ──？

「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　地面を揺るがす叫び声。

　魔族がひとり、こちらに向かって全力ダッシュしている。

　麻痺毒で動けなくしたはずなのに、解かい除じよしてやがる。そういうスキルもあるのか。

「やっべ…………ぐああっ！」

　肉体をそのままぶつける、なんてことのないタックル。

　しかし不意を突かれた俺は、そのまま倒された。

「ちっ！」

　だがレベル差は20以上ある。こいつ一体なら──

　と、思っていたのに、周囲の魔族も立ち上がってやがる。あの叫び声は、仲間全員の麻痺も解除する効果があったのか。

「仲間の仇かたき……！」

「殺してやる、人間……全身の皮を剝いで、塩しお漬づけにしてやる……！」

　まずいな。こっちの方がレベルは高いが、一度に複数に襲いかかられたらどうなるか分からない。油断すれば死ぬし、復活はないだろう。

　しかし落ち着いてもう一度スキルを使えば──

「〝縛魔衆牢陣エンケテネス：二ズ式ム：堅水フイロード〟！」

　突とつ如じよ、地面に描えがかれる魔法陣じん。

　白く光るその紋もん様ようが、魔族の動きを止めた。

「グ…………オオオッ！」

　まるで糸で搦からめ捕とられたように封ふうじられている魔族たち。

　そんな奴らの頭上から、炎ほのおが舞まい降おりる。

「〝サークルフレイム〟ッ!!」

　二刀を回転させながら飛び込んできたのは、ユノだった。燃える剣が動けない魔族たちを切り刻んでいく。斬られた魔族は炎えん上じようし、その場に倒れた。

「ナオトさん！　大丈夫ですか!?」

　ユノが戦っている間に、アリアが駆け寄ってくる。

「治療は必要ですか!?」

「いや、いい。でも助かったぜ。さっきの魔法陣みたいなのはアリアのスキルか？」

「え、ええ、そうです。ナオトさんが襲われていたのを見たので……」

「あんなスキルも持ってたんだな。ありがとな」

　礼を言って、俺は立ち上がる。

　ユノだけに戦わせるわけにはいかない。動きが止まっているとはいえ、ユノのレベルはまだ魔族より低い。一撃でもくらったら危あぶないからな。

「よし──残りの奴らも吸すい尽つくしてやるぜ！」

　指を動かしながら、俺は手近な魔族に近づいた。







　魔族を全ぜん滅めつさせる頃ころには、ケンジの戦いも終わっていた。

　神殿の前で派手な戦闘が行われていたのは、地面に空いたクレーターを見れば分かる。広場に積んであった骨の山もバラバラだ。

　いくら魔族が強くたって、アイツのレベルと信念には勝てないはず。

「くっ……この私が…………こんな人間に！」

　傷を受けて片かた膝ひざをついているのは──女の魔族じゃねーか。

　レベルは[image: ]。先日アリアとユノのレベル上げに付き合っていなかったら、ちょっと厳きびしかったかもな。

「聖剣を守ると魔王様から仰おおせつかった……この四天王がひとり、フェーデルリンツを倒すなんて……！　あなた……何者……!?」

「僕はただの人間だよ。悪いことが許せないだけだ」

　剣を突きつけ、ケンジが答える。

　が、その剣を振り下ろすようなことはしない。

　──そういうヤツだよ、お前は。

「おーい、ケンジ！」

　俺は手を振りながら彼らのもとへ歩く。

「ナオト！　そっちは終わったのか!?」

「おう、この女の配下は全滅させた。村に生き残りはいない」

「そっか……てことは、村の人も……」

「それなら希望はあるよ」

　俺の隣にいるユノが答える。

「骨の数は、村の人口より明らかに少ないよ。みんなちゃんと逃にげ延のびたはず。何人かは犠牲になったけど……」

「不幸中の幸いってやつだな」

　犠牲が出るのは仕方ないが、それでも多いより少ない方がいい。

　頷きながら、俺はフェーデルリンツの背はい後ごに回る。

「何を──？」

「〝ヒュプノスニードル〟」

　俺は自分の爪にスキルを使い、彼女の首くび筋すじに突き入れた。ハチ型のモンスターから手に入れた毒の針はり。それに他のモンスターが持っていた神経毒や麻痺毒をブレンドしたもの。

「か──」

　それを注入されたフェーデルリンツは、一発で昏こん倒とうして倒れる。俺よりレベルが上でも、ケンジにさんざん斬られまくって抵抗力が落ちているはず。

「ケンジ、お前カッコつけてたけど、この女を殺すかどうかめちゃくちゃ迷ってただろ」

「あ……やっぱりバレた？」

「だろうと思ったぜ。魔族でも女の姿をしてたら、殺すのに抵抗があるだろ」

　そんなもんだ。ムサい男ならともかく、女の姿をしてりゃな。

　俺だって殺すのは嫌いやだ。男女差別と言われようが、本能がそう思ってしまうんだ。

「ま、だからこの女は俺に任せろ。悪いようにはしない」

「うん……？　何するのか分からないけど、じゃあ、任せるよ」

　倒れたフェーデルリンツを担かつぎ上あげると、視し界かいが晴れやかになった。

　今まで神殿から発せられていた赤いバリアの光がなくなったのだ。クリアになった青空が目に染みる。

「あの神殿に聖剣があるよ」

　ユノが剣で示す先、世界史の教科書に出てきそうな豪ごう華かな神殿。長い階かい段だんの先に何かあるようだが、ここからだと高くて見えない。

「師匠、村を救ってくれてありがとう。師匠とナオトがいなかったら、きっとボクは無理して戦って死んでいたと思う」

「とんでもない。ユノの家族も早く見つかるといいね」

「せっかくだから、聖剣を抜いてみたら？　もしかしたら伝説の勇者かもしれないよ？」

「伝説の勇者……？」

　ユノは神殿を見ながら、伝説について語り出す。

　その話を聞きながら、俺は意識のないフェーデルリンツを見つめていた──
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　フェーデルリンツの処しよ遇ぐうはナオトたちに任せて、僕はひとり神殿に入った。

　昼でも無人の神殿は怖こわい。

　ただの石造りの建物なのに、それ自体が大きな意思を持っているかのような威い圧あつ感かんがある。事実、この神殿を作った人たちの想いのようなものを感じる。

　魔王を倒すための剣──

　ここに安置されている剣を抜いた者はいないという。

　ユノの話では、その剣はある日いきなり出現したという。以来、何百年と剣を守りながら発はつ展てんしていったのが、このカルドスパード村なのだとか。

　──剣を抜けるのは、魔王を倒す伝説の勇者のみ。

　今まで毎日のように剣を抜こうとする冒険者が現れたという。その冒険者を相手に観光業で稼いでいたのだとか。僕たちの世界でも、海外にそういう街はよくある。

「ケンジさん」

　呼ばれて振り返ると、アリアがいた。

「どうしたの？　ナオトたちと一緒に後始末をするんじゃ」

「ナオトさんは『俺に任せて欲しい』って。ユノは生き残りの手がかりがあるんじゃないかって、村を捜索しています。私はこの村には詳しくないもので」

「そっか」

　隣に立つアリアは、僕が見ているものを見る。

「これが……伝説の聖剣ですか」

「らしいね」

　神殿の中央に、その剣は刺さっていた。

　台だい座ざにまっすぐに突き立つ大きな剣。両手で扱あつかうものだろう。

　装そう飾しよくは地味だけど、刀身は白銀に輝かがやいている。

「ケンジさんは魔王を倒すために旅をしているんですよね」

「ああ。絶対に倒さなくちゃならない」

「この剣を抜いた者なら、必ず魔王を倒せると言います。ですが──もしも抜けなかったら、どうしますか？」

「それでも倒すさ」

　僕は即そく答とうする。

「どうにか工夫して倒す方法を考える。でも僕は頭が悪いから、きっとナオトが考えてくれるよ」

「そう……ですか」

　聖剣に頼らなくたって、僕にはギフトがある。レベルアップして聖剣よりも強くなれれば魔王だって素手で倒せる──かもしれない。いや、どうだろう。

　少し不安になりつつ、僕は聖剣の柄つかを握った。

「とりあえず、どうするかは試してみてから考える」

　僕は台座に刺さった聖剣を引き抜いた。

　それは音もなく、簡単に抜けた。

「え──」

　白銀の刀身が一瞬だけ輝いた。

　次の瞬間、刃やいばは鞘に収まっていた。今まで抜き身の状態で刺さっていたのに。

「こ、これ…………抜けちゃったよ」

「そう、ですね……」

　口元を押さえてアリアも驚いている。

　こんな簡単に抜いちゃっていいのか？

　だって、これ聖剣なんだろう？　今まで誰も抜けなかったっていう──




　──おめでとうございます。あなたは聖剣を手に入れました。
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　不意に頭の中に入り込む、文字でも声でもない、何か。

　僕がこの世界に転移させられた時と同じだ。

　ああ、そういうことか。

　この聖剣もこのゲームを仕込んだ何者かが用意した〝お助けアイテム〟のようなものってわけだ。ゲームを有利に運ぶための、プレイヤーに奪わせるための武器。

　事実、それを先に手に入れようとした転移者が死んだ。その困こん難なんを乗のり越こえ、僕は聖剣をゲットできたってわけか……。

「ケンジさん……あまり嬉うれしくないんですか？」

　心配して、僕の顔を覗のぞき込こむアリア。

「いや、そんなことはないよ。嬉しい。これで魔王を倒せるんだから」

「そうですか……」

　僕はともかく、どうしてアリアまで悲しそうな顔をするのだろう。

「あの、ケンジさん。これからどうするおつもりですか？」

「もちろん、魔王を倒す。そのための手段は手に入ったんだから」

　ゲームの運営者に言われたのだ。この剣で確実に魔王を倒せる自信はある。

　どちらが先とかはナシだ。ナオトと一緒に魔王と戦えば、きっと二人とも願いを叶かなえてくれるはず。それは一緒に戦ったモンスターの経験値が入るというこのゲームのシステムから考えれば明らかだ。

　誰かに先を越される前に、正せい々せい堂どう々どうと倒してやる。

「ケンジさん。もしよければ、その旅に私も連れていってくれませんか？」

「えっ？　でも君には関係ないだろ？」

　ユノの村を救ったことで、アリアの願いも叶ったはずだ。

「これから先は、もっと強い敵と戦うことになる。君を守り切れる自信もない」

「それでもいいんです」

　アリアは剣を握る僕の手をとる。

「私は──ケンジさんの力になりたい。弱かった私に勇気をくれた、あなたの力になりたいんです」

「どうして、そこまで……？」

「ケンジさんはそうやって私たちのことをずっと心配してくれました。とても優やさしいし、それに見合うだけの強さを持っていると思います」

　言葉は褒めているのに、ちっとも褒められている気がしない。

「でも私は、そんなケンジさんが死んでしまうような気がして……」

　ああ──アリアは僕を叱しかっているんだ。

　そうか、そうだよな。

　自分が欲よく張ばりだってことは分かってる。魔王を倒す目的があるのに、こうしてユノの村を救おうと考えた。手の届とどく距離が分からないから、闇やみ雲くもに手を伸ばす。

　そんな僕を、アリアはずっと心配してくれていたんだ。

　ナオトと同じだ。無む鉄てつ砲ぽうな僕を気にかけてくれている。

　そういう人こそ、大切にしなきゃいけないんじゃないのか。

　アリアの真しん摯しな顔を見ながら、僕はそう思ったんだ。





　　　　＊






　今ごろケンジは最強の聖剣を手に入れている頃だろうか。

「あああああっ！　はぁんっ！」

　こっちも色々と頂いただいているところだ。

「やぁっ！　あんっ！　あああっ！」

　どれだけ叫んでも、誰にも聞かれないぜ。

　村には誰もいないし、ケンジとアリアも神殿だ。

　民家のベッドでビクビクと反応するフェーデルリンツ。

　青い肌の魔族とヤるのは初めてだったが、挿入してみると人間と比べても悪くない。むしろ襞の感触が若じやつ干かんゾリゾリしていて、愛液と混ざるとちょうどいい。

　レベル[image: ]の魔族でも、ブチこまれればただの女だ。

　汗ばんだ青い肌は陶とう器きのようなツルッとした感触になって、よく滑すべる。アリアほどではないが大きい胸を鷲わしづかみにし、人間と同じピンク色の乳ち首くびの先端を擦こする。

「あああああんっ！」

　いい声で鳴く女だ。

　今までさんざん人間を殺し、魔族を従したがえていたんだろう。動きを封じてアソコに挿入するまで、殺意に満ちた目で俺を見ていたっけ。

　だが今となっては快楽に抗えない、ただの雌めす。人間と同じだ。

「んむ…………ちゅ…………れぅ…………」

　俺の首にしがみついて舌を絡ませているのは、全ぜん裸らのユノ。

　フェーデルリンツを犯している姿を見て、興奮している。空いた手で股間の割われ目めを弄もてあそんでいるが、失禁しているように濡れていた。

「ナオトォ……次はボクだからね」

「わーってるよ」

　ここまで淫いん乱らんになるとはな。

　だが今は魔族の相手が先だ。麻痺毒が切れる前に、たっぷりといただかないと。
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　スキル欄によく分からない名前がズラズラと並ならぶ。

　さっきの魔族からも似たようなスキルを手に入れた。

　読み方はおぼつかないが、幸い使い方だけは理解できる。

　俺はその中でも、たった今この女から奪ったばかりのスキルを使用してみた。

「えーと……〝魅布夢睡宴バーヤード：四ロ式ム：首呪アンズ〟……でいいのか？」

「きゃああああああああああっ！」

　そのスキルを使用した瞬間、フェーデルリンツの身体がさらに大きく跳はねた。

「やだっ！　やめてっ！　やめてぇぇぇぇぇっ！」

　泣き叫びながら懇こん願がんするが、すでにスキルは使った後だ。

　それに俺はこの女がどれだけ泣こうが心が痛まない。すでに多くの人間の命を奪った魔族に人じん権けんなどありはしない。

　俺が使ったスキルは、まぁ簡単に言うと〝隷れい属ぞく化か〟の効果がある。

　成功すれば使用者の下げ僕ぼくとなり、解除するまで全ての命令に従わなくてはならない。死ねと言われれば死ぬし、肉便器になれと言われれば股またを開く。

　ただしレベルの低い相手にしか効果がないらしい。

　本来コイツのレベルは[image: ]だが、今は70を下回っている。俺が吸ったからだ。まさか彼女を上回る存在が現れ、そいつが自分のスキルを奪うなんて想像もしなかっただろう。

「う……うぁ…………あんっ、あっ、あっ」

　虚うつろな目をしながら、俺の意志と肉棒を受け入れるフェーデルリンツ。

「今どんな気持ちだ？」

「気持ち…………いい……わよっ……！」

　俺を睨にらみ付つけながら泣いている。

　身体も心も自由を奪われたのに、それでも表情は抵抗しているようだ。

「これからは俺のために働けよ。呼び出したら駆けつけてハメさせろ」

「くっ…………！　殺して……よ……！」

「心配しなくても、魔王をブッ殺したらお前は解放してやっから。そしたらもう悪さするんじゃねーぞ？」

「なに……それ……ああああっ！」

　返事を聞く代わりに、陰いん茎けいで肉襞の内側をこする。Ｇスポットも人間と変わらないようで、さっきより正直に感じるようになった。

「あっ……あっ！　な、なんなのよアンタ!?　なんで、こんな……気持ちいいのぉ!?　どんなスキル持ってんのよぉ！」

「スキルなんか使ってねーよ。俺の生まれつきのデカさと経験だよ」

「噓……そんな……あっ、ダメ、またイクっ、あああああああああっ！」

　泣きながらよがるフェーデルリンツ。

「ああっ！　あ……………………っ！」

　荒あらい吐と息いきでぐったりするフェーデルリンツ。これで四回はイッたかな？

　これからはこの女も俺の肉オナホだ。人間を殺す気になれないくらい、徹底的に使ってやらないとな。

「ねぇ……ナオト、ボクにもそろそろちょうだいよぉ」

　キスしていない時でも俺の身体を舐め続けるユノ。

　こいつも我慢の限界か。まったく俺のオナホたちはこらえ性がないな。

「それにしても、新しいスキルは読みにくいな。なんでこんな名前なんだよ？」

　スキル欄には漢字で表記されるのに、読み方は何語かわからない。なんだってこんな回りくどいスキルが存在するんだ？

「そ……それは…………」

　閉とじた足の間から俺の精液をこぼしながら、フェーデルリンツが答える。

「……魔族のスキルは……みんなこういう風になってるから…………理由なんて分からないわよぉ……バカ…………」

　涙なみだ目めの彼女がだんだん可愛く見えてきた。

　ユノにご褒ほう美びを与あたえる前に、もう一度コイツと──

「ん？」

　──今、なんて言った？
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　聖せい剣けんを取とり戻もどした俺おれたちは、城じよう塞さい都市ゲオルンに戻って祝しゆく杯はいを挙げた。

　なんだかんだで行動の拠きよ点てんになっているゲオルンだが、他にめぼしい都市が近くにないから仕方がない。それにここなら次の旅の支度もできる。

　魔ま王おうの居場所も突つき止とめた。

　アリアやユノと初めて出会った森から北西へ行くと、不毛の荒こう野やがあるらしい。そこに魔王の根ね城じろがあるという話だ。この国に住む者なら誰だれでも知っている常識だとか。

　レベルも上がった、聖剣も手に入った、となれば、もうあとは魔王を倒たおしてこの世界からオサラバするだけ。

　そう思っていたんだけどなぁ……。

「お前も酒強くなったなぁ！　この世界に来た当時は全然飲めなかったじゃねーか！」

「もともと酒そんな好きじゃなかったんだよ。でも、ナオトと飲むのは楽しかったし」

　宿屋のベッドで、いつものようなバカ話。

　娼しよう館かんは好きだし、ゲオルンには俺の肉にく奴ど隷れいが何人もいるが、こうして男同士でバカ騒さわぎするのは別の楽しさがあるんだ。

　今日は聖剣をゲットできた記念の飲み会だし、立役者であるケンジに礼も言いたいし、なにより長旅で疲つかれてる。たまには女とヤらない日もアリだ。

「あとは魔王を倒すだけだな」

「……そうだね」

　聖剣の鞘さやを見ながら、ケンジは浮うかない顔。

「なんだよ、怖こわいのか？　道中でもレベル上げするから大だい丈じよう夫ぶだろ」

「いや、そうじゃないんだ」

　意を決したケンジは、剣を置いて俺に向き直る。

「なぁ、ナオト。魔王を倒したらどんな願いでも叶かなえてくれるんだよね？」

「って言ってたな」

「それってさ、元の世界に帰るって願いじゃなくてもいいのかな」

「……どしたお前」

　元の世界に帰るよりも大事な願いなんてあるのか？

　億万長者になりたいっつっても、元の世界に帰れなきゃ意味ないだろ。

「いや、その、ごめん。変なこと訊きいたね」

「ケンジ、お前この世界に未練でもあるのか？」

「そりゃあ……あるでしょ」

　自信のない返答。

「だってこの世界でいろんな人にお世話になったし。いい人もいれば悪い人もいたし。それに僕ぼく、こんなに強くなれた」

「まぁ、チートスキルでやりたい放題できる世界が終わっちまうのは少し寂さびしいけど、でも元の世界よりこっちの方がいいのか？　車もネットもエアコンもないんだぜ？」

「うん、そうだよね。利便性でいえば、元の世界の方がずっといい。僕もあっちに家族や友達がいるし」

「それでもこっちの世界に残りたいって思うのは──」

　そこで俺はピンときた。

「アリアか」

「……………………」

　本当にすぐ顔に出るんだからよ、コイツは。

　耳の後ろを掻かいて目を逸そらすケンジ。

「アリアのどこがそんなにいいんだ？」

「だって、可愛かわいいじゃないか」

「そりゃそうだけど、お前そんな見た目で女選ぶタイプだったか？」

「いや見た目だけじゃないよ。彼女は──その、僕のことを心配してくれて」

「心配だぁ？」

「うん、そう。この世界で僕のことを心配してくれたの、二人目だから」

　言われてみればそうかもしれない。

　ハナから強かったケンジのことを気き遣づかう女なんて、どこにもいない。フリーダのように力を利用しようとする奴やつらばかりで、コイツの内面や事情を気にする女はいなかった。

「一人目はナオトだよ」

「そりゃそうだ。だってお前、めっちゃ危あぶなっかしいし」

　レベルこそ高いが、このバカ正直な性格が心配だ。しかしこの性格だからこそ、俺はケンジを元の世界に帰してやりたくなったんだ。

　こんなクソゲーでケンジを殺されてたまるか。

　俺みたいなクズ野や郎ろうは別にいいんだ。

　だけどケンジは──なんつーのかな、ホラー映えい画がに出てくる子こ供ども役っつーか、無事に生き延のびて欲ほしいと思わせる〝危あやうさ〟と、ある意味では〝可愛さ〟を持っている。

「アリアはお前のバカさに気づいた女ってことか」

「バカって言うなよ！」

「ハハッ、でもそういうことだろ？　お前のレベル以外の面を見てるってことだ」

「……まあ、そういうことになるね」

　ケンジの気持ちは理解した。

　だが、ダメだ。

　この世界が何の制限もない異い世せ界かいだったら、まだ祝福できたかもしれない。

　しかしここはゲームだ。他の転移者プレイヤーがライバルを出だし抜ぬこうとする箱庭だ。

　いつかケンジを殺すヤツが現れる。もしくはケンジの強さを利用する悪人が。転移者に限らず、強い力を持った人間にはそういう人間がつきまとうものなんだ。

　それはあの女だって例外ではない。

「ケンジ。アリアだけはやめとけ」

「なっ……!?」

「あの女はお前を陥おとしいれようとしている。騙だまされてるんだよ」

「なんでだよ？　何を証しよう拠こに……」

「証拠は──」

　言おうとして、迷った。

　確証はあるが、その裏うらの事情がまだ読めない。

　それに正直に話せばケンジが傷きずつく。

　数すう瞬しゆんだが死ぬほど逡しゆん巡じゆんしたあげく、俺はこう答えた。

「……昔、似たような顔した女に浮うわ気きされたことがあってな」

「顔が似てるってだけかよ！」

　ケンジは怒ど鳴なって、そして苦笑した。

「大丈夫だよ、アリアはそんな人じゃないよ。きっと」

「だとしても元の世界に帰るかどうかは、ちゃんと考えておけよ。言っておくが俺は速そつ攻こうで帰るからな。俺がいなくなっても詐さ欺ぎ師しに騙されんなよ」

「わ、分かってるよ、ちゃんと考えるさ」

　その日はそれでおしまいになった。

　俺も久ひさ々びさに女を抱だかずにベッドに入る。今までの疲れが溜たまっていたのか、目を閉とじただけで深い睡すい眠みんが訪おとずれた──







　その日から一週間ほど準備に費やした。

　レベル上げはもちろん、ルートの確かく認にん、そこへ行くまでの装そう備びと移動手段の確保。

　このゲーム、移動手段は徹てつ底てい的てきに封ふう鎖さされてやがる。マンガやアニメに出てくる超ちよう人じんみたいにスィーッと空でも飛べれば楽勝なのに、それもできない。ワープなんてもってのほかだ。

　そういう能力があると、転移者同士が簡かん単たんに出会えてしまうから、ゲームがつまらなくなるんだろう。他にも人間の位置を調べるスキルなども存そん在ざいしない。もしあるとすれば、聖剣のようにチートアイテム扱あつかいなんだろう。

　どこかで俺たちのゲームを見ている神どもは、こういう所だけは公正だ。

　まあいい、魔ま王おう城じようまで行って魔王を倒してしまえばゲームクリアだ。

　必要なものを買かい漁あさりながら、やり残したことはないか確認する。

　俺は旅の道具だけでなく、様さま々ざまな薬や道具を購こう入にゆうした。フェーデルリンツとその部下のスキルを奪うばったおかげで、錬れん金きん術じゆつスキルが［Ｓ］になったのだ。

　薬と薬の合成だけでなく、新たなアイテムの合成もできるようになった。

「つーわけで、フリーダさんにプレゼントだ」

「え……なにこれ……？」

　冒ぼう険けん者しやギルドの一角、人目につかない隅すみっこで俺は彼女に箱を渡わたす。

　中には俺特製のディルドーが入っている。

「あ、これナオトさんのモノにそっくり……いいえ、まったく同じだわ。え、うそ、質感や温度まで同じ……！　材料はなんなのこれ……？」

「モンスターの皮や爪つめを薬品で溶とかして再利用したものだ」

「すごい……これならナオトさんが……」

　その続きを言おうとして、フリーダは口ごもる。

　だから俺が続きを引き取った。

「ああ、俺がいなくなっても寂しくないだろ」

「やっぱり行ってしまうの？」

「言っただろ、魔王を倒すって」

「本気だったのね……」

　魔王を倒しても倒せなくても、もうゲオルンの街には戻ってこられない。

　この世界の全てとおさらばする日が近づいているのだ。だから今までの関係も全て清算しておかねば。

「それでさ、フリーダさんには高性能な馬車を用意して欲しいんだ。こういうの冒険者ギルドなら得意だろ？」

「ええ、それはギルドの業務の一いつ環かんよ。任せてちょうだい」

「悪いな」

「その代わり、お願いがあるの」

　プレゼントの箱を俺に押おしつけ、フリーダは顔を近づけた。

「出しゆつ立たつの日まで、毎日抱いて」

　耳元で吐と息いきのように囁ささやく。

「もう何日もあなたに挿いれられてないのよ。アソコがうずいて仕方ないの。これが最後だって言うなら、私の身体からだに全部刻きざみ込こんで」

「フリーダさん……」

「お願いよ、なんでもするから。私のこと便器だと思って好きにしていいから。だから私にコレを……ください…………」

　キスをして、俺の股こ間かんを手でまさぐる。

　人ひと気けはないといっても、ギルドの廊ろう下かだぞ。

「わ、わかった、わかったよフリーダさん」

　おかしいな、俺のいいなりになったはずなのに、俺の方がいいなりになっている。こんなにグイグイくるタイプの女だったとは。

　まず作るべきはスタミナ回復薬、か。俺の精力とフリーダの欲よく望ぼう、どちらが先に尽つきるか勝負といこうじゃないか。







　出立前にやることはまだ残っている。

　その日のレベル上げを終えて、街に帰る。ギルドで情報を得てレベル80前後の野生モンスターが生息している地ち域いきに赴おもむき、経けい験けん値ちを稼かせいだ。俺は恐きよう竜りゆうのようなモンスターから経験値を吸すい、レベル[image: ]を突とつ破ぱできた。

　フェーデルリンツの基き礎そレベルと同じだが、魔王はその倍はあると思っていいだろう。しかしもうケンジのレベルは[image: ]以上になっている。本気でレベル上げをすればそのくらい上がるのだ。

　アリアとユノもレベル70に近い。この世界の人間ならそれだけでチート級だ。ケンジと一いつ緒しよに戦うだけで恩おん恵けいを得られるから、ラッキーだったな。

　さて、そうして魔王を倒す準備を整えていたある日の夜。

　俺は最後の目的を達成するために、宿屋の一室を訪たずねる。

「よう」

「あ……ナオトさん」

　個室にはアリアだけがいた。

　難むずかしい本を広げて勉強をしている。新しい魔ま法ほうを学ぶつもりだったのだろう。

　俺たちの稼ぎなら相部屋なんかではなく、ひとり一部屋に泊まることができる。本当ならもっと高級な宿も取れるのだが、結局最初の宿にずっと世話になっていた。宿のオヤジさん、いい人だったしな。

「どうしたんですか、こんな時間に」

「ちょっと訊きたいことがあってな」

　俺は彼女が使うベッドに腰こし掛かける。彼女もペンを止めてこちらを見た。

　戦闘用の僧そう衣いではなく、寝ね間ま着きのままだ。ややぽっちゃり気味の健康的な身体のラインがよく見える。

「アリアとユノも俺たちの旅についてくるんだってな」

「ええ。覚かく悟ごは決めました」

「マジで危き険けんだかんな。守れる自信もないし、蘇そ生せい魔ま法ほうだってないんだぞ」

　ゲームでは当たり前にある魔法も、この世界には存在しない。

　死ねばそこで終わり。デスゲームってのはそういうもんだ。

「それでも魔王を倒せば、ユノの村のような悲ひ劇げきがなくなるんですよね？　それってすごいことだと思いませんか？」

「けどアリアがやるべきことじゃない。俺とケンジはまた違ちがう事情があるけど」

「わかってます……でも、私はケンジさんの力になりたいんです。ユノとも話し合って決めました。あの子は村を救ってもらった恩もありますし」

「それってさ、自己満足？」

「え？　……ええ、そういうことになりますね。私が満足したいだけの、それだけのちっぽけな理由です。でもそれは、皆みなさんも同じでしょう？」

　ケンジが人助けをするのも、言わば自己満足だ。

　誰かを助けて笑顔を取り戻す。そうすることで自分が気持ちいい。

　魔王を倒して世界平和を取り戻すのも、その延えん長ちようなんだろうな。物語に出てくるヒーローも、結局は自分の満足感のために戦うわけだし。

　でも、今はそういう話じゃないんだ。

「自己満足で世界平和ってのは別にいいさ。俺が言いたいのはさ、アリアがついてくる理由って、本当は自己満足じゃないだろってことだよ」

「え──」

　アリアの表情が変わる。

「命令されてるんだろ？　俺たちについていって、行動を監かん視しするように」

「だ……誰が私に命令を？」

「そりゃ魔王だよ」

　部屋がシンと静まりかえる。

　平静を装よそおうアリアだが、瞼まぶたが僅わずかに動いている。

　俺が少し念じて〝鑑かん定てい眼がん〟のスキルで覗のぞこうとすると、詳しよう細さいはおろか簡かん易いステータスすら見えなくなった。おいおい、警けい戒かいしすぎだろ。

「なにを言ってるんですかナオトさん」

「お前が魔王の手先だって言ったんだよ」

　今度は聞き間ま違ちがいのないように、ハッキリと告げる。

「そしてお前は魔ま族ぞくだ。そうだろ？」

「……どうしてそんなことを言うんですか？　私は人間です」

「噓うそつけ」

「噓じゃありません！　なにか証拠でもあるんですか？」

「お前のスキルだよ」

「え……」

「あのよく分からない言語のスキルがあったろ。フェーデルリンツが言ってた。魔族しか使えないスキルなんだってさ」

「…………っ！」

　今度こそアリアの顔に怯おびえの色が走った。

　図星を突かれた彼女は立ち上がり、何か行動しようとして──

「……そうよ」

　諦あきらめて、またイスに座すわり直なおした。

　俺を殺すことも、ここから逃にげることも不可能だと知っているからだ。

「答えろ。なんで俺たちに近づいた」

「それは……勇者を監視するため」

「勇者？　なんか特別な意味がありそうだな」

　わざわざそんな名前をつけるってことは──

「お前ら、俺たちの正体も知ってるのか？」

「詳くわしくは知らない……けど、この世界の全ての魔王にとって脅きよう威いだって聞かされた。だから私はどんな連中なのか見極めるために監視に出されたの」

「それでケンジに目をつけたわけか」

「強い人間を探さがせば、必ず見つかると思ったから」

　なるほど、つまりフリーダと同じ目的ってわけか。

　見つけた後にどうするかは彼女と真逆だけどな。

「ん、事情は分かった。だったら魔王城に帰んな」

　むしろ好都合だ。

　これでケンジがこの世界に留まる理由がなくなった。

　アイツを騙して利用する女を追い出す理由もできた。これで俺たちは悠ゆう々ゆう自じ適てきに魔王を退治して元の世界に帰れるってわけだ。

「今ここから去れば、見み逃のがしてやる。二度と俺とケンジの前にツラ見せんな」

「…………」

　しかしアリアは動かない。

　拳こぶしを握にぎり、震ふるえながら自分の膝ひざを見つめている。

「おい、どうした」

「…………て」

「ん？」

「……ケンジさんには黙だまってて」

「なんだと？」

「私が魔族だって知ったら、きっとケンジさん悲しむから」

「そりゃ、まぁ、そうだろうけど」

「お願い、このまま連れていって。私、もうどこにも行けないの」

「あ？」

　何を言い出すんだこの女は。

　魔王の手先ってのがバレた上で、このままでいろってか？　バカなのか？

「最初に会った時の私のレベル──知ってるでしょ？」

　確かレベル20くらいだったな。

　一いつ般ぱん的てきな冒険者でも、がんばれば倒せるくらいの強さ。

　──そういやユノの村を占せん拠きよしていた魔族は、最低でもレベル50くらいあった。

「お前もしかして、相当な落ちこぼれ魔族なのか？」

　遠えん慮りよせずに尋たずねると、アリアは小さく頷うなずいた。

「勇者を見つけても、私には殺すこともできないの。今だってそう。あなたやケンジさんに勝てる気なんかしない」

「じゃあ、逃げて魔王に報告すりゃいいだろ。今のレベルなら出世できるかもよ」

「それは……」

　視し線せんを逸らすアリア。

　魔族としての責務を放り出してでも俺たちについて行きたい理由──

「もしかして、お前、ケンジを──」

　噓だろ。

　俺の期待を裏うら切ぎるように、アリアは小さく頷く。

「私はどちらにも死んで欲しくない。私の創そう造ぞう主しゆである魔王にも、私にまっすぐな生き方を教えてくれたケンジさんにも」

「なんでそこまでケンジを……？」

「だって」

　アリアの答えは、至し極ごくシンプルなものだった。

「ケンジさん、いい人だから」

　俺たちの世界では、それはフる時の常じよう套とう句くだ。

　だけどこの世界では意味合いが違うのだろう。魔王やモンスターの脅威に晒さらされ、治安も良くない。誰かが誰かを利用するなんて、当たり前の世界。

　そんな中、ケンジのようなバカ正直な人間は、魔族ですら惚ほれさせるのか。

「私には何もできないことは分かってる。だからお願い、せめてケンジさんの戦いを最後まで見み届とどけさせて。なんでもするから……！」

　頭を下げるアリアのつむじを見ながら、俺は考える。

　彼女の言葉の真しん偽ぎはどうでもいい。

　要はこのままの関係を続けて欲しいと懇こん願がんされているのだ。

「……そうだな」

　この女は、ケンジにとって邪じや魔まだ。

　ケンジがこの世界に留まったままでは、必ずいつか殺される。

　この女がいる限り、ケンジはこの世界に残りたいと思ってしまう。

　だったら──その未練を断ち切ってしまえばいい。

「……っ!?」

　俺はアリアのあごを摑つかみ、軽く持ち上げる。

　涙なみだでうるんだ瞳ひとみが、俺を見た。

　白い喉のどが鳴り、寝間着の首元から鎖さ骨こつのラインが顔を出す。

　鎖骨の下にある、ふくよかな胸むねを摑んだ。

「あっ…………！」

　ブラジャーをつけていない、布越ごしに感じるたわわな果実の柔やわらかさ。

「黙ってて欲しかったら、俺のオモチャになれ」

「そんな……あっ」

　寝間着の上から乳ち首くびを撫なでると、身をよじって逃げる。

　イスから立ち上がり、俺から距きよ離りを取るアリアは侮ぶ蔑べつの籠こもった目で俺を睨にらんだ。

「そんな人だったなんて……！」

「俺は最初からそんな人だよ。嫌いやならいいんだぜ。ケンジに全部バラす」

「くっ……」

「あいつは強い奴だが、繊せん細さいだ。お前に裏切られたと知ったら、ショックだろうなぁ。テンション下がって、魔王にも殺されちまうかもなぁ」

　魔王のレベルがどれだけ高くても、聖剣があれば倒せると思っている。ケンジの推すい察さつどおり、あれは〝お助けアイテム〟の一種だろう。鑑定眼で性能を見ても、〝魔王に特とつ効こう〟とハッキリ書いてあった。

　だが実際に倒せるかどうかは関係ない。

　ケンジの気持ちを汚けがすという事実が、アリアに選せん択たくを迫せまる。

「分かったら脱ぬげよ。気持ち良くしてやるぜ」

「ひ……卑ひ怯きよう者もの……！」

　それでいい。俺はどんなに手を汚よごしても、ケンジを元の世界に帰してみせる。

　お前は邪魔なんだよ、アリア。

「…………」

　寝間着に手をかけ、ゆっくりと脱ぬぎ捨すてる。

　床ゆかに落ちた薄うすい布から視線を上げると、男好きのする肉が立っていた。

　ムチムチとした太ふと股もも、丸い尻しり、くびれはハッキリしている。その上の巨きよ乳にゆうはフリーダと同じか、それ以上。トランジスタグラマーってやつだな。

　見ただけで勃ぼつ起きしそうなエロい身体の上、羞しゆう恥ちで真っ赤なアリアの顔。

「来いよ」

　アリアの肩かたを抱いてベッドに行く。

　硬かたいベッドに腰掛けると、俺はアリアの唇くちびるを奪った。

「んっ…………」

　舌を入れようとするが、拒こばまれた。

「ん……はぁっ…………！」

[image: ]

　仕方がないので耳から首くび筋すじまで舌を這はわせると、小こ刻きざみに震えた。くすぐったさと快感を我が慢まんしているのがありありと分かる。

　汗あせばんだ首の味を愉たのしみながら、巨乳を揉もみしだく。乳首を責めるのはほどほどに。あまりイジメすぎても疲れさせてしまう。

　コイツはまだ無む抵てい抗こうなだけだ。

　ここから自発的に奉ほう仕しするまで、徹底的に仕し込こんでやる。

「あ…………っ！」

　太股の間の茂しげみに手を入れる。

　まだ濡ぬれていない。

　入口の唇を優やさしく撫でつつ、花か蕾らいの位置を確かめる。小さく触ふれる硬い感かん触しよく。そこに人差し指で円を描えがくように刺し激げきを加えると──

「やっ……！」

　ビクンと痙けい攣れんするアリア。

　感じているアリアの口がわずかに開いたのを見逃さず、俺はそこに口づけした。

「んんっ…………んん……ちゅ……」

　開いた口に舌をねじ込む。

　アリアは俺をはね除のけようとするが、すぐに抵抗を諦めた。

　乳首と花弁を優しく刺激しつつ、舌を絡からませる。こわばっていた身体が徐じよ々じよに柔らかくなっていくのを感じる。

「んっ…………ふむ…………れぅ…………ん……」

　本人は気づいているだろうか。

　最初は緊きん張ちようして手足を閉じていたのに、今では腕うでは脱だつ力りよくし、大おお股また開きになっている。俺の手を受け入れるどころか、ヒクヒクと尻を動かし始めている。

　抵抗しているつもりだろうが、一○分ほど続ければほぐれてくる。

「あ……あっ…………」

　苦しそうな表情は最初と変わらないが、屈くつ辱じよくではなく快楽に耐たえようとする顔になっている。

　そこからさらに二○分ほど愛あい撫ぶを続ける。

「やめ……て……っ……おかしくなりそう…………！」

　舌も首も乳首も股またぐらも、あらゆる箇か所しよを舐なめる。ベッドに寝ねかせて股を開かせ、その中央の花弁に舌を入れた。

　蜜みつが溢あふれる茂みの中を、俺の舌が味わう。

　トロトロに溶けた肉にく襞ひだを舌先で擦こすると、アリアは小さく反応した。もはやこの程度の快楽では身体も驚おどろかなくなっているようだ。

　太股から尻まで指で摩さすりつつ、なすがままにされるアリアを見る。

　顔を見られたくなくて、腕で隠かくしていた。

　その下にどんな顔が隠れているのか見なくても分かる。

　──そろそろ頃ころ合あいか。

「見たくないなら、こうしてやるよ」

　俺はアリアをベッドにうつぶせに寝かせた。

　大きな丸い尻を持ち上げさせ、こちらに向ける。

　ヒクヒクと動く下の唇から涎よだれが垂たれ、シーツを濡らした。

「……………………」

　アリアは枕まくらに顔を埋うずめたまま、何も言わない。

「んっ……！」

　が、もう一度濡れた茂みを擦ると、背せ中なかを反らして感じていた。

「へへ……それじゃ、いただきます、と」

　俺はアリアの尻を摑み、勃起したそれをゆっくりと挿そう入にゆうした。

「あ……あああ……あああああああっ！」

　ぬるっとした感触がきつく俺のモノを締しめ上あげる。その肉を徐々にかき分けていく。

　フェーデルリンツとヤッた時と同じだ。人間とは違う魔族の穴。肉襞が生き物のように動いて根元から先まで舐め回しているような快感。

「っ……気持ちいいぜ…………！」

　油断すると一いつ瞬しゆんで射しや精せいしてしまう。

　今までの愛撫で充分にほぐれているはずなのに、キツキツだ。しかしトロトロの汁しるが潤じゆん滑かつ油ゆになって内側を柔らかくしている。

「や……ああ……っ！　あっ！」

　我慢できず、いきなり腰こしを尻に打ち付けた。

「あっ、あっ、あんっ！　ああっ！」

　尻の肉がぶるんと揺ゆれ、その揺れが腕や胸にも伝わる。

　一突きごとにゴムのように躍やく動どうする肉の感触。摑んだ尻も弾だん力りよくを持つ。

　その背中にしがみつき、後ろから胸を揉んだ。

「やぁ……っ！　あっ！」

　後うしろ髪がみの匂においを嗅かぎながら、俺は無意識に腰を動かした。

　この女、とんでもない名器だ。

　アソコだけじゃねぇ、肉付きといい声といい反応といい、全身が男を悦よろこばせるために作られているようだ。

　フェーデルリンツでもこんなに気持ち良くはなかった。アリアという女が持つ才能の一種だろう。

「くっ……出るっ！」

「な……なかは……っ！　ああああ！」

　我慢できずに一発目を射精した。

　俺の体内で生成されていた精子が残らず吐はき出だされた感覚。尿によう道どうを通ってアリアの体内へ流れ込んでいく欲望の全て。

　同時にイッたらしく、アリアの肉にく壁かべがキュッと締まる。そのせいで俺の根元から絞しぼりとられているような快感が上ってくる。

「はぁ……っ…………はぁ…………」

　震える尻から離はなれると、アリアはぐったりとベッドに横たわった。

「……っ……これで…………満足……？」

「あー……いや……」

　実のところ、まったく満足できない。

　それほどこの女の身体はエロい。

　出したばかりなのに賢けん者じやタイムにならず、俺の頭も下か腹ふく部ぶも煩ぼん悩のうが溢れている。

　その証拠に、まったく萎しおれない。

「悪いアリア。もっかい頼たのむわ」

「え……うそ、やっ！　ああっ！」

　アリアの両りよう腕うでを押さえつけると、仰あお向むけになった彼女にいきなり挿入した。

「あっ！　あっ！　ああっ！」

　一度したから少しは緩ゆるくなっているが、その緩さが逆に気持ちいい。まるで別の穴あなに入れているみたいだ。

　肉襞の具合と分ぶん泌ぴつ液えきの加減で千差万別に変化する穴──

　こんなの誰だってハマっちまうだろ。

「あっ、あっ、あああ─────っ！」

　その日、四回目の絶ぜつ頂ちようを迎むかえたアリアの顔を眺ながめながら、俺は良いアイテムを手に入れたと心の中でほくそ笑んでいた。

　悪いなケンジ。

　この極上の身体も俺がいただくぜ。

　全部お前のためなんだ、許してくれよ。
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　地図によると、城塞都市ゲオルンから魔王城まで北西へおよそ六○○キロ。

　東京から青森がこのくらいだったか？　もっと近かったっけか。

　馬車で行くし、道中にも危険な道はたくさんあるから、半月くらいはかかるだろう。

　その間、中ちゆう継けい所じよなどは存在しない。ここに壁で守られた都市があるのに、わざわざ魔王城の近くに村を構える物好きはいないからだ。

　事実、都市の東西に配置されていたモンスターはレベル１から30くらいの雑ざ魚こだったのに対し、北門から出てすぐにレベル40のモンスターが見えるのだ。

　さらにそこから二時間も進むと、もうレベル60台のモンスターがウヨウヨいる。危険だから近づくなと言われているようだ。

　だが今の俺たちにとってはレベル上げにちょうど良い。

　襲おそいかかるモンスターを斬きり、吸いながら旅は続く。

　フリーダに手配してもらった馬車も完全に武ぶ装そうされており、軽けい装そう甲こうが幌ほろと馬に装そう着ちやくされているので多少の攻こう撃げきでは傷つかない。

　荷台には食料や水など必ひつ需じゆ品ひんが詰つめ込こまれており、俺たちは隅っこで狭せま苦くるしく耐えているか、御ぎよ者しや台だいで馬を操あやつるかのどちらかだ。

　低レベルならば死の旅になるが、今の俺たちは違う。現れるモンスターは経験値とスキルをくれるし、食料になるやつもいる。

　そんな奴らをエサにつまみながら、三日目。

　俺たちは朽くちた砦とりでで夜を過ごすことになった。

「よし……焼けたぜ」

「サンキュ」

　調理スキルで焼いた肉に、適量の塩コショウを振ふる。簡単に見えるが、解げ毒どくスキルがなかったら喰くった瞬間に悶もん絶ぜつしている毒肉だ。

　それを美う味まそうに頰ほお張ばるケンジ。

　かつてはこのあたりも人が住んでいたのだろう。魔王軍との戦いでボロボロになった砦は、もはや虫すら住んでいない遺い跡せきだ。

「アリアとユノは？」

「アリアがユノを治ち療りようしてる。さっき戦ったナントカって魔族の攻撃喰らってたろ。骨ほねが何本か折れてたんだ」

　この砦に住んでいた魔族だ。この辺りの監視を任されていたらしく、レベル[image: ]近い強敵だった。が、レベル[image: ]を超こえたケンジにより一いち撃げきで沈しずんだ。

「すっかりサバイバル食にも慣れたね、僕たち」

「おいおい、俺の調理スキルのおかげだぞ？　感謝しろよ」

「いやー、本当にありがとう。僕も料理を勉強するよ。自じ炊すいできる男はモテるんだろ？」

「そーそー」

　モンスターの肉を頰張り、俺も頷く。

　調理スキルも［Ａ］になっていた。どこかのモンスターから奪ったっぽいんだが、誰が持ってたんだよこんなスキル。おかげで肉がめちゃくちゃ柔らかくなって中までしっかり火が通るようになって、すげぇ美味いぞ。

「ナオト、あとどれくらいで魔王城だと思う？」

「んー、そうだな」

　傍かたわらにあった地図を広げ、現在位置だとおぼしき場所を指さす。魔王城まで、残り三分の一ってところか。

「距離としてはもうすぐだけど、魔王城に近くなるにつれてモンスターも強いのが配置されてるだろうな。気を引き締めていくぞ」

「……うん」

　肉を飲み込み、ケンジは頷く。

「ねぇナオト」

　水すい筒とうの水で喉を潤うるおすと、いきなり奴は宣せん言げんした。

「僕やっぱりアリアに告白しようと思う」

「え、マジか」

「元の世界に帰るか、この世界に留まるか、それから決めてもいいと思うんだ。ナオトは反対したけど、やっぱり俺は彼女の気持ちを知りたい」

「……知らねーぞ、どうなっても」

　コイツが決めたのなら、俺はそう答えるしかない。

　止めたって聞かないだろうしな。
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　ナオトが僕を止めようとする理由は、なんとなく分かる。

　僕はこの世界の人間じゃない。ゲームによって異世界に放り込まれた異い邦ほう人じん。

　もしかしたら長い夢を見ているのかもしれない。

　そんな世界にアリアと留まろうと考えてしまうのは、ネットゲームに依い存ぞんするようなものだ。

　僕の現実は他の場所にある。ナオトはそう言いたいのだ。

　けど、これが本物でも夢でも構わない。

　僕の心は動いている。この気持ちは噓じゃないんだ。

　だから──

「アリア。もしこの旅が終わっても、ずっと僕と一緒にいてくれないか？」

　砦の外。

　獣けものもモンスターもいない荒野の上で、僕は彼女に想いを告げた。

　その時のアリアの表情は、ちょっと表現しにくかった。

　嬉うれしいような、困こまっているような、苦しんでいるような……。

　その感情を表現するためなのか、アリアはとても迷った末に、こう答えた。

「……ごめんなさいケンジさん」

　ああ、そっか。

「あなたのことは、とても大事に思っています。だけど少し考える時間が欲しいの」

「……うん」

「あの、でも、私、嫌きらいってわけじゃないんです。むしろ、とても大切な──だからこそ待って欲しいんです」

　感情以外の事情があるってことなのか。

　ま、そうだよな。

　僕たちの世界だって、仕事や家の事情で交際できない男女はたくさんいる。

　ましてや異世界だ、さらに多くの複雑な問題があるのだろう。

　でも、アリアが僕のことを大切だと言ってくれたことは忘わすれない。

　魔王を倒したら、もう一度彼女に想いを伝えよう。

　そのためには、まず強くなって魔王に勝たないと。

「っ……！」

　唐とう突とつに震えるアリア。

「どうしたの？」

「な、なんでもないですっ、ごめんなさい……！」

　少し顔が赤い気がする。

　連日の戦いで疲れているのだろうか。明日は少し多めに休みを取ろう。
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　ケンジの奴、本当に告ったんだな。

　ま、今のアリアなら断るに決まってる。俺が手を下すまでもなく、魔王の手先なんだからＯＫできるわけがない。

　魔王を倒すまで考えさせてくれってのは、ある意味残ざん酷こくな決断だよなぁ。

「なぁアリア、お前の主人である魔王が殺されてもいいのか？」

「いいわけ……ないでしょっ……！」

　モンスターも寝ね静しずまる深夜。

　砦の外がい壁へきに身体を押しつけて、アリアの尻を撫でる。

　布越しに尻の弾力を感じる。僧衣を着ていても身体のラインが出るから、毎日飽あきさせないぜ。

　そこから下に手を這わせると、さらに面白い感触がする。

　尻肉をかき分けて生せい殖しよく器きに触れようとすると、硬いものが邪魔をするんだ。

「へへっ……言いつけ通り、一日中入れてたようだな」

　スカートのスリットに手を入れ、脚あしの間の茂みに触れる。パンティもはいていないアリアの股ぐらを探さぐり、俺はそれに触れた。

「っ……あああああっ！」

　勢いよく引き抜いたのは、バイブだ。

　もちろん異世界に電動バイブなんて存在しない。だから俺が作った。

　錬金術や加工スキルを駆く使ししてモンスターの素材で作ったところまではフリーダにあげたものと同じなんだが、このバイブには中に小型の蟲むし型がたモンスターが入っている。

　強い力で暴れれば、その運動がバイブに伝わるというわけだ。

　こんなモン、この世界にはなかっただろ。

　ホンモノとは違った快感を与あたえてくれるだろうよ。

「コレ入れたままケンジに告白されてどうだった？　ケンジとヤリたいって思ったか？」

「ケンジさんは……そんな人じゃない……っ」

「そうだなぁ、アイツ童どう貞ていだからここぞって時の押しが足りないよなぁ」

「くっ……ケンジさんの悪口は……！」

「うるせぇよ、ケンジにバレんだろ？」

　俺は唇でアリアを黙らせる。

「ふむっ……！　ん…………！」

　キスをしながら、濡れた股間をまさぐる。俺もズボンを下ろして、屹きつ立りつしたモノを取り出した。

　アリアの手を導いて、それをしごかせる。

　冷たい手の感触が熱い棒ぼうをさらに熱くする。

「んっ……れろ…………はむっ……」

　言葉では嫌がっていたくせに、俺の舌はすんなり受け入れる。

　キスしながら手コキしてもらいつつ、アリアの胸を鷲わしづかみにした。僧衣越しの胸は硬いが、手のひらに載のせるとよく弾はずむ。

「ん……っ……ちゅ…………れる………………」

　アリアのスカートのスリットをさらに広げる。

　液がしたたる太股を撫で、少し持ち上げる。

「静かにしろよ……ケンジたちが起きるぞ……！」

「えっ…………んんーっ！」

　何をされるのか分かったアリアは、とっさに口を塞ふさいだ。

　次の瞬間、立ったまま挿入する。

　よく湿しめった花弁の中に俺のモノが沈み込んでゆく。緊張しているせいかいつもより締まりが強く、奥おくまで入りきらない。

　が、キツいのは入口だけだった。バイブのおかげか、中はもうトロトロに出来上がっている。

「ふっ……ふっ…………！」

　口を押さえて声を我慢するアリア。

「こ……こんな……ところで、あんっ！」

　壁の向こうではケンジとユノが寝ている。

　わざと壁一枚隔へだてたところに呼よび出だしたんだ。

「静かにしねーと、ケンジに喘あえぎ声ごえ聞かれるぜ？」

「やだっ……！」

　連日の戦いでケンジはぐっすり寝ている。

　一度眠ねむったらなかなか起きないタチで、こうして隣となりでハメていてもまったく起きない。

　そしてユノは寝ているフリをして、こっそり俺たちの声を聞いてひとりで慰なぐさめているのも知っている。獣じゆう人じんの耳は人間より優ゆう秀しゆうだ。

　そろそろアイツも可愛がってやらねーとな。

「声、聞かせてやろうか？　ケンジどんな顔するだろうなぁ？」

「お願い、それだけは…………あんっ！」

　よく締まる穴もいいが、こうして出来上がった穴もいい。魔族特有の造りなのか、粘ねん液えきが人間のものよりドロドロしている。それ自体が肉のように弾だん性せいがあるんだ。

「僧衣でヤるのもたまんねぇ……コスプレみてーだ」

「こ、こすぷれ……？」

「いや、この世界でもコスプレは可能だよな。へへ、今度何か着せてみるか」

　幸い金はあるが、果たして使う機会は訪れるのか。

　魔王を倒したら、元の世界に戻る前に城塞都市に寄るのも悪くない。

　想像したらこみ上げてきた──

「くっ……出すぞっ」

「や、中はやだ……あああっ！」

　アリアの懇願を無む視しして、残らず中に放出する。

「あ、あっ……あああああっ……！」

　俺にしがみついて精液を受け止めるアリア。

「う…………っ」

「……ふぅ…………気持ち良かったぜ」

「…………バカァ」

「そう睨むなよ。お前も気持ち良かったんだろ？」

「…………っ」

　その質問には答えないが、先ほどまでのアリアのよがりっぷりがなによりの証拠だ。

　拒きよ絶ぜつの態度を維い持じしつつも、すでに俺のモノにハマりつつあるようだ。

　魔王城に着くまでに堕おとせるか──

　いや、堕としてみせるとも。

　その前に俺がこの名器にハマりそうで怖いけどな。
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　案の定、魔王城近辺はめちゃくちゃ強いモンスターばかり揃そろっていた。

　レベル[image: ]以上のモンスターが普ふ通つうにそこら辺を歩いている。クソデカい恐竜みたいなやつもいれば、人間と同じサイズの魔族もいる。

　隔てるものが何もない荒野ではあっさり見つかるので、戦いを避さけることもできない。

　徐々に歩みが遅おそくなるが、それでも着実に魔王城への道のりを進んでいる。

　しかし最初の頃ころに比べて、俺たちも戦い方を覚えてきた。ケンジはまっすぐにレベルアップするとして、俺はモンスターから奪ったスキルも増えて戦略に幅はばが広がった。

　足手まといかと思われたアリアとユノも、自らの身みの丈たけに合った戦い方を編み出した。アリアは俺とケンジが戦いやすいように強化魔法を重点的に、ユノは敵の目を攪かく乱らんするような戦法を採るようになった。

　特にユノはケンジより素早い体たい軀くを生かして、残像を幾いく重えにも生み出すスキルを覚え、敵が動どう揺ようしているスキにケンジがトドメを刺さすというコンビネーションにまで発はつ展てんできるようになった。

「よっしゃー！　師し匠しよう、ナイス！」

「ナイス、ユノ！　このコンボがあれば大たい抵ていのモンスターはいけるよ！」

　ハイタッチをする二人。身長差があるコンビだが、とても息が合っていて、見ていて面白い。

　戦力は充分だ。

　あとは魔王城を目指すのみ。

　もちろん、休息もしっかり取らなくては──







　その日の夜も、調教は続いた。

「あっ、あっ、ああっ！　ああ──っ！」

　洞どう窟くつの中で乱みだれているユノ。

　俺の上に乗り、下の口で肉にく棒ぼうを丹たん念ねんにしゃぶるように腰を振っている。

　自分で気持ちいいポイントを見つけたのか、腰を前後左右に振りながら時折ビクンと身体を震わせる。小さく何度もイキながら、まるで俺をバイブのように扱っている。

「気持ちいい！　コレ気持ちいいの！　ナオトの、いっぱい、ああっ！」

　暗くら闇やみに照らし出されるユノの細い身体が光っているのは、汗だけではない。

　全身に塗ぬりたくられたオイルの効果もある。

　錬金術スキルで作り出したローションのようなものだ。媚び薬やく成分も少し入っているが、メインは潤滑油としての役目だ。

　まるでじゃれる動物のように身体をこすりつけ、俺の肌はだをスポンジのように使う。

「はぁん……ナオトォ…………ナオトォ……！」

　抱きついてヌルヌルとした感触を愉しみつつ、下はもっと粘ねばり気けのある汁を出す器官で俺のモノを味わう。

「あっ、あっ、ああ……っ！」

　また身体が跳はねた。

　何度目の絶頂なのか、もはや数えるのすら億おつ劫くうだ。

「はうん……ふむ…………ちゅ……」

　しなだれかかって俺の上に倒れるユノ。腰を動かさない代わりに、俺の舌を舐める。

「れる…………ちゅ……ナオト……好きぃ……」

「おいおい、ケンジのことはいいのかよ？」

「師匠は……師匠として…………尊そん敬けいしてる…………ちゅ……」

　キスをしながら溺おぼれるような声で答える。

「でも……今はナオト…………ナオトとハメハメするの……一番好きぃ……あっ」

「へへ……だってさ、ケンジ」

　俺は顔を横に向ける。

　旅用のシーツの上で寝ね転ころがっているケンジがいた。

　一メートルも離れていない場所で、何も気づかずに眠ってやがる。

　ま、さすがにスキルを使わせてもらったがな。どれだけ隣で叫さけんでも、朝まで起きやしないはずだ。

「あっ、ああっ、ああ───っ！」

　それを知ってか知らずか、いつも以上に喘ぐユノ。

　このところアリアばかり抱いてたからな。

　一日一発程度じゃユノも満足しなかったようだ。

「明日には魔王城──か」

　洞窟の外には、夜の荒野が広がっている。

　その荒野の中に、ぽつんと建っている城。

　シンデレラ城なんて大きさじゃない。遠近感が狂くるうほどの大きさだ。

　俺たちが拠点にしていた城塞都市ゲオルンは、ちょうど東京二三区と同じくらいの広さだと聞いていたが、それの半分くらいの大きさじゃないか？

　ゲオルンが壁に囲まれた都市であるように、あの城もそれ自体が街なのかもな。

「久々の帰省ってことになるのか、アリアにとっては」

　密みつ着ちやくして上下している俺たちの横、ケンジの向こうにはアリアが座っていた。

「っ…………！」

　今夜は何も手を出していない。

　ただユノとの交わりを見せつけているだけだ。

「悪いがこっちも必死なんでな。お前のご主人様だろうが、全力で行かせてもらう。その結果、この国も少しは平和になるだろうからな。俺もケンジに感化されちまったかな」

「……好きに……すればいい……」

　アリアは正せい座ざしたまま、身じろぎしている。

　スカートの中に手を入れ、中をまさぐっている。ユノの叫きよう声せいに混じって、クチュクチュと水音が聞こえているぜ。

「魔王様が負けるなら…………それは……戦った結果……ケンジさんは…………きっと正せい々せい堂どう々どうと……戦って……んっ……！」

　息が荒あらくなっている。

　オナニーでは満足できないだろう。

　こっちはもっと気持ちいいことをしているんだぜ。

「あ……はぁっ……もっと、もっとォ！　気持ちよくしてっ！」

　理性をなくし、獣のように俺の上で動くユノを見て、アリアもそうなりたいと思っているんだろう？　興味ないフリをしていても、もう一時間も見せつけているんだ。

「あ、あああ、ああああああーっ！」

　またユノがイッた。

　調合したローションも汗ですっかり流れ落ち、ベタベタした感触になる。

「あ…………はぁ…………」

　これだけヤればユノも満足しただろう。

　俺の上から転がるようにして降おりると、そのまま隣で荒い息を立てる。モンスターとの戦闘より疲ひ弊へいしてるじゃねぇか。

　しかし俺はまだ射精していない。体力もバッチリだ。

「さて、アリア」

　俺は自分で慰めている彼女に声をかける。

「どうする？　コレ、空いたぜ」

「っ……！」

　股間を指差すと、アリアは露ろ骨こつに目を背そむけた。

　仰向けになっていると、自分の状態がよくわかる。

　まるでそこの魔王城の塔とうのようにそそり立っている。昔からこの大きさだったから自覚はないんだが、どうも人と比べてかなり大きいらしい。

　ケンジの股間と俺のを見比べるアリア。

　勃起したケンジがどれほどのものなのか、俺も知らない。が、それでもケンジよりは俺の方がテクも経験も上だ。唯ゆい一いつ勝っている部分だな。

　そのアドバンテージに視線を注ぐアリア。

「…………分かった……わよ」

　俺は何も命令してない。

　しかしアリアにとって何らかの〝強制された体てい裁さい〟が欲しいのだろう。

　その場で服を脱ぐと、無言で俺の上にまたがった。

「……ん…………あっ！」

　とっくに準備完了している股間を俺のモノに押し当て、一気に下まで入れる。

「あ……ああああっ！」

　キツい肉壁でしごくユノの穴に比べて、アリアのは変へん幻げん自じ在ざいの名器だ。今はすっかり蕩とろけており、ずっと待っていたのがバレバレだ。

　もう身体は噓をつけない。どれだけ態度で拒絶しても、身体が俺とのセックスを求めてしまっているんだ。

「あっ！　ああっ！　あっ……んっ！」

　俺の上で乳ち房ぶさがぶるんぶるん揺れる。

　残像が見えるほど激はげしく揺れる白い肉体と、それより速く動く腰。

　ユノと同じように自分で気持ちよくなるポイントを探している。鉱脈を掘ほり当あてた時の嬉しそうな顔といったら。

「嫌がっていたわりには、自発的に腰を振るようになったな」

「ち、違ちがっ……これは……あなたに言われて仕方なく……っ」

「俺は何も命令してないぜ？」

「無言の……圧力よ…………ああんっ！」

「はいはい、そういうことにしておくよ」

　まったくこの女は。隣にケンジがいるってのに、最初から遠慮せずに乱れていることに気づいているんだろうか。もはや眼中にないんだろう。

　俺もムチムチの太股を摑み、下から突き上げた。

　同時に先せん端たんでＧスポットを擦るように動く。

「はぁんっ！　それ……ダメぇっ！」

　知ってるよ。

　正直になっているアリアへのご褒ほう美びのようなもんだ。

「あああああんっ！　おかしくなるっ！　おかしくなっちゃうのっ！　ダメ、イク、イクイクッ、やだっ、ああああっ！　あああああああん！」

　──明日は魔王との決戦の日だ。

　だというのに、アリアもユノも最終的に一○回以上イキやがった。

　戦闘中に腰イワせないか心配だ。

　ま、そういう俺も五回は中に出してやったがな。

　自己回復のスキルはこういう時にも役に立つ。
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　予想通り、魔王城はそれ自体がひとつの都市のようなものだった。

　城じよう門もんを守る無数の魔族を蹴け散ちらし、その中に入ると世界が変わる。

　荒野に建っていた巨きよ大だいな城は、いわば室内テーマパークのような世界。壁へき面めんに魔法で風景が描かれ、城の中にまた別の建物がいくつも存在していた。

　城のようなものがいくつも立たち並ならぶ魔王城内部には、多くの魔族が住んでいた。

　それは城塞都市ゲオルンのような生活。住じゆう宅たくがあり、商店があり、ギルドがあり、広場があって──普通の生活をしている魔族だらけ。

　そこへ踏ふみ込こんだ俺たちは、異い質しつな存在だ。

「ゆ……勇者だぁっ！」

　魔族は俺たちを見ると、ビックリして逃げ出していく。

　逃げる魔族のステータスを見てみると、なんとレベル１から10という低さ。

　魔族の市民、というものが存在するらしい。

　その市民を守るために、衛兵のような魔族が駆かけつけてくる。こちらはレベル[image: ]超えの猛も者さ揃ぞろいだ。

　とはいえ、レベル[image: ]のケンジには束になっても勝てないだろう。

「おいアリア。こりゃどういうことだ？」

　俺は小声で彼女に尋ねる。

「どう……って、見たままよ。魔王様が統治する国よ」

「統治、って、ああ、そうか……ま、そりゃそうか」

　魔族にだって生活はある。人間のように意思がある以上、衣食住を揃えるために働かなくてはならないし、その過程で社会もできるか。

　アリアだって魔族なのに、人間のような常識があるもんな。

　人の姿すがたをしていると、そういう生活様式が自然とできあがるのかもしれない。

「おいケンジ、どうするよ？」

「う……うん」

　先頭に立つケンジも動揺している。

「罪のない魔族もいるんだよね……？」

「たぶんな」

「だったら、魔王だけを倒そう。まっすぐに魔王の住処すみかへ」

「そう言うと思ったよ」

　ここで住民全員を殺してまわったら、俺たちこそ魔王軍だ。

　俺はクズだが殺さつ人じん鬼きじゃない。

「勇者ども！　この街はやらせんぞ！」

　槍やりを持った魔族の自じ警けい団だんが俺たちを取り囲む。

　レベル[image: ]超えとはいえ、こいつらも市民の一部だ。

「おい！」

　話が通じることを願って、俺は魔族に呼びかける。

「魔王はどこだ！　うまくいけば話し合いで終わるかもしれないぜ！」

「な……んだと……？」

　動揺が走る魔族たち。

　実のところ話し合いで終わらせる気は微み塵じんもない。しかし俺の提案に心を動かされた何人かの魔族の視線が動くのを見逃さなかった。

　北──

　あのビルのような四角い建物だ。

「全員走るぞ！　〝フェザーブースト〟！　〝倍加〟！」

　スキル名を叫ぶと、俺はアリアとユノの身体を両りよう脇わきに抱かかえた。

　一時的に強化された筋きん肉にくとスピードで魔族たちの包囲を突破する。逃にげ惑まどう魔族の市民を追い越し、とにかく北へ。

　進めば進むほど、人間の街によく似ている。

　広く長い通りを北に進むと、すぐに目的の場所に辿たどり着つく。

　湖の上に浮かぶ、四角い建物。

「ここが……魔王城……の中の魔王城？」

　小脇に抱えたままのユノが呟つぶやく。

「…………？」

　そこまで来て、俺は街の方を振り返る。

　大騒ぎになっている魔族の街だが、なんだか噓くさい。

　この湖の上の魔王城もそうだ。

　最初の印象──室内テーマパークという感想がより強くなった。

　まるで見せるために作られたかのような、奇き妙みような城。

　誰かが住んでいる都市なはずなのに、ハリボテのような既き視し感かん。

「なんか……気持ち悪い街だな」

　アリアには悪いが、俺は素直な感想を述べた。

「…………」

　彼女は答えない。

　追っ手も来ないようなので、俺は二人を降ろした。ちょうどそこでスキルの効果が切れ、腕にわずかな痺しびれが生じる。女とはいえ、二人も抱えれば負ふ担たんはかかる。

「ナオト！　無事か!?」

　すぐにケンジも追いついてきた。

「って、なんだこの城……？」

「ケンジも変だと思うか？」

「うん。なんだか作られたものっていうか……ゲーム的というか」

「ああ、分かるわ」

　ゲーム的。

　それもそうだ。俺たちの最終目的がここにいるのだから。

　ランドマークとしては分かりやすい。

　最終決戦の場に相応ふさわしいじゃないか。

「行こうナオト、みんな。最後の戦いにしよう」

「ああ」

　俺の後ろに控ひかえているアリアとユノも頷く。

　この中に魔王が待っているんだ──

　期待に胸を膨ふくらませ、湖の上の橋を歩く。

　巨大なビルまで一キロ以上あるが、門番などの邪魔は一切入らなかった。魔王城の外門を守っていた大量の魔族と戦って以来、誰とも戦っていない。

　そして、魔王城の中ですらも。

　ラストダンジョンのようなものを期待していたのに、何もなかった。

　そう、何もないのだ。

　巨大なビルの中は、巨大な空くう洞どうだった。

　白く四角い空間があるだけ。

　ハリボテというなら、こちらの方が近い。

　その空間の中央に、たったひとりで待っている──魔王。

　玉ぎよく座ざなんてものじゃない、そこらの家具店で買えそうなイスに座っている老人。

　ボロボロのローブを着ており、人間よりもずっと白い肌。まるでひからびたゾンビのようだ。

　こんな弱そうな奴が、魔王？

「……よく来た、勇者よ。それとも〝転移者〟と呼んだ方がいいか」

　嗄しやがれた声に力はなく、立ち上がろうともしない。

「あー……えっと」

　俺は頭を掻きながら、どう切り出せばいいのか迷った。

　ハッタリで〝話し合い〟と言ったが、本当に今は殺し合う気になれない。牙きばを剝むいて襲ってくるモンスターならともかく、こんなヨレヨレの爺じいさんだぜ？
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「ひとつお訊きしたい。あなたは本当に魔王なんですか？」

　一歩前に出て尋ねるケンジ。

「僕にはあなたのステータスが見えない。ナオトはどうだ？」

「え？」

　言われて俺も鑑定眼スキルで爺さんを見る。




　？？？？　LV???　HP???/???　MP???/???




　本当だ。全部隠されてやがる。

「私は特別な存在だ。故ゆえにこの世界の理ことわりにも、奴らの理にも触れられない」

「奴ら……？」

「この世界の住民は、それを〝神〟と呼ぶそうだ。ま、君たちにとっては〝悪あく魔ま〟かもしれないが」

「それじゃあ、あなたは──」

「私は〝神〟に造られた存在。ゲームの終着点としての、最後の障しよう害がいだ。君たちの言葉では〝ラストボス〟と呼ばれるのだったか」

　つまりラスボス。

　ゲームのために配置された存在だと、自覚しているのか。

「じゃあ、魔王って……いや、魔族やモンスターって……」

「全ては転移者の邪魔をするために、我われ々われが生み出した駒こまのようなもの。だが我々も滅ほろびるつもりはないし、繁はん栄えいする望みがある。我われらが生まれてから数千年、この日のために眷けん属ぞくを増やし、安あん寧ねいに暮くらせる土地を奪い続けた」

「繁栄の目的が、俺たちの邪魔をするため……なのか」

　将しよう棋ぎの駒を並べる作業のようなものか。

　ずっと前から俺たち転移者が来ると知らされて、そのために準備していたのか。

　全部〝神〟とやらのゲームのために。

「…………ふう」

　魔王はため息をついた。

「我わが一族は〝平和と繁栄〟を望んだ。しかし魔王の中には違う目的で動く者もいる。世界の破は滅めつを望む魔王もいれば、無を求める者も──貴き様さまらがここに来たのは、ある意味幸運と言えよう」

「つまり穏おん健けんな魔王って言いたいのかよ」

「だからといって、手を抜くつもりはないがな」

　魔王がイスから立ち上がる。

「ここを動くのは数千年ぶりだ──」

　彼の周囲に黒いオーラが集まりだした。

　真っ白な部屋を黒く染そめ上あげるほどの、強大なオーラ。吸い込まれそうなほどの勢いが凝ぎよう縮しゆくされて彼の身体に吸い込まれていく。

「下がって！」

　ケンジが手を伸のばして俺たちを庇かばう。

　同時に聖剣を抜いた。

　黒いオーラを掻き消すように、白いオーラが生まれる。

　互たがいのオーラが魔王城の内部で混ざり合い、せめぎ合う。まだ睨み合いの状態なのに、すでに戦っているかのようだ。

「造られた存在とはいえ、我にも生の執しゆう着ちやくというものはある。この存在が神の遊ゆう戯ぎの駒であるとしても、生きる権けん利りはある──」

「悪いけど、僕たちにも戦う理由があるっ！」

　聖剣を構え、ケンジは走り出す。

「〝スピードブースト〟！　〝連れん環かん六ろく合ごう剣けん〟！」

　上じよう段だん、中ちゆう段だん、下げ段だんから同時に繰くり出だされる、計六回の斬ざん撃げき。

　流れ星のようなオーラを残して、魔王に最大スキルで斬りかかるケンジ。その一撃は魔王の身体を斬きり裂さこうとして──

「はぁっ！」

　バリアのようなものに弾はじかれた。

「くっ！」

　向かっていったスピードをそのまま返されたように吹ふき飛とぶケンジの身体。白い床に転がると、間かん髪はつ入れずに立ち上がり、再び斬りかかる。

「うおおおおおっ！　〝三倍化〟！　〝ハードクレセント〟！」

　パワーを溜めた聖剣による斬撃。

　しかしそれも魔王のバリアに防がれてしまう。ケンジの剣はゴムボールを叩たたいたように弾かれて、後ろに引っ張られる。

「どうして……聖剣は魔王を斬れるはずじゃ……」

「そうだ」

　魔王も否ひ定ていしない。

「だから防ぐ術を編み出した。人間の攻撃を全て防ぐ防ぼう壁へきを、数千年かけて作った。我が命を存ながらえさせるために」

「なんだ……それ……人間の攻撃を防ぐって」

　チートじゃねぇか！

　なんて卑ひ怯きような──と言おうとしたけど、そうでもないか。

「この防壁に三度助けられた。貴様らのように我が命を狙ねらう異い界かいからの勇者を三人蹴散らしてくれたわ。どちらも生き残るため、必然の戦いだった」

　弱点があるなら、それを補おぎなおうとするのが当たり前だ。魔王側が対たい策さくしちゃいけないなんて〝神〟とやらでも決めてなかっただろ。

　それに聖剣があるからって、すんなり勝たせるような〝神〟だったら、こんなクソゲー最初から考えていなかっただろうよ。

「ケンジさん！」

「師匠！」

　アリアとユノが倒れたケンジに駆け寄る。

「へ……平気、ケガはないから」

　起き上がるケンジに最初ほどの力がないのは、メンタルのせいだ。

　聖剣が効かないのなら、どうやって勝てばいいか考えている。しかしアイツにはその術がないだろう。

「アリア！　ユノ！　そいつを頼む！」

　だから俺は叫ぶ。

　次にスキル名を唱える。

「〝ハイドダークネス〟！　〝サプレッション〟！　〝ミラージュウォーク〟！」

　一時的に俺の身体が見えなくなる。さらに消音効果つきだ。

　攻撃が効かなくても、こっちのバフなら対たい処しよできないだろ。

「〝スピードブースト〟ッ！」

　加速のスキルを使い、俺は魔王の背はい後ごに忍しのび寄よる。忍ぶっつっても全速力だけどな。小さなイスの背後に回ったところで──

「分かるぞ、貴様の位置も」

　魔王が俺に指を向ける。

　その指の先端から青白いビームが出て、俺の頭ず蓋がい骨こつを貫つらぬいた。

「かかったな！」

　だがそれは残像。

　ユノが先日覚えていた、残像を幾重にも出して敵を攪乱する技。あれを〝吸きゆう魔ま〟のギフトで覚えておいて正解だった。

　俺は魔王に肉にく薄はくすると、さらにスキルを唱える。

「〝召喚サモン〟ッ！」

　手のひらの先の空間に赤い魔ま法ほう陣じんが出現する。

　光る円から出現したのは──青い肌の魔族。

「〝縛魔衆牢陣エンケテネス：二ズ式ム：堅水フイロード〟！」

「ぬ……っ！」

　上半身だけ姿を現したそいつ、フェーデルリンツの術式が魔王の身体を束そく縛ばくする。

　俺がこいつのスキルで奪った、こいつ自身の権利。

　呼べばどこにでも現れる便利なオナホ程度にしか思ってなかったが、こういうことでも役に立つんだ。

「お……お許しを、父上！」

　そう言ってフェーデルリンツは魔法陣の中に引っ込んでいく。

　だが所しよ詮せんレベル[image: ]、魔王の動きを止めるのなんて一瞬だ。

　しかしその一瞬でいい。

　もう俺は魔王の目と鼻の先にいるんだから。

「〝影魔赤指針ベリグリム：四ロ式ム：毒竜シケード〟！」

　俺の指先から放たれる赤い光線が魔王の土ど手てっ腹ぱらに突き刺さった。

「な──!?」

　効いた！

　全ての魔ま力りよくを凝縮して叩き込む、一撃必殺のスキル。

　攻こう撃げき力りよくは最高級だが密着するほど近づかないと使えない弱点もある。そのために移動スキルも駆使して近づいたんだ。

「ばか……な……！」

「今だケンジ！」

「おおっ！」

　ケンジが走る。

　聖剣からオーラを逬ほとばしらせて、一直線に魔王に向かって。最後まで愚ぐ直ちよくにまっすぐに走るのがケンジの戦闘スタイル。

「や……らせぬ！」

　そんなケンジに指を向ける魔王。

　が──

「〝ハードヒット〟！」

　俺と同じように潜せん伏ぷくスキルで姿を消していたユノの刀が、魔王の腕を叩く。刀で弾かれた魔王の指先からビームが放たれ、ケンジの横へ逸れていった。

「獣人──!?」

　驚く魔王に向けて、今度こそケンジは一撃を放つ。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　振りかぶった聖剣を──投げた。

　小さな星のようにキラキラ輝かがやく剣。

　スキルによって強化されたケンジの剣は風を斬り裂き、爽さわやかな音を立てて飛ぶ。

　それは持ち主のようにまっすぐ、魔王の胸に突き刺さった。

「お……おおおおおおおお…………！」

　聖剣は魔王の胴どうから背中まで抜け、光のオーラが傷きず口ぐちから溢れ出す。金貨の袋ふくろを破ったように、ボロいローブから光がどんどん漏もれていった。

「おお……お………………」

　床に膝をつき、うなだれる魔王。

　彼を覆おおっていた禍まが々まがしいオーラが徐々に晴れていく。

「倒した…………のか？」

　しゃがみ込む魔王に、俺は恐おそる恐おそる近づいた。

　反はん撃げきとか、してこないよな……？

「……そうか………………」

　魔王は自分の傷を見つめ、得とく心しんして頷く。

「聖剣を投げたか……人間の手を離れた以上、それはただの剣…………私を討うつことのできる聖なる力そのもの…………」

　あの一瞬で、みんなよく気づいたものだ。

　人間用のバリアを張っているなら、人間以外に攻撃させればいいと。

「そして獣人の一撃…………一瞬だが、よく私のスキをついた…………」

　ユノもよく俺の真ま似ねをして魔王に近づいたものだ。

　レベル差からいったら、一撃で死んでしまうほどの力関係だ。かなり勇気が必要だったに違いない。

「……だが…………貴様は……なんだ……？」

　魔王は俺を見る。

「人間の攻撃が通じないと知り…………真っ先に魔族を召喚し、貴様自身も魔族の技で私を攻撃した……貴様は……人間ではないのか…………？」

「……人間だよ」

　と、答えてはみたものの、どうかな。

　このスキルは俺が奪ったものだ。

「あの赤い光…………あれは…………我が一族の技…………」

　そこで魔王は俺から視線を逸らす。

　ずっと戦いに参加せず、魔王が倒される様を見ていた、アリア。

「お……お父様…………」

「アリア…………我が娘むすめよ……」

　魔王が魔族やモンスターを作ったって言ったけど、それでいくとアリアはこいつの娘ってことになるのか。

　そりゃ、父殺しは誰だってしたくないよな。

　色いろ々いろと迷っていたのは、そういう理由だったのか。

　だが、魔王の命を奪うきっかけになったのは、俺が使ったアリアのスキル。

「アリアよ……人間に技を伝授したのか…………？　なぜ……私を……裏切った……」

　そこで魔王の目が見開かれる。

「……そうか…………そういうことか……」

　血走った目がアリアを見る。

　そして次に俺とケンジを交こう互ごに見た。

　手を伸ばそうとして、その力もないことに気づく。




「お前は…………この男に…………」




　顔を背けるアリア。

　魔王からも、俺からも。

　そうした彼女の視線の先には──ケンジがいた。

　目が合ったケンジは、それを何かの答えと解かい釈しやくしたのだろう。

「そうだ。アリアは僕と一緒に未来を作る道を選んだんだ」

　魔王に近づいて、ケンジはそう答えた。

「アリアがあなたの娘だろうと関係ない。僕はアリアと平和な世界を作る。魔族も人間も関係ない、平和な世界を作る道だってあるさ」

「…………貴様は……」

　魔王は何かを言おうとして、そしてとうとう倒れた。

「お父様！」

　アリアの呼びかけもむなしく、魔王の身体が発光する。

　眩まばゆい光に目を閉じ、しばらく待ってから視し界かいを取り戻すと、そこにはボロいイスとローブしか残っていなかった。

　静かだった空間に、再び静かな時間が訪れる。

「これで……終わり、か？」

　よく分からない。

　魔王がいないってことは、そういうことなのか？

　ケンジも周囲を見回しているが、特に変化のようなものはない。

　そうして数十秒ほど迷っていると──

　魔王が座っていたイスの上に、蛍ほたるのような何かが光っているのが見えた。

　そいつは俺とケンジにしか聞こえない声で、こう告げたのだ。




　──おめでとうございます。見事魔王を撃げき破はした木きの下したケンジ様、桐きり谷たにナオト様には報ほう酬しゆうとして〝願がん望ぼう券けん〟をプレゼントいたします──
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　魔ま王おうを倒たおせばその場で願いを叶かなえてくれると思ったけど、そうじゃなかった。

　手に入れた〝願がん望ぼう券けん〟とやらは、いつでもどこでも願いを叶えてくれるアイテムで、もらった人にしか使えない。ステータスのように、念じればいつでも目の前に現れる。他人に奪うばわれることもないそうだ。

　要はこの世界に別れを告げる前に、やり残したことを済すませてこいという〝神〟の配はい慮りよだとナオトが言っていた。

　僕ぼくもやり残したことはある。

　魔王を倒しただけじゃ、この旅は終わらないんだ。

　決意を胸むねに城じよう塞さい都と市しゲオルンに戻もどると、いきなり衛兵に取り囲まれた。

　何か悪いことをしたのかと思ったけど、その足で都市の領主が待つ官かん邸ていに担かつぎ込こまれ、そこでヒゲ面づらの偉えらいおじさん数人に泣きながら抱だきしめられた。

「おお、勇者ケンジよ！　そなたを未み来らい永えい劫ごう讃たたえ続つづけよう！　本当にありがとう！　国を代表して礼を言わせてくれ！」

　悪あしき魔王を倒した勇者としてさんざん胴どう上あげされたあとは、都市全体で祝勝パーティを開いてくれた。別に僕たちのためではなく、みんな喜びたかったんだ。

　王都から王様もやってきて、僕と握あく手しゆ。

　一いつ般ぱん人じんの僕に会いにわざわざこの都市にまでやってくるのは歴史上初めてだとか。この国の風習はよく知らないけど、とにかくとんでもない偉い業ぎようらしい。

　そういう形式的なことをやった後で、ようやく僕たちもパーティに参加できた。

「カンパーイ！」

　いつも夕食を食べている潮しお風かぜ亭ていというレストランの外、祭りのために特設されたテーブルで僕たち一行は夕食にありついていた。

　夜空には花火が上がり、広場では楽団が朝から夜まで演えん奏そうを続けている。

　全てタダで振ふる舞まわれる肉や魚、そして酒は一ひと際きわうまい。

「やったなケンジ！　とうとう俺おれら魔王を倒したんだ！」

「ああ！　これで全部終わりだ！」

　何度も乾かん杯ぱいをしながら、僕はナオトと笑い合った。

　思えば長い旅だった。

　この世界に転移させられてからおよそ半年くらいだろうか。

「行き倒れてから、冒ぼう険けん者しやになって、戦いまくって……なんだかあっという間だったよ」

「お互たがい死ななくてよかったぜ、ホント」

「僕はナオトがいなかったら死んでたよ」

「んなことねーって。お前の強さだったら、何やったって生きるさ」

　僕のことはよくバカだなんだと貶けなすくせに、こっちが褒ほめるとそうやってナオトはいつも謙けん遜そんする。

　バカ正直だと言われるように、僕はナオトをいつも正当に評価しているんだ。

　彼がいたからこそ、僕はまっすぐに戦えた。誰だれかを信じて、助けることができた。疑うたがうのはいつも彼の仕事だった。神経を使わせて、申もうし訳わけないとも思ってる。

「助かったのは、ナオトだけのおかげじゃない。ユノ、君にも何度も助けられた」

「助かったのはボクの方だよ！　師し匠しようのおかげでみんな笑顔になれたんだし！」

　串くしに刺ささった焼き魚を頰ほお張ばるユノ。

　レベルは僕の半分以下なのに、魔王相手にも勇ゆう敢かんに戦ってくれた。ギフトもないその身体からだで、よくついてきてくれたと思う。

　彼女はこれから村の再建をするのだろう。

　魔王軍によって散り散りになってしまった村人を集め、また生きていく。その時は聖せい剣けんを返そう。たしか観光業で食べている村だから、聖剣がないと困こまるはずだ。

　そして──

「アリアも、本当にありがとう。君のおかげで魔王を倒せた」

「……私は」

「いいんだ。君が魔ま族ぞくだって、もう知ってるし」

　魔族にだっていい人もいれば悪い人もいる。あの魔ま王おう城じようで暮くらしていた住民のように、平和を愛する魔族だっているし、冒険者に憧あこがれる者もいる。

「なぁ、ちょっと聞いてくれないか」

　ジョッキを置くと、僕は仲間たちに自分の想いを伝える。

「魔王が倒れたことで、魔族の動きも変わると思う。今まで平和に暮らしていた魔族の生活に変化が起きるはずだ。僕はその動向を見守りたいと思う」

「ええ……？」

　ナオトが呆あきれた声を出す。

「それってお前、魔王軍の後始末まで引き受けるってことか？」

「人を苦しめる魔族はともかく、優やさしい魔族はできるだけ保護したい……と思うんだけど、ダメかな？」

「いや、ダメってことは……うーん」

　考えこむナオト。そりゃそうだよね。

　彼は僕と一いつ緒しよに元の世界に戻りたいんだ。

　けど僕はアリアがいるこの世界も大切にしたい。

「ケンジさん……ありがとう」

　僕を見つめて、アリアは微笑ほほえんでくれた。

　それが答えだと、僕は思ったんだ。







　おなかいっぱい食べて、ほろ酔よい気分になるまで飲んだ。

　他のみんなも食事に満足したので、一度解散することにした。宿で休みたかったり、祭りを散さん策さくしたい人もいるだろうし。

　願望券を使うのは魔族の問題が片かた付づいたらと決め、ナオトには先に元の世界に戻ってもらうことにした。不安ではあるが、僕のレベルなら大だい丈じよう夫ぶ。

　そう心に思おもい描えがきながら、僕はゲオルンの街を歩く。

　今はフード付きのマントを着ているので、街の人も僕に気づかない。それより国から無む償しようで振る舞われる酒と食事の方にご執しゆう心しんだ。

　遠くから聞こえる楽団の演奏に耳を傾かたむけながら、僕が向かったのは冒険者ギルド。

「あらケンジ！　いらっしゃい！」

「こんばんは、ギルド長」

　今日は冒険者ギルドの中も人が少ない。ほとんどの冒険者は祭りの警けい護ごのバイトに駆かり出だされ、職員たちもその管理で忙いそがしい。

　今ギルドにいるのは、女性のギルド長のみ。

「本当におめでとう──と言いたいところだけど、ギルドとしては複雑なところね」

「そうなんですか？」

「魔王が死んで生せい態たい系けいが変わると、調査やらその尻しりぬぐいやらで、仕事が増えるのよ。ややこしくなるけど、ま、結局いつもと変わらないわ」

　魔族を相手にするようなクエストは、ゲオルンの冒険者には荷が重い。それでも魔王が死んで勢力図などが変われば、どこかで何かが起きるってことか。

「ところで今日はどうしたの？　お仲間さんは？」

「ああ、その、フリーダさんにご挨あい拶さつをと」

「フリーダなら今日は休んでるわよ」

「えっ、珍めずらしいですね」

「祭りの日だからこそ働いて欲ほしかったんだけど……あの子も魔王が死んで喜んでるのかしらね」

　国中の人が喜ぶ祭りだ。フリーダさんも祭りを楽しんでくれればいいけど。

「色いろ々いろお世話になったから、お礼を言いたかったんですけど……他にも訊ききたいことが」

「訊きたいこと？　ギルドの用事なら私でも請うけ負おうけど」

「あ、いえ、そういうことではないんです。プライベートで……」

　しかし、ギルド長も女性だ。

　もしかしたら知っているかもしれない。

「すみません、変なことを訊きますけど、女性へのプレゼントを買うのに良いお店ってありますか……？」







　ギルド長は懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。

　今日は祭りだから、多くの細工職人が露ろ店てんを開いている。中には古いけど良質な作品が格安で販はん売ばいされているかも、と聞いて僕は広場へ走った。

　夜店のように大量に並ならんでいる細工職人の出店で、僕は一番綺き麗れいだと思ったネックレスを買った。値ね段だんなんて聞かずに、一番高価な金貨を職人さんにおしつけ、すぐにラッピングしてもらった。

　そのプレゼントを手に、僕は宿屋に戻る。

　アリア、まだ起きてるよな。

　魔族との平和な世界を作るのは、もちろんアリアのためだ。彼女が魔族であること、いつか僕以外の人間に知られてもいいような世界を作らなくちゃ。

　そうしてアリアとずっと一緒に過ごせたら、どれだけいいか。

　元の世界に未練がないわけではない。

　だけどたったひとり僕を気にかけてくれる人がいる世界の方がいい。

　そう彼女に告白するんだ。

　僕の足が速まる。

　酔よっ払ぱらって歩いている人に何度もぶつかり、頭を下げながら宿に走る。

　気がつけばスキルまで使っていた。

　一秒でも早くアリアに近づきたい。

　宿の主人に挨拶をして、アリアが部屋に戻っていることを確かく認にんする。

　いつもの二階の個室。

　階かい段だんを上りながら、言葉を考えていると──

「────……！」

　階上から声がする。

　アリアの叫さけび声ごえ、というか、怒ど鳴なっている声？

　ケンカでもしているのか？

　逸はやっていた気持ちが少し抑おさえられ、冷静に階段を上がる。

　叫び声はいまだに止まらない。

「アリア？」

　僕は個室の扉とびらを開ける。

　すると──




　アリアとナオトが、裸はだかで抱き合っていた。





　　　　＊






　この世界はゲームだ。

　魔王だって〝神〟と名乗る腐くされチ○ポ野や郎ろうが生み出したキャラクターに過ぎない。

　実際に命があって、生活しているからなんだ。俺の世界とは関係ない。

　だから俺やケンジをこの世界に留まらせようとするやつは、みんな〝神〟の手先だ。

「んっ……ああああああ──っ！」

　祭りの食事から解散すると、俺はすぐに女どもを連れて宿屋に戻った。

　これからは楽しい二次会だ。

「な……なに、この感かん触しよく……!?」

　今俺がユノから引ひき抜ぬいたのは、錬れん金きん術じゆつスキルで作り出した吸きゆう引いんスライム。尻の穴あなを洗せん浄じようするために、スライムに魔ま法ほうを付加したもの。旅先で魔族から奪ったスキルで、低レベルのモンスターをも操あやつれるようになった。

　イチジク浣かん腸ちようよりずっと高性能なスライムは、尻穴から抜いても清潔さを保っている。

　だがユノの方からは、自身の汁しるが分ぶん泌ぴつされ続けている。

「そら……よっと！」

「にゃああああっ！」

　ベッドにうつぶせに倒れるユノに近づき、後ろの穴に一気に挿そう入にゆうした。

「や……なにこれ……んああああっ！」

　いつもとは違ちがう快楽。前の穴とは全く違う締しまり。

　食いちぎられそうなほどの圧力がかかるが、それはユノ自身の緊きん張ちようもある。前と一緒に少し刺し激げきしてやるだけで、ドロドロにほぐれてきた。

「や……ああああっ！　す、すごいよコレっ！」

　尻肉がパチンパチンと音を立てる。

　犬のように四つん這ばいになったユノは、尻の穴も従じゆう順じゆんになっていた。一突つきするたびに穴が締まり、ユノの口から呻うめき声ごえに似たものが漏もれる。

「あ……ああーっ…………あああ…………ダメぇ……」

「ダメって言うわりには、しっかり感じてんじゃねぇかっ」

「ひゃんっ！」

　白い尻を叩たたくと、背せ中なかを反らして悦よろこんでいる。

　身も心も獣けものになったかのように尻を振って肉にく棒ぼうを求める様は、つい数十分前に肉を頰張りながら朗ほがらかな笑みを浮うかべていた人物と同じとは思えない。

「はっ……はっ……はぁっ…………」

　荒あらい吐と息いきの豚ぶたにエサをやるように、俺は腰こしを深く沈しずめる。

　尻の穴でたっぷりと肉棒を味わうユノ。

「ああっ、ああああっ、あん、ああああ」

「気持ちいいのか？　言ってみろ、オラッ」

「き、きもちいい、きもちいいよぉっ！」

　従順に俺の命令をきくユノ。

「いけないことなのに…………おしりの穴なんて、いけないのに……でも、いつもと違って……ゾクゾクするよぉ……っ！」

　尻の穴が締まる。

　自分で発した言葉で感じているようだ。

「っ……出すぞ…………っ！」

「やっ、あっ、あああああああっ！」

　ユノと同時に達した。

　食いちぎられそうなほどの圧力が根元にかかり、まるで手でしごかれているようだ。そのキツい穴が俺の絶ぜつ頂ちようを導いてくれた。

　根元から先まで吸すい出だされるように、俺はユノの尻の中に残らず出し切った。

　初めての試みだが──こいつはどこの穴も極上だな。

「んぁ……っ」

　俺はユノから肉棒を引き抜くと、その穴にさっきのスライムを入れた。洗浄と治ち療りようの両方を担になっている優すぐれもののスライムだ。

　そして俺はというと──

「はいどうぞ、ナオトさん」

「サンキュ」

　フリーダから薬を受け取る。

　これも俺が調合した精力回復薬だ。現代日本の栄養ドリンクの何倍も効き目がある。マムシなんかよりずっと強力なエキスをもったモンスターがいる世界だからな。

「さ……次は私を…………ん……」

　俺にキスをするフリーダは、いつものギルド員の制服ではなかった。

　大だい富ふ豪ごうの世話係、いわゆるメイド服というものを着ている。この世界にもメイドという職業がある以上、そのデザインも似たようなものだ。ヘッドドレスがよく似合う。

「今日も御ご奉ほう仕しいたしますね……ご主人様」

　そう言ってフリーダは俺の口から顔を離はなすと、その場にしゃがみ込んで俺のモノの先せん端たんにキスをした。

　愛おしそうに何度も口づけをした後、汁がしたたる先端を舌で掃そう除じする。

「あむ…………まだこんなに大きい……れる…………ちゅ……」

　先から根元まで丹たん念ねんに舐なめた後、その口に全てを頰張った。

「んくっ……ん…………」

　口の中でヌルヌルとした優しい刺激と、唇くちびるの律りつ動どう、そして根元をしごく指の三つの快感が同時に襲おそってくる。

「んんっ…………ふむ……ぷぁ……っ」

　それだけでも達してしまいそうな口技だが、フリーダはそれだけではない。

　メイド服の上着をはだけ、果実のように大きい胸を取り出す。そしてそれを俺の腹はらにおしつけ、谷間で肉棒をしごき始めた。

「どうですか？　私のおっぱい、気持ちいいですか？」

「ああ」

　肉厚の胸による刺激は口や穴では味わえない新しん鮮せんさがある。

　さらにあらかじめ仕し込こんでおいたのだろう、ローションがさらに粘ねん性せいを高めて俺のモノを擦こすりあげて快感を呼よび込こむ。

　そのまま数分ほどパイズリ奉仕させたが、射しや精せいまでには至いたらなかった。いや、むしろフリーダが手加減しているのだろう。

「んっ…………」

　もう奉仕の時間は終わりだ。それを告げるためにキスをする。

「おねがいします……お情けを」

　ベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがるメイド。

　スカートを穿はかせたまま、俺はワガママな使用人にのしかかった。

「ああああっ！　ナオトさんっ！」

　挿入した途と端たん、演技もなにもない。快感によがる雌めすに堕おちたフリーダ。

　足を搦からめて腰を振る彼女に奉仕の心などない。

　ただ俺のモノが欲しくて乱みだれる穴だ。

「はぁ……んっ！　あああっ！　あん！　ナオトさん！　好きっ！　もっとください、この穴に、もっと！　もっとォ！」

　だが理性ではなく本能がフリーダを正しく動かす。俺の腰とモノの動きに合わせて、肉にく壁かべの内側により擦れるように動いているのだ。それはより強い男の肉棒を求める雌としての選せん択たくだ。

「あああっ、あっ！」

　この女はいつもこうだ。

　正常位でするのが好きなくせに、いざ挿入すると俺よりも暴れ馬になる。全ての欲よく望ぼうを吐はき出だすように、俺の身体を使っているようだ。

　最初は貞てい淑しゆくだったのに、いつからこうなっちまったんだか。

「あっ、イキそう……イキそうよ……っ！」

「ああ、何度でもイケよ！」

「あっ、あっ、あっ、あああっ、ダメ、イクッ！　ああああ──ーっ！」

　身体をのけぞらせて絶頂するフリーダ。

　同時に俺もフリーダの中に精を放った。

　貪むさぼっているのは俺も同じだ。この女に負けてたまるか──そう感じながらセックスするのはとても楽しかった。

　だが、そんな日ひ々びももうすぐ終わる。

　俺はこいつらを置いて元の世界に帰らなくてはならない。

　娼しよう館かんで覚えた避ひ妊にん用ようのスキルがあるから妊にん娠しんの心配はないが、これから先、こいつらまともな男と付き合えるのだろうか……。

　ま、俺としてはどうでもいい。

　ケンジにさえ近づかなければな。

「あ…………」

　脱だつ力りよくしたフリーダから、視し線せんを横に向ける。

「ふぅ……っ！　んっ…………！」

　ユノとフリーダとの情交を見ながら、ずっと股こ間かんの茂しげみに手を入れていたアリア。

　どうもこの女はこういう背はい徳とく的てきな行こう為いがお気に入りらしい。

　魔族とはいえ神官だからだろうか、やってはいけないと口にしながらも、快感に抗あらがえない自分自身に興こう奮ふんしているフシがある。

　つまり──

「ほら、次はお前だ。来い」

「……は、はい」

　表情は嫌いやがりながらも、アリアは俺の命令に従したがう。

　すでに股間はグショグショに濡ぬれていた。分かっているんだ、もはや身体は噓うそをつけないって。今すぐにでも挿いれて欲しいって、アソコが呼んでいるんだ。

「ん……あっ…………！」

　寝転がって自ら股またを開くアリア。

　蜜みつがしたたる茂みの奥おくに触ふれると、快感を隠かくしもしない。

「や……ああっ！」

　花弁の奥、肉壁の内側のＧスポットを擦ると、子こ猫ねこのように震ふるえていた。

「もっと太いのが欲しいかよ」

「…………っ！」

　アリアはけして口には出さない。だけど子宮の奥がうずいて仕方ないって、顔に書いてある。

　俺はアリアの身体に覆おおい被かぶさると、手加減せずに肉棒を突き入れた。

「あっ、あああああっ！」

　豊満な肉が外からも中からも俺を包み込む。

　しっとりと汗あせばんだ肌はだが手のひらに吸い付き、胸の張りを強く感じさせる。

「はぁっ……あんっ！」

　乳ち首くびをコリコリといじると、悲鳴のような声がもっと甘あまく蕩とろけた。

「オラ、どうだ嫌きらいな男とのセックスはよ！　気持ちいいだろ!?」

「そんな……わ、私……」

「ケンジとヤリたかったか!?　残念だったな！　お前のカラダは俺のモンだ！」

　そうだ。

　このたわわな乳ち房ぶさも、ムチムチの腰肉も、ふっくらとした太ふと股ももも、中でうねる名器も、全部俺のものだ。ケンジになんて渡わたすものか。

　あいつがこの肉の味を知っちまったら、ハマって元の世界に帰れなくなる。

　だから俺が頂いただくんだ。

「うっ…………！」

　我が慢まんできずに、さっそくアリアの中に出してしまった。

　この女はあらゆる技を覚えるどころか、自分で気持ちよくなるために穴の中の筋きん肉にくまで動かすようになった。おかげでどの器官よりも繊せん細さいに男のモノをしゃぶることができる。

　娼館の女でもこんなにデキる奴やつはいない。

「はぁぁ……あんっ…………また……大きく」

　柔やわ肉にくに包まれながら耳元で囁ささやかれる甘い声。

　出したばかりだというのに、まったく萎なえずに二回戦ができる。

　やられっぱなしでたまるか。

「あんっ！　あああっ…………あっ、ああんっ！」

「オラァ！　どうだアリア！」

「き……気持ちよくなんか…………！」

「ムカつく男にイカされて、感じてんじゃねーよっ！」

「そ……そんな…………」

　巨きよ大だいな胸をぶるんぶるん揺ゆらしながら、アリアが喘あえぐ。

　女の悦びを嚙かみしめている表情。

　知性がなくなっていき、人間としての尊そん厳げんまで失われるような顔。

　だが──わずかに残っている瞳ひとみの輝かがやき。

「わ……私は…………ナオトさんのこと……嫌いなんかじゃ」

「噓つけっ！　ケンジが好きなんだろう！」

「そ、そうよっ、ケンジさんが……好き…………でも……あなたも……！」

「ざけんなっ！」

　俺は腰をギリギリまで引き、一気に奥まで差し込んだ。

「んあああああっ！」

「俺は噓をつく女が一番嫌いなんだ！　女はそうやって男を騙だます！　どいつもこいつも噓だらけだ！」

　だから女なんて肉便器でちょうどいいんだ。

　俺の性せい欲よくを解消するだけのオナホのくせに、いっちょまえに喋しやべりやがって。

　なのに──

「俺はまだいいさ、どうせクズ野郎だ！　だがなぁ、ケンジは別だ！　あいつのようなイイ奴を利用しようとする奴は、俺が許さねぇ！」

「ナオトさん……っ……！」

「ケンジはここにいちゃいけない人間なんだ！　元の世界に戻って、幸せに暮らさなきゃいけないんだよ！　こんなクソみたいな世界にいたら、あいつの力を利用する奴がもっと増える！　なんたって今は英雄サマだからなぁ！」

　もはや国をどうこうするレベルじゃない。

　ケンジの力は世界を変えることすらできる。大地を割わるとか海を裂さくとか、そんなことをしなくても、強国の軍隊や首しゆ脳のうを根こそぎ殺すだけで世界は変わる。

　現に魔王が死んで、そうなったじゃないか。

「だから──」

「ナオトさん」

　アリアが俺の頰に触れた。

「ケンジさんを利用されるのが、そんなに嫌なの？」

「……ああ」

「気持ちは分かるわ。あの人は本当に純じゆん粋すいな人だから。だから私も好きなの」

　汗だくになったアリア。

　彼女は曇くもりのない瞳で俺を見つめて、こう言ったのだ。




「でも──そうやってケンジさんを言い訳にしているあなたは、彼を利用していないと言い切れるの？」




　冷たいものが俺の心しん臓ぞうを通り抜けた気がした。

　脳のう内ない麻ま薬やくがピタリと止まり、代わりに冷静になる物質が出てくる。

「…………………………………………お、俺は」

　利用していたのか、俺も。

　ケンジを騙す奴を罰ばつするという理由で、女を犯し続けた。

　それがケンジのためだと言い張って──

　自分の欲望のために、ケンジを利用していたって──

「俺は……………………！」

　気がつくと、俺の股間は萎えていた。

　火ほ照てった身体が冷えて、寒さすら感じる。

　その身体をアリアが抱きしめてくれた。

「違う……俺は、ケンジに元の世界に戻って欲しかったから……」

「私にはナオトさんが言う〝元の世界〟がどこなのか知らない。でも、あの人を想う気持ちそのものは噓じゃない。それも分かる。でも──」

「俺は……っ！」

　何か言い訳をしようとして、口を開く。

　だけど適切な言葉が出てこない。

　その場しのぎの噓すら。

　そこへ──

「アリア？」

　ケンジが、入ってきた。

「…………あ」

　むわっとした熱気が、ケンジの開けたドアに流れてゆく。

　──油断していた。

　アリアの言葉に動どう揺ようして、まったく警けい戒かいしていなかった。

「…………」

　彼の手から、何かの包みが落ちる。

　音を立てて転がる包み。

　よれたベッドシーツの上には、アリアとユノとフリーダが。

　そして俺はアリアと密みつ着ちやくしている。

　この場で何か言い訳できる奴がいるとしたら、そいつは魔ま法ほう使つかいか何かだ。どれだけ弁べん舌ぜつが達者でも、現行犯なら弁解できない。

「……アリア」

　それはアリアも同じだった。

　ケンジに対して、何も語らずに俯うつむいている。

　いや、違う。

「……の…………これ……は…………」

　俺と同じように、何か言おうとして言葉が出ないんだ。

　だがアリア、今お前は喋るべきじゃない。

「ようケンジ」

　俺は全ぜん裸らのまま立ち上がり、ベッドから飛とび降おりる。

　ケンジが硬こう直ちよくしている間にパンツを穿き、ベッド脇わきに脱ぬぎ捨すてたズボンに手をかける。

「なんだよ、邪じや魔ますんじゃねーよ、せっかくお楽しみだったのに」

「ナオト……これ、どういうこと？」
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「どうもこうもねーよ。俺のオンナとヤッてるだけだ」

「ナオトのオンナ……？　アリアも？　ユノも？　フリーダさんも？」

「ああ」

　涼すずしい顔を装よそおって、俺は答える。

「見ての通り、全員俺が喰くった。悪く思うな」

「……そ、そう」

　なんとか事態を飲み込もうとするケンジ。

　自分の中に残ったいくつかの可能性を必死に探さがしている顔だ。

「……付き合ってたんだ、ナオトとアリア」

「ああ、前からな」

「そ、それなら、仕方ないっていうか、ぼ、僕が口を出す資格はないよね」

「ああ、そういうことだ。分かったらさっさと帰れよ」

「……アリア」

　ケンジは俺ではなく、アリアを見る。

　全裸のアリアは今さら胸むな元もとを手で隠しながら、ケンジに背せを向けた。

「ごめんなさい……ケンジさん」

「そ、そうなんだ、アリア……ナオトと付き合ってたんだね」

「…………」

　アリアは答えない。

「いやぁ、気持ちよかったぜ、アリアのアソコ！」

　だから俺がケンジを笑う。

「…………ナオト？」

　何やってんだ、俺。

　アリアに何か言わせればいいだろう。

　俺が自じ慢まんしたって意味ないだろう。アリアがどれだけ淫いん乱らんな噓つきか言うべきだろ。

「もともと素質のいい身体してたけど、毎日仕込むたびに上達しやがる！　今じゃ何も言わなくても俺の股間に顔をうずめてしゃぶってくれるんだ！　サイコーのオナホだぜ、この女！」

　そうだ、この女は悪い奴だ。

　その女を利用した俺はもっとクズだ。

　どうだ、絶望したかケンジ。

「ケンジよぉ！　お前は他人を信じすぎだって、最初から言ってただろ？　だから俺なんかにオンナ盗とられるんだよ！」

「……………………」

　ケンジの右みぎ拳こぶしが震えているのに、俺は気づかなかった。

「この世界はなぁ！　全員噓つきなんだ！　俺も含ふくめてクソ野郎しか存そん在ざいしないんだ！　それが分かったら、とっとと元の世界に──」

「……………………」

　分かっていたんだ。

　ケンジはバカだが、けしてヘタレじゃない。

　ここまで煽あおられて黙だまっているような男じゃない。

　普ふ通つう、好きな女を寝ね取とられて、その相手に罵ば倒とうされて平然としている奴なんていない。

「うぁああああああああああああああああああっ！」

　そうだ、普通はムカついて殴なぐりかかるものなんだ。

　ケンジだってそうしたまで。

　怒いかりの感情を右手に込めて、まっすぐに俺に向かって飛び出した。

　レベル[image: ]の力で。

「あああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　付加魔法などかかっていない、ＳＴＲ[image: ]の拳が俺の顔面にブチ当たった。

　瞬しゆん間かん、身体が浮き、顔ではなく背中に強きよう烈れつな痛いたみが何度も走る。内ない臓ぞうが浮くような感覚と、断続する背中の衝しよう撃げき。

　最後に一番大きな痛みがやってきた。

　その後に、爆ばく音おん。

　そこでやっと自分に起きた出来事を把は握あくする。音を超こえた速度で飛ばされた俺は、いくつもの建物を貫かん通つうして吹ふき飛とばされたのだと知った。

「きゃああああああああっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　爆ばく発はつの中心にいた俺は骨ほねの何本かが折れたが、もっとひどいのは周囲の建物。

　さっきまで祭りを楽しんでいた人間が何人も建物の下した敷じきになっている。俺が穴を空けたいくつかの家屋は屋根が崩くずれ、連れん鎖さ的てきに壁がはがれ落ちている。

「〝細さい胞ぼう修しゆう復ふく〟……〝プロテクトジェル〟…………！」

　傷きずを治しつつ、硬こう質しつ化かのスキルを使う。

　アイツの攻こう撃げきパターンなど分かっている。

　何も考えずに、とにかくまっすぐ。

「ナオトォォォォォッ!!」

　夜空を斬きり裂さく光の刃やいば。

　俺たちがいた宿屋からまっすぐ飛んでくる輝きに、俺は身の危き険けんを感じて素早く回かい避ひスキルを使って移動した。

　ナイフや刀だったら完全に間合いの外だったはずだ。

　しかしケンジが振り下ろした聖剣はクレーターができるほどの衝撃を大地に生み、周囲の商店や酒場の外がい壁へきが吹き飛んだ。

　柱が折れた建物が崩れ、そこから逃にげ出だす人ひと々びとが。

　衝撃のみが俺の身体を揺さぶり、内臓にダメージを与あたえる。事実ＨＰの四分の一が今の攻撃でなくなっていた。

「チッ！」

　止めても、止まらないだろう。

　クレーターの中心に立つケンジ。

　彼の周囲から人々が逃げ去っていく。酒場に火がつき、それが拡かく大だいしていく。

　俺はそんなケンジたちを三階建ての宿屋の屋根から見下ろしていた。

　ケンジはクレーターを見ても何も感じていない。

「うあああああああああっ！」

　俺の姿すがたを見てもいないのに、まっすぐに跳とんできた。

　聖剣を大きく振りかぶり、

「〝ムーンシャインスラッシュ〟!!」

　スキルによって剣から半月状の輝きが放たれる。

　避よけるためにさらに空に飛ぶが、聖剣のスキルが宿屋の屋根を裂き、そのまままっすぐ飛び続け、数十キロ先にある城塞都市の防ぼう壁へきをも両断した。

　大きく音を立てて崩れていく背はい景けい。

　煙けむりを上げてずり落ちる巨大防壁は、その下にある街まち並なみを押おし潰つぶし、さらに大きな煙と火花を生み出した。

「あのバカ……！　〝スピードブースト〟、〝倍加〟、〝アクセルヒール〟、〝ナイトウィング〟、〝風ふう操そう術じゆつ〟、〝コールドブレス〟」

　今ここで生いき延のびるために必要な思いつく限りのスキルを使用し、ケンジの次の攻撃を空中で待つ。

　いや、待つ時間などなかった。

　ケンジは一いつ瞬しゆんで俺との距きよ離りを詰つめてくる。

　夜空を背景に、怒りの権ごん化げが俺を殺そうとまっすぐに飛んでくる。

「ナオトォォォォォォッ！」

　聖剣を構え、飛来するケンジ。

　俺はその剣を最大出力のスキルで受け止めた。素手で。

　真しん剣けん白しら刃は取りなんてできねぇ。だから右みぎ腕うでを犠ぎ牲せいにした。手のひらから手首までバッサリ斬られながら、痛みを我慢して聖剣を握にぎる。

「落ち着けケンジ！　てめぇ、何してんのか分かってんのか!?　街がどうなってるのか分かってんのかよっ！」

「お前のせいだ…………全部お前のせいだろうっ！」

　ああ、そうだよ。

　俺が煽ったから、お前が怒おこった。それだけだ。

　ここが異い世せ界かいで、レベルというものを考こう慮りよしていなかった俺がバカだった。

「いい加減に……しろっ！」

　俺は剣を摑つかんでいない左手でケンジを殴る。

　スキルによって強化された腕うでが高速でケンジの身体を叩き落とした。衝撃は斬られた右腕に伝わり、激げき痛つうが走る。

　ケンジが落ちた先は、広場の屋台並び。

「ぎゃあああああああっ！」

「わぁぁあぁぁぁっ！　なんだ、モンスターかっ!?」

　中央の噴ふん水すいと、その周囲の住じゆう宅たくを根こそぎ破は壊かいする。

　落ちたケンジはすぐに態勢を立て直し、俺を殺そうと走る。それに対たい抗こうするため、俺は空中で防ぼう御ぎよスキルを全て吐き出した。

「ああああああああああっ！」

　レベル[image: ]の暴風を止めるために俺は全力で戦った。

　いや、止まらないことは分かってる。

　それでもケンジの怒りを受け止めなくてはならない。

　ただ身を守っているだけなのに、周囲が破壊され、燃えていく。祭りを楽しんでいる人々が泣きながら逃げていく。ケンジが守ろうとしたものが、音を立てて崩れていく。

　世話になった宿屋も、いつも飲み食いしていた酒場も、冒険者ギルドも、何もかもが俺たちの戦いの巻まき添ぞえになって壊こわれていく。

　壊こわし尽つくし、燃やし尽くした城塞都市に残ったもの。

　それは俺が生み出した怪かい物ぶつ。

　たったひとりの、純じゆん朴ぼくな男だった。




　──利用していた、か。

　その通りだとして、どうして俺はあいつを利用しようと考えたのか。

　多分、他の奴と同じだろうな。

　あいつの明るさ、純朴さに惹ひかれちまったんだ。

　誰かに裏うら切ぎられ、誰かを裏切り、傷つけ、傷つけ合い──そんな生活に飽あき飽あきしていた俺も、何か善ぜん行こうがしたかったんだ。

　あいつが勇者と呼ばれるように、俺だって〝いい人〟だって言われたかったのかもしれない。




「……………………ケンジ」

　気がつくと、二人きりになっていた。

　炎ほのおすら消し飛ばす衝しよう撃げき波はが、一際巨大なクレーターを生み出していた。

　その窪くぼ地ちの中央にいる、俺とケンジ。

　俺の胸には、ケンジの怒り──聖剣が深ふか々ぶかと突き刺さっていた。

「…………ナオト」

　対するケンジは、左半身が消失していた。

　腕や足があった場所からは、大量の血液が地面に撒まき散ちらされている。

　俺の力じゃケンジには勝てない。

　だから俺が使った最後のスキルは〝マジックカウンター〟。相手の攻撃に合わせて使用すると、その魔ま力りよくを全て反転させるというもの。タイミングがシビアだから使い所が難むずかしいが、ケンジの攻撃は読みやすかった。

　だけど、ここまでやるつもりはなかった。

　ケンジの攻撃がそれほど本気だったってことだ。

　まともに喰らっていたら、俺の身体なんて半分も残らなかったはずだ。

　俺だって死にたくなかったんだ。

「……ケンジ……お前、早く治さないと」

「あはは……こりゃもう無理だよ。回復スキルも追いつかない」

　お互い普通なら致ち死し量りようの血を流しながら、それでも立っている。

「…………ナオト…………」

　ケンジは、もう戦せん闘とう意い欲よくも残っていない。

　俺もそうだ。気合いを入れてないと、意識すらおぼつかない。

「ケンジさん！」

「師匠！　ナオト！」

　瓦が礫れきの向こうから、俺たちを心配したアリアとユノが走ってくる。ギルド員のフリーダはともかく、一緒に魔王を倒すレベルの彼女たちは普通に生き延びられたようだ。

　しかし、他の者はどうか。

　何人死んだのだ。何軒壊れたのだ。

「…………もう、これしかない、か」

　ケンジは残った右腕を前に差し出す。

　すると手の上に〝神〟がくれた光の紙切れが現れた。

「……僕は願望券に願う。僕たちが破壊してしまったこの街と、そこに住む人々を元通りにして欲しい」

「なっ……！　おい、ケンジ！　お前！」

「だって、こうするしかないだろう。僕が引き起こしたことじゃないか」

　ケンジの手のひらから光の紙切れが飛び、夜の空を照らしてゆく。

　願いが聞きき届とどけられたのか、淡あわい光がどんどん広がって街を覆い始めた。

「ダメだ！　そんなことに使ったら、お前は元の世界に──」

「もう、帰れないさ」

　力なく笑うその顔から、精気がどんどん失われていく。

　あと数十秒でケンジは死ぬ。

「バカ野郎…………！」

　俺は何をしていたんだ。

　こんなことのために旅をしていたんじゃなかった。

　ただ、ケンジに早く元の世界に戻ってもらいたかっただけなのに。

「……だったら…………何もかも全部元通りにしろよ……その願いじゃ、ゲオルンの奴らしか戻らないじゃねぇか…………！」

「あはは……」

　ケンジは笑う。

「初めて言えるかも。ナオト、君もバカだなぁ」

「……？」

「全部元通りにしたら、魔王だって蘇よみがえっちゃうだろ。そしたら君の願望券がなくなって帰れなくなる」

「ケンジ…………！」

「これでいいんだ。バカな僕は、これでいいんだよ」

　力を失って、ケンジは倒れた。

　最さい期ごまで笑いながら。




　あえて──自分だけそのまま死ねるように願ったのだ。




　何もかもに絶望したケンジの選択だったんだ。

「ケンジ……おい、ケンジ！」

　しゃがみ込もうとして、腹の聖剣が邪魔なことに気づいた。

「くそっ！　くそぉっ！」

　剣を引き抜くと、俺の血がケンジの顔にかかる。

「起きろケンジ！　お前はこんなところで倒れていい奴じゃねぇだろ！　俺と一緒に元の世界に帰るって、約束しただろ！」

　何を言ってるんだ俺は。

　それを裏切ったのは、俺じゃないか。

　ケンジを絶望させ、破壊を促うながしたのは俺だろう。

「あ…………」

　こっちに走るアリアとユノが足を止めた。

　俺の足下で転がっているものを見て、絶望の表情を浮かべる。

　違うんだ、こんなはずじゃなかったんだ。

　ただ俺たちを嫌いになって、この場から去ってくれるだけで良かったんだ。

　こんな世界なんて大嫌いだと、そう思ってくれるだけで。

　なのに──

「どこで間ま違ちがったんだ……」

　痛む腹を押さえて、俺はその場にへたり込む。

　やり直したい。

　何もかもやり直して、ケンジを元の世界に帰したい。

「……願望券」

　俺の手からも、小さな四角い光が出現する。

「なぁ、腐れチ○ポ野郎……どんな願いでも叶えるって言ったな……」

　光は答えない。

　俺の手のひらではなく、どこか遠い空の上から眺ながめているはずだ。

　そいつに向かって、俺は告げる。

「やり直させろ…………全部……最初から…………！」
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　──これはゲームです。

　──魔ま王おうを倒たおせばクリアです。

　──魔王を倒せば、どんな願いでも叶かなえられます。

　──元の世界に戻もどりたければ、戻しましょう。

　──この世界の支配者になりたければ、叶えましょう。




　森の間に敷しかれた道を歩く。

　ずっと歩いている。

　このクソゲーを作った奴やつへの恨うらみ言ごとを呟つぶやきながら、あの場所まで。

　最初に出会ったあの木を見つけると、俺おれはそこに座すわりこむ。

　土の感かん触しよくと、木の匂におい。

　都会で過ごした俺にとっては、何もかも新しん鮮せんだった。

　だけど今は違ちがう。何度も嗅かぎ続つづけた日常の匂い。森の奥おくに潜ひそむ低レベルのモンスターの匂いも感じ取れる。

　空は青いが、地球のそれとは微び妙みように色合いが違う。

　それでも変わらない太陽を見ながら、ずっと待ち続ける。

　腹はらも減っているし喉のども渇かわいているが、意識だけはギラギラとクリアなまま。

　こんなゲームで死んでたまるか。

　絶対に生き残って、元の世界に帰るんだ。

　他人を蹴け落おとしてでも、こんな世界にはいたくない。

　そう、誰だれを陥おとしいれてでも──

「なぁ、そこの人！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　遠くから走ってくる姿すがた。

　Ｔシャツにジーパン、スニーカーというどこにでもある服装。

「ケガしてるのか!?　水は足りてるか？　腹減ってないか？　あ、そうだ、このへん強いモンスターがいるから──」

「うるせぇ」

　俺は立ち上がり、おしゃべりなそいつの胸ぐらを摑む。

「おご……っ！　な、なにを……!?」

「慣れ慣れしく話しかけんじゃねぇよ。この世界じゃ転移者プレイヤーは全員敵なんだ。分かったら二度と俺に構うな。どっか行け。今すぐここから消えろ！」
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　そいつを突つき飛とばすと、俺は拳こぶしを握って威い嚇かくする。

　だが呆あきれたことに、そいつは立たち尽つくしたままだ。

　もしかして人に脅おどされたことがないのか？

「そりゃ……転移者が敵なのは知ってるけど、君、すごく辛つらそうな顔してたから」

「うるせぇっつってんだよ！」

　全力で殴なぐった。

　このお人ひと好よしの顔を殴りつけた後、地面に倒れたそいつを蹴り飛ばす。

「殺すぞ！　このクソバカ野や郎ろう！」

「ぐあっ！　あ……っ！」

「死ねっ！　テメーが死ねば俺がクリアできる確率が上がるんだ！　分かったら今すぐ死ねこの童どう貞てい野郎がっ！」

　もう一度腹を蹴ると、そいつはゴロゴロ転がって動かなくなった。

「ど……どうして…………？」

　傷きずだらけのそいつに近づくと、俺は黒い髪かみを摑つかんだ。

　顔を持ち上げて、耳元で囁ささやく。

「……いいか、よく聞けよ木きの下したケンジ」

「ど……どうして僕ぼくの名前を……？」

「ステータス見りゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうが。だがな、俺は他にも知ってるぜ。元サッカー部の主しゆ将しようで、ジュニアサッカーの試合中にションベンもらしたことがあるんだってな。あと電車内でスマホでエロ動画見てるのをバイト先の同どう僚りように見られたのが一生の恥はじだとか」

「そ、そんなことまでステータスには書いてないだろ？　なんで知ってるんだよ!?」

「俺がもらったギフトは〝予言〟だ。未来が見えるんだよ。だからお前がこの先、クソみたいな奴に騙だまされて、クソみたいな死に方をするって知ってるんだ」

「そ……そんな……」

「助かりたかったら、俺の言う通りにしろ。まずここから西にある城じよう塞さい都と市しゲオルンに行ってフリーダって女を頼たよれ。冒ぼう険けん者しやギルドに登録して、しばらくレベル上げと金かね稼かせぎだ。レベルが40になったらさらに西の森に行って、毒ガエルを狩かるのがオススメだぞ」

「え……？」

「レベル[image: ]超こえたらもっと西に行って、カルドスパード村ってところで聖せい剣けんをかっぱらってこい。そしたらそこから北西に行って魔ま王おう城じよう。ここまでお前だったら一週間でできるはずだ」

「な……何を言ってるんだ、君は？」

「アレだ、簡かん易い攻こう略りやくチャートってやつだ」

　俺はコイツのポケットから電波の入らないスマホを取りだし、今言ったことをメモ機能に書きだした。バカなコイツでも、こうしとけば忘わすれないだろ。

「き、君は……」

　スマホをコイツの眼前に放り出すと、俺はもう一度バカ面づらをブン殴った。

「がっ！」

　土つち煙けむりをあげて倒れるそいつの前に屈かがみ、俺は──

「いいかケンジ。人を信じるな。お前はお前のために戦って、誰よりも早くクリアしろ。お前ならできるはずだ」

　そう言い残し、その場を後にした。

「じゃあな。魔王には人間の攻こう撃げきが効かないから工夫しろよ」

　苦しむケンジだが、すぐに立ち上がるだろう。

　骨ほねも折っちゃいないし、レベル１の攻撃だしな。




　──これでいい。

　これでいいんだ。




　俺はあんなバカとは会わなかった。そうすればきっとあいつは自力でクリアする。

　そう信じて、俺は街道を歩き出す。

　人を信じるな、と言った相手を信じるってのも変な話だが。

　それでも俺は信じている。

　──いいか。絶対に生きて帰れよ。





　　　　＊






「はぁーあ……できることなら、転移される前まで戻してくれないもんかね」

　どこまでも続く林道を歩きながら、俺は目の前にステータスを表示させる。




　桐きり谷たにナオト　LV1　HP24/24　MP8/8

　バフ　なし　　デバフ　なし

　STR8　DEX10　VIT7　INT8　AGI9　LUC9

　スキル　召喚




　見事なまでに初期状態。

　またスキルも覚え直し──ん？　いや待て。

　なんだこのスキル？　最初はなかったぞ？

　試しに唱えてみる。

「〝召喚サモン〟」

　その言葉に呼こ応おうして、地面に赤い魔ま法ほう陣じんが生まれる。

　そこから出てきたのは──

「やっほー」

　青い肌はだの魔ま族ぞく、フェーデルリンツだった。

「え……？」

　コイツは前の冒ぼう険けんで契けい約やくした魔族のはずだ。

「なぁ、俺のこと覚えてるか？」

「当たり前じゃん。人類最高で最長で最さい硬こうのアレ持ってるナオト」

「えっ、なんで……？　全部やり直しのはずだろ？」

「んー、私も〝やり直しの一部〟になったってことかな？」

「悪いけど俺でも分かるように言ってくれない？」

「魔ま術じゆつ的てきな原理で言うとね、召喚の契約って血で行われるんだよね。だから私もナオトの血と一いつ緒しよにくっついたのかな？」

　つまりこの女も俺の一部になっていた、というわけか？

　魔術とか理り屈くつとか、全然わかんねぇ。もらったスキルを使うだけだしな。

「ま、これで性せい欲よく処しよ理りには困こまらない、か」

「あー、私をなんだと思ってんだ！　これでもレベル[image: ]の魔族だよ？　他にも絶対に役に立つと思うよ？」

「お前、そんなにノリ軽かったっけ……？」

　やり直しによる修正で、魔王の一族じゃなくなった、って解かい釈しやくなのかな？

　邪じや気きが抜ぬけて、今はただ俺と契約したひとりの魔族──と考えるべきか。

　ま、いいや。

　この世界でひとり旅は精神的に辛いから……正直助かる。

「で、これからどうするのナオト」

「そうだな、まだ俺が行ったことのない場所にでも行ってみるか。ゲオルンは西にあったから、次は東にでも」

「ケンジとは一緒に行かないんだ？」

「ああ」

　それが俺たちにとってベストな選せん択たくだ。

　少なくとも俺はそう信じる。

「縁えんってのはそうそう切れないもんだよ。私とナオトみたいにさ」

「そうだな、どこかでまた会う可能性はあるだろうよ」

　ケンジは強い。

　モンスターにやられてくたばったりはしないだろう。

　だから俺が生きてさえいれば、いつか道が交こう錯さくするかもしれない。

「もう一度会えたら──その時は、普ふ通つうのダチになれたらいいな」

　それまでに死なないよう、俺もレベルアップしなければ。

　調理スキルも錬れん金きん術じゆつスキルもないから、面めん倒どうくさいぜ。

「また最初っからスキルとか覚え直しかぁ…………あ、そうだ」

　手っ取り早くスキルを手に入れる方法があったじゃないか。

「おいフェーデルリンツ、一発ヤラせろ。お前のスキルよこせ」

「ええ、いきなり!?」

　フェーデルリンツは驚おどろき、そして躊躇ためらいつつも、

「……じゃ、そこの木こ陰かげで」

　恥はじらいながら頷うなずいた。




　これはゲームだ。

　誰よりも早く魔王を倒さなくちゃならないクソゲー。

　俺は生きて元の世界に戻ってみせる。

　そのためなら──誰であろうと利用してみせるさ。


つづく








あとがき






　どうもみな様、初めまして。五ご里り蘭らん堂どうと申します。このたびは「異世界ＮＴＲ」を手に取っていただき、心から感謝致します。なにしろデビュー作ですので、不安と期待でいっぱいでして。もう書店で表紙を見てくれただけで嬉しいです。




　唐突ですがみなさん、徹夜は大丈夫なクチですか？

　若い頃は何徹でもできたけど、寄る年波には勝てずに徐々に徹夜ができない身体になったという人も多いでしょう。私など若い頃から徹夜がダメで、高校時代も大学時代もきっちり一日八時間は睡眠をとっていました。

　そんな私ですが、二四時間飲まず食わずで作業した事がありまして。

　もう若いとは言えない身体のどこにそんなエネルギーがあったのでしょう。脳内でヘンな物質が分泌されまくっていたせいか、食事も睡眠も忘れて没頭してしまいました。

　それがエロ創作なんです。

　寝食を忘れてハマりにハマって、自分の得意分野である文章作成能力と相まって、気がついたらノクターンノベルズに投稿して、ファミ通文庫様に拾っていただいたという、なんとも不可思議な話でした。




　みなさん、リビドーに忠実になるのは良いことです。もしかしたら眠っていたとんでもないパワーを引き出す可能性もあるんです。最近疲れ気味で仕事や学業に集中できないとお困りのそこのあなた、エロ創作をしてみてはいかがでしょう？

　ただし作業を終えた後の虚脱感と「あ、脳がヤバいことになってる」という恐ろしい感覚と引き替えですので、ご利用は計画的に。




　それでは私の脳と身体がまだ動くうちに、次の巻でお会いできれば！

　ありがとうございました！
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